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1-002 アクリルアミド 79-06-1 2A 2A A3 B2 R 2 2

1-004 アクリル酸エチル 140-88-5 2B 2B A4 2

1-007 アクリロニトリル 107-13-1 2B 2A A3 B1 R 2 2

1-011 アセトアルデヒド 75-07-0 2B 2B A3 B2 R 3 2

1-014 o-アニシジン 90-04-0 2B 2B A3 2 2

1-015 アニリン 62-53-3 3 A3 B2 3 2

1-019 3-アミノ-1H-1,2,4-トリア
ゾール（別名アミトロール）

61-82-5 3 2B A3 R 3 2

1-025 酸化アンチモン 1309-64-4 2B 2B 3 2
1-026 石綿 1332-21-4 1 1 A1 A K 1

1-028 イソプレン 78-79-5 2B 2B R 2 2

1-032 2-イミダゾリジンチオン
（2-イミダゾリジンチオン）

96-45-7 3 2B R 2

1-040 エチルベンゼン 100-41-4 2B 2B A3 D 2

1-041 エチレンイミン 151-56-4 2B 2B A3 2 2

1-042 エチレンオキシド 75-21-8 1 1 A2 K 2 1

1-052 4'-エトキシアセトアニリド
（別名フェナセチン）

62-44-2 2A R 2

1-054 エピクロロヒドリン 106-89-8 2A 2A A3 B2 R 2 2

1-055 2,3-エポキシ-1-プロパノー
ル

556-52-5 2A 2A A3 R 2 2

1-056 1,2-エポキシプロパン（別
名酸化プロピレン）

75-56-9 2B 2B A3 B2 R 2 2

1-057 2,3-エポキシプロピル=フェ
ニルエーテル

122-60-1 2B 2B A3 2 2

1-060 カドミウム 7440-43-9 1 1 A2 B1 K 2 1
1-060 カドミウム化合物 1 1 A2 K 2 1
1-060 塩化カドミウム 10108-64-2 K 2 1
1-060 硝酸カドミウム 10325-94-7 K 1
1-060 硫酸カドミウム 10124-36-4 K 2 1
1-060 酸化カドミウム 1306-19-0 K 2 1
1-069 ６価クロム化合物 1 1 A1 K/L(inh)

CBD(orl)
K 1

1-069 クロム酸（無水） 1333-82-0 1 1 1
1-069 二クロム酸ナトリウム 10588-01-9 1 2 1
1-069 重クロム酸カリウム 7778-50-9 1 2 1
1-069 クロム酸鉛 7758-97-6 1 A2 K 3 1
1-069 クロム酸亜鉛 13530-65-9 1 A1 K 1
1-069 クロム酸ストロンチウム 7789-06-2 1 A2 K 2 1
1-069 クロム酸カルシウム 13765-19-0 1 A2 2 1
1-072 p-クロロアニリン 106-47-8 2B 2B 2 2

1-077 クロロエチレン（別名塩化ビ
ニル）

75-01-4 1 1 A1 K/L K 1 1

1-095 クロロホルム 67-66-3 2B 2B A3 L(Hexp)
NL(Lexp)

R 3 2

1-099 五酸化バナジウム 1314-62-1 2B A4 2
1-100 コバルト 7440-48-4 2B A3 2
1-100 コバルト化合物 2B A3 2
1-102 酢酸ビニル 108-05-4 2B 2B A3 2

1-112 四塩化炭素 56-23-5 2B 2B A2 B2 R 3 2

1-113 1,4-ジオキサン 123-91-1 2B 2B A3 B2 R 3 2

1-116 1,2-ジクロロエタン 107-06-2 2B 2B A4 B2 R 2 2
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1-120 3,3'-ジクロロ-4,4'-ジアミノ
ジフェニルメタン
（4,4'-ジアミノ-3,3'-ジクロロ
ジフェニルメタン（別名4,4'-
メチレンビス（2-クロロアニ
リン）））

101-14-4 2A 2A A2 R 2 2

1-131 2,4-ジクロロフェノキシ酢酸
（別名2,4-Ｄ又は2,4-ＰＡ）

94-75-7 2B A4 2

1-137 1,3-ジクロロプロペン（別名
Ｄ-Ｄ）

542-75-6 2B 2B A3 K/L R 2

1-138 3,3'-ジクロロベンジジン
（3,3'-クロロベンジン）

91-94-1 2B 2B A3 B2 R 2 2

1-140 p-ジクロロベンゼン 106-46-7 2B 2B A3 R 3 2

1-145 ジクロロメタン（別名塩化メ
チレン）

75-09-2 2B 2B A3 B2 R 3 2

1-157 ジニトロトルエン 25321-14-6 A3 B2 2 2
1-157 2,4-ジニトロトルエン 121-14-2 2B 2B 2 2
1-157 2,6-ジニトロトルエン 606-20-2 2B 2B 2 2
1-163 2,6-ジメチルアニリン 87-62-7 2B 2B 3 2

1-171 3,3'-ジメチルベンジジン（別
名o-トリジン）

119-93-7 2B 2B A3 R 2 2

1-175 メチル水銀 22967-92-6 2B 2B C 2
1-177 スチレン 100-42-5 2B 2B A4 2

1-178 セレン化硫黄 7446-34-6 B2 R 2
1-179 2,3,7,8-テトラクロロジベン

ゾ-p-ジオキシン
1746-01-6 1 1 K 1

1-181 チオ尿素 62-56-6 3 2B R 3 2

1-199 テトラクロロイソフタロニトリ
ル（別名クロロタロニル又
はＴＰＮ）

1897-45-6 2B 2B 3 2

1-200 テトラクロロエチレン 127-18-4 2A 2B A3 R 3 2

1-203 テトラフルオロエチレン 116-14-3 2B 2B A3 R 2

1-211 トリクロロエチレン 79-01-6 2A 2B A5 R 2 2

1-222 トリブロモメタン（別名ブロ
モホルム）

75-25-2 3 A3 B2 2

1-225 o-トルイジン 95-53-4 2A 2A A3 R 2 2

1-228 2,4-トルエンジアミン　（2,4-
ジアミノトルエン）

95-80-7 2B 2B R 2 2

1-230 鉛 7439-92-1 2B 2B A3 B2 R 2
1-230 鉛化合物 2A 2B A3 B2 2
1-231 ニッケル 7440-02-0 2B 2B A5 R 3 2

1-232 ニッケル化合物（金属を除
く）

1 1 K 1

1-232 硫化ニッケル 16812-54-7 1 1
1-232 亜硫化ニッケル 12035-72-2 A1 A K 1 1
1-232 二酸化ニッケル 12035-36-8 1 1
1-232 酸化ニッケル 1313-99-1 K 1 1
1-232 三酸化二ニッケル 1314-06-3 1 1
1-232 ニッケルカルボニル 13463-39-3 B2 K 3 1
1-233 ニトリロ三酢酸 139-13-9 2B 2B R 2

1-240 ニトロベンゼン 98-95-3 2B 2B A3 D R 3 2

1-252 砒素 7440-38-2 1 1 A1 A K 1
1-252 無機砒素化合物 1 1 A1 K 1
1-252 三酸化砒素 1327-53-3 1 1
1-252 酸化砒素(V) 1303-28-2 1 1
1-252 ヒ酸鉛 7784-40-9 1 1
1-253 ヒドラジン 302-01-2 2B 2B A3 B2 R 2 2
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1-255 4-ビニル-1-シクロヘキセ
ン

100-40-3 2B 2B A3 2

1-260 ピロカテコール（別名カテ
コール）

120-80-9 2B 2B A3 2

1-261 フェニルオキシラン 96-09-3 2A 2A R 2 2

1-268 1,3-ブタジエン 106-99-0 2A 1 A2 CaH K 1 1

1-272 フタル酸ビス（2-エチルヘ
キシル）

117-81-7 3 2B A3 B2 R 2

1-290 1,4,5,6,7,7-ヘキサクロロビ
シクロ[2.2.1]-5-ヘプテン-
2,3-ジカルボン酸（別名クロ
レンド酸）

115-28-6 2B 2B R 2

1-294 ベリリウム 7440-41-7 1 2A A1 K/L(inh)
CBD(orl)

K 2 1

1-294 ベリリウム化合物 1 2A A1 K/L(inh)
CBD(orl)

K 1

1-295 ベンジリジン=トリクロリド 98-07-7 2A** 1 A2 B2 R 2 1

1-296 ベンジリデン=ジクロリド 98-87-3 2A** 2A 3 2

1-297 ベンジル=クロリド（別名塩
化ベンジル）

100-44-7 2A** 2A A3 B2 2 2

1-299 ベンゼン 71-43-2 1 1 A1 K/L K 1 1

1-303 ペンタクロロフェノール 87-86-5 2B* A3 B2 3 2

1-306 ポリ塩化ビフェニル（別名Ｐ
ＣＢ）

1336-36-3 2A 2A B2 R 2

1-310 ホルムアルデヒド 50-00-0 1 2A A2 B1 R 3 1

1-338 メチル-1,3-フェニレン=ジイ
ソシアネート（別名m-トリレ
ンジイソシアネート）

26471-62-5 2B 2B A4 R 3 2

1-338 2,4-トリレンジイソシアネー
ト

584-84-9 2B 2B A4 3 2

1-340 4,4'-メチレンジアニリン 101-77-9 2B 2B A3 R 2 2

1-343 9-メトキシ-7H-フロ[3,2-
g][1]ベンゾピラン-7-オン
（別名メトキサレン）

298-81-7 K 1

1-344 2-メトキシ-5-メチルアニリ 120-71-8 2B 2B R 2 2

1-350 りん酸ジメチル=2,2-ジクロ
ロビニル（別名ジクロルボ
ス又はＤＤＶＰ）

62-73-7 2B 2B A4 B2 2

2-001 アセトアミド 60-35-5 2B 2B 3 2

2-005 4-[(4-アミノフェニル)(4-イ
ミノ-2,5-シクロヘキサジエ
ン-1-イリデン)メチル]-2-メ
チルベンゼンアミン塩酸
塩）

632-99-5 2B 2

2-013 5-エチル-5-フェニル-2,4,6
（1Ｈ,3Ｈ,5Ｈ）-ピリミジントリ
オン

50-06-6 2B 2

2-014 1,2-エポキシブタン 106-88-7 2B 2B 3 2

2-015 4-オキシラニル-1,2-エポ
キシシクロヘキサン

106-87-6 2B 2B A3 R 2

2-027 2,2-ジクロロ-N-[2-ヒドロキ
シ-1-(ヒドロキシメチル)-2-
(4-ニトロフェニル)エチル]
アセトアミド

56-75-7 2A R 2
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2-030 ジナトリウム=4-アミノ-3-
［4'-（2,4-ジアミノフェニルア
ゾ）-1,1'-ビフェニル-4-イ
ルアゾ］-5-ヒドロキシ-6-
フェニルアゾ-2,7-ナフタレ
ンジスルホナート

1937-37-7 2A 2 2

2-031 ジナトリウム=8-(3,3'-ジメチ
ル-4'-{4-[(p-トリル)スルホ
ニルオキシ]フェニルアゾ}-
1,1'-ビフェニル-4-イルア
ゾ)-7-ヒドロキシ-1,3-ナフ
タレンジスルホナート

6459-94-5 2B 2B 2

2-036 2,3-ジヒドロ-6-プロピル-
2-チオキソ-4(1H)-ピリミジ
ノン

51-52-5 2B R 2

2-038 5,5-ジフェニル-2,4-イミダ
ゾリジンジオン

57-41-0 2B R 2

2-043 1,1-ジメチルヒドラジン 57-14-7 2B 2B A3 R 2 2

2-045 チオアセトアミド 62-55-5 2B R 2 2

2-048 テトラナトリウム=3,3'-
[(3,3'-ジメトキシ-4,4'-ビ
フェニリレン)ビス(アゾ)]ビ
ス（5-アミノ-4-ヒドロキシ-
2,7-ナフタレンジスルホ
ナート）

2429-74-5 2B 2B 2

2-052 ナトリウム=3-(N-{4-[(4-{ジ
メチルアミノ}フェニル)(4-{Ｎ
-エチル[（3-スルホナトフェ
ニル)メチル]アミノ}フェニル)
メチレン]-2,5-シクロヘキサ
ジエン-1-イリデン}-N-エチ
ルアンモニオ)ベンゼンスル
ホナート

1694-09-3 2B 2B 3 2

2-053 ナトリウム=1,1'-ビフェニル
-2-オラート

132-27-4 2B 2

2-059 p-(フェニルアゾ)アニリン 60-09-3 2B 2B 2 2

2-063 1,3-プロパンスルトン 1120-71-4 2B 2B A3 R 2 2

2-077 4,4'-メチレンビス(N,N-ジメ
チルアニリン)

101-61-1 3 B2 R 2 2

34 塩化パラフィン（炭素数が
十から十三までのもの及び
その混合物に限る。）

85535-84-8 2B(平均鎖
長C12、平
均塩素化
率60%の場
合)

2B 2

45 ウレタン 51-79-6 2B R 2 2

50 （二Ｓ・四'Ｒ）－七－クロロ
－二'・四・六－トリメトキシ
－四'－メチルスピロ[ベン
ゾ[ｂ]
フラン－二（三Ｈ）・三'－（シ
クロヘキサ－一'－エン）]－
三・六'－ジオン（別名　グリ
セオフルビン）

126-07-8 2B 2

51 クリセン 218-01-9 2B A3 B2 2 2

54 三－クロロ－二－メチル－
一－プロペン

563-47-3 3 2B R 2

70 サフロール 94-59-7 2B R 2 2

76 二・四―ジアミノアニソール 615-05-4 2B 2B 2 2
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77 四・四′―ジアミノジフェニ
ルエーテル

101-80-4 2B 2B R 2 2

91 ジクロロ酢酸 79-43-6 2B A3 L 2

100 二・四―ジクロロフェノール 120-83-2 2B* 2

102 三・三'－ジクロロベンジジ
ン二塩酸塩

612-83-9 2B R 2 2

112 一・二―ジブロモエタン（別
名ＥＤＢ又は二臭化エチレ
ン）

106-93-4 2A 2A A3 L R 2 2

114 二・三－ジブロモ－一－プ
ロパノール

96-13-9 2B 2B R 2 2

115 ジベンゾ［ａ・ｈ］アントラセン 53-70-3 B2 R 2 2

121 ジメチルカルバモイル＝ク
ロリド

79-44-7 2A 2A A2 R 2 2

129 臭素酸カリウム 7758-01-2 2B 2 2

163 二・四・六－トリクロロフェ
ノール

88-06-2 2B* B2 R 3 2

164 一・二・三―トリクロロプロ
パン

96-18-4 2A 2A A3 R 2 2

171 ナフタレン 91-20-3 2B A4 CBD R 3 2

173 オルト―ニトロアニソール 91-23-6 2B 2B R 2 2

178 ニトロメタン 75-52-5 2B 2B A3 R 2

181 パリゴーサイト（別名　アタ
パルジャイト）

12174-11-7 2B 2

194 フェニルヒドラジン 100-63-0 A3 2 2

197 三・三－ビス（四－ヒドロキ
シフェニル）－一・三－ジヒ
ドロイソベンゾフラン－一－
オン（別名　フェノールフタ
レイン）

77-09-8 2B R 2

209 ニ－ターシャリ－ブチル－
四－ヒドロキシアニソール
及び 三－ターシャリ－ブチ
ル－四－ヒドロキシアニ
ソールの混合物

25013-16-5 2B R 2

216 フラン 110-00-9 2B 2B R 2 2

220 ブロモジクロロメタン 75-27-4 2B 2B B2 R 2

223 ヘキサクロロエタン 67-72-1 2B A3 C R 2

237 臭素化ビフェニル（臭素数
が二から五までのもの及び
その混合物に限る。）

59536-65-1 2B 2B R 2

271 一・三―ビス［（二・三―エ
ポキシプロピル）オキシ］ベ
ンゼン

101-90-6 2B 2B R 3 2

備考
IARC
1 ：作用因子はヒト発がん性がある
2A：作用因子は恐らくヒト発がん性がある
2B：作用因子はヒト発がん性の可能性がある
3 ：作用因子はヒト発がん性については分類することができない
4 ：作用因子は恐らくヒト発がん性がない
日本産業衛生学会
1：人間に対して発がん性があると判断できる物質
2：人間に対しておそらく発がん性があると判断できる物質
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発がん性 参考資料-1
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発
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2A： 証拠が比較的十分
2B： 証拠が比較的十分でない
ACGIH
A1 ：確認されたヒト発がん性因子
A2 ：疑わしいヒト発がん性因子
A3 ：確認された動物発がん性因子であるが、ヒトとの関連は不明
A4 ：ヒト発がん性因子として分類できない
A5 ：ヒト発がん性因子として疑えない
NTP
K：ヒト発がん性因子であることが知られている
R： 合理的にヒト発がん性因子であることが予測される
EU
1：ヒト発がん性が知られている物質
2：ヒト発がん性とみなされるべき物質
3：ヒト発がん性の懸念を引き起こす物質
USEPA
2005 年 ガイドライン
CaH：ヒト発がん性である
L：ヒト発がん性である可能性が高い
S：発がん性を示唆する証拠がある
I：発がん性を評価する情報が不十分
NL：ヒト発がん性の可能性が高くない因子
1996年 草案ガイドライン
K/L：ヒト発がん性が知られている/可能性が高い
CBD：ヒト発がん性を決定できない
NL：ヒト発がん性の可能性が高くない
1986年 ガイドライン
A：ヒト発がん性因子
B：恐らくヒト発がん性因子
B1：疫学的研究で限定されたヒト発がん性の証拠がある作用因子
B2：動物での十分な証拠があり、かつ疫学的研究でヒト
での発がん性の不十分な証拠があるか、またはない作用因子
C：ヒト発がん性の可能性がある因子
D：ヒト発がん性に分類できない
E：ヒト発がん性なしという証拠がある

* 作業環境に関する評価

* 作業環境に関する評価

** α-塩素化トルエンと塩化ベンゾイルの混合ばく露に関する評価結果

* 作業環境に関する評価

*ポリクロロフェノール類またはそのナトリウム塩の混合ばく露に関する評価結果

**α-塩素化トルエンと塩化ベンゾイルの混合ばく露に関する評価結果

* 作業環境に関する評価

* ポリクロロフェノール類とそのナトリウム塩の混合ばく露に関する評価結果

* 作業環境に関する評価

+ 作業環境に関する評価

* ポリクロロフェノール類とそのナトリウム塩の混合ばく露に関する評価結果

* 作業環境に関する評価

* 作業環境に関する評価

* ポリクロロフェノール類とそのナトリウム塩の混合ばく露に関する評価結果

* ポリクロロフェノール類とそのナトリウム塩の混合ばく露に関する評価結果
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変異原性 参考資料-2

No CAS　No. 物質名 比活性
値

(rev/m
g)

Ｄ20値

(mg/m
l)

出典 in
vivo

in
vitro

試験法 細胞種・動
物種

代謝活
性

結果 コメント 出典 変異
原性
クラス

備考

1-001 7646-85-7 塩化亜鉛 ○ 染色体異常
試験

マウス骨髄
細胞

陽性 ATSDR(2005
)

1 in vivo試験で陽性

1-002 79-06-1 アクリルアミド ○ 優勢致死試
験

マウス 陽性 CERI有害性
評価書(2007)

1 in vivo試験で陽性

1-004 140-88-5 アクリル酸エチル ○ 小核試験 ラット 陽性 CERI有害性
評価書(2007)

1 in vivo試験で陽性

1-006 96-33-3 アクリル酸メチル ○ 小核試験 マウス 陽性 IARC(1986) 1 in vivo試験で陽性

1-007 107-13-1 アクリロニトリル ○ 不定期DNA
合成試験

ラット肝細胞 陽性 CERI有害性
評価書(2006)

1 in vivo試験で陽性

1-011 75-07-0 アセトアルデヒド ○ 小核試験 マウス 陽性 CERI有害性
評価書(2006)

1 in vivo試験で陽性

1-012 75-05-8 アセトニトリル ○ 小核試験 マウス 陽性 EU-
RAR(2002)

1 in vivo試験で陽性

1-014 90-04-0 o-アニシジン ○ 宿主経由試
験

マウス 陽性 DFGOT(1998
)

1 in vivo試験で陽性

1-015 62-53-3 アニリン ○ 小核試験 マウス骨髄
細胞

陽性 CERI有害性
評価書(2007)

1 in vivo試験で陽性

1-023 106-92-3 1-アリルオキシ-2,3-
エポキシプロパン

○ 小核試験 マウス 陽性 CERI有害性
評価書(2006)

1 in vivo試験で陽性

1-026 1332-21-4 石綿 ○ 染色体異常
試験

ヒトリンパ球 陽性 ATSDR(2001
)

1 in vivo試験で陽性

1-041 151-56-4 エチレンイミン ○ 優勢致死試
験

マウス 陽性 IARC（1999） 1 in vivo試験で陽性

1-042 75-21-8 エチレンオキシド ○ 優勢致死試
験

マウス 陽性 CERI有害性
評価書(2006)

1 in vivo試験で陽性

1-045 109-86-4 エチレングリコールモ
ノメチルエーテル

○ 伴性劣性致
死試験

ショウジョウ
バエ

弱い陽
性

CERI有害性
評価書(2007)

1 in vivo試験で陽性

1-047 60-00-4 エチレンジアミン四酢
酸

○ 染色体異常
試験

マウス骨髄
細胞

陽性 CERI有害性
評価書(2006)

1 in vivo試験で陽性

1-052 62-44-2 4'-エトキシアセトアニ
リド（別名フェナセチ
ン）

○ 小核試験 マウス 陽性 CERIハザー
ドデータ集
(2001)

1 in vivo試験で陽性

1-054 106-89-8 エピクロロヒドリン ○ 染色体異常
試験

マウス骨髄
細胞

陽性 CERI有害性
評価書(2007)

1 in vivo試験で陽性

1-055 556-52-5 2,3-エポキシ-1-プロ
パノール

○ 染色体異常
試験

マウス、ラッ
ト骨髄細胞

陽性 ACGIH
（2001）

1 in vivo試験で陽性

1-056 75-56-9 1,2-エポキシプロパン
（別名酸化プロピレン）

○ 小核試験 マウス骨髄
細胞

陽性 CERI有害性
評価書(2007)

1 in vivo試験で陽性

1



変異原性 参考資料-2

No CAS　No. 物質名 比活性
値

(rev/m
g)

Ｄ20値

(mg/m
l)

出典 in
vivo

in
vitro

試験法 細胞種・動
物種

代謝活
性

結果 コメント 出典 変異
原性
クラス

備考

1-058 111-87-5 1-オクタノール ○ 染色体異常
試験

ラット骨髄細
胞

陽性 CERI有害性
評価書(2007)

1 in vivo試験で陽性

1-060 カドミウム及びその化
合物

○ 染色体異常
試験

ヒト疫学 陽性 IARC(1993) 1 in vivo試験で陽性

1-060 10108-64-2 塩化カドミウム ○ 染色体異
常試験

マウス骨
髄細胞

陽性 IARC(1993) 1 in vivo試験で陽
性

1-061 105-60-2 ε-カプロラクタム ○ マウスス
ポット試験

マウス 陽性 DFGOT
（1992）

1 in vivo試験で陽性

1-065 107-22-2 グリオキサール ○ 染色体異常
試験

ラット 陽性 CERI有害性
評価書(2006)

1 in vivo試験で陽性

1-066 111-30-8 グルタルアルデヒド 821 0.0005
8

安衛法変異
原性試験結
果（2005）

1 定量的データによ
る判定

1-068 7440-47-3 クロム（金属） ○ 染色体異常
試験

ラットの末
梢血リンパ

陽性 IARC(1999) 1 in vivo試験で陽
性

1-069 1333-82-0 クロム酸（無水） ○ 染色体異常
試験

マウス骨髄
細胞

陽性 ATSDR
（2000）

1 in vivo試験で陽
性

1-069 10588-01-9 二クロム酸ナトリウム ○ DNA損傷試
験

ラット 陽性 IARC(1999) 1 in vivo試験で陽性

1-069 7778-50-9 重クロム酸カリウム ○ 優勢致死試
験

マウス 陽性 IARC(1990) 1 in vivo試験で陽性

1-069 7758-97-6 クロム酸鉛 ○ 小核試験 マウス 陽性 RTECS(2005) 1 in vivo試験で陽性

1-069 13765-19-0 クロム酸カルシウム ○ SCE試験 ハムスター
骨髄細胞

陽性 IARC(1990) 1 in vivo試験で陽
性

1-071 95-51-2 o-クロロアニリン ○ 小核試験 マウスNMRI 陽性 CERI有害性
評価書(2004)

1 in vivo試験で陽性

1-072 106-47-8 p-クロロアニリン ○ 小核試験 マウス 陽性 CICAD(2003) 1 in vivo試験で陽性

1-077 75-01-4 クロロエチレン（別名
塩化ビニル）

○ 体細胞染色
体異常試験

ラット 陽性 CERI有害性
評価書(2006)

1 n vivo試験で陽性

1-080 79-11-8 クロロ酢酸 ○ 染色体異常
試験

マウス骨髄
細胞

陽性 CERI有害性
評価書(2006)

1 in vivo試験で陽性

1-083 97-00-7 1-クロロ-2,4-ジニトロ
ベンゼン

34500 安衛法変異
原性試験結
果（2005）

○ 染色体異常
試験

培養細胞 ○× 陽性 CERIハザー
ドデータ集
(2001)

1 比活性値
1000rev/mg以上
で染色体異常試験

1-093 108-90-7 クロロベンゼン ○ 体細胞染色
体異常試験

マウスNMRI 陽性 CERI有害性
評価書(2005)

1 in vivo試験で陽性
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変異原性 参考資料-2

No CAS　No. 物質名 比活性
値

(rev/m
g)

Ｄ20値

(mg/m
l)

出典 in
vivo

in
vitro

試験法 細胞種・動
物種

代謝活
性

結果 コメント 出典 変異
原性
クラス

備考

1-095 67-66-3 クロロホルム ○ 体細胞染色
体異常試験

ラット骨髄細
胞

陽性 CERI有害性
評価書(2004)

1 in vivo試験で陽性

1-096 74-87-3 クロロメタン（別名塩化
メチル）

○ 優勢致死試
験

ラット 陽性 IARC(1999) 1 in vivo試験で陽性

1-099 1314-62-1 五酸化バナジウム ○ 優勢致死試
験

マウス 陽性 CICAD(2001) 1 in vivo試験で陽性

1-102 108-05-4 酢酸ビニル ○ 体細胞小核
試験

マウス 陽性 CERI有害性
評価書(2005)

1 in vivo試験で陽性

1-110 28249-77-6 Ｎ,Ｎ-ジエチルチオカ
ルバミン酸Ｓ-4-クロロ
ベンジル（別名チオベ
ンカルブ又はベンチオ
カーブ）

○ 小核試験 マウス 陽性 GHS３省分類
の情報源

1 in vivo試験で陽性

1-113 123-91-1 1,4-ジオキサン ○ 体細胞小核
試験

マウス骨髄
細胞

陽性 BUA(1991) 1 in vivo試験で陽性

1-114 108-91-8 シクロヘキシルアミン ○ 優勢致死試
験

マウス 陽性 CERIハザー
ドデータ集
(2002）

1 in vivo試験で陽性

1-116 107-06-2 1,2-ジクロロエタン ○ SCE試験 マウス 陽性 CERI有害性
評価書(2004)

1 in vivo試験で陽性

1-117 75-35-4 1,1-ジクロロエチレン ○ 宿主経由試
験

マウス 陽性 ATSDR(1994
)

1 in vivo試験で陽性

1-118 156-59-2 cis-1,2-ジクロロエチレ
ン

○ 体細胞染色
体異常試験

マウス骨髄
細胞

陽性 CERI有害性
評価書(2007)

1 in vivo試験で陽性

1-120 101-14-4 3,3'-ジクロロ-4,4'-ジ
アミノジフェニルメタン

○ 体細胞小核
試験

マウス骨髄
細胞

陽性 CERI有害性
評価書(2006)

1 in vivo試験で陽性

1-128 89-61-2 1,4-ジクロロ-2-ニトロ
ベンゼン

2670 0.46 安衛法変異
原性試験結
果（2005）

1 定量的データによ
る判定

1-137 542-75-6 1,3-ジクロロプロペン
（別名Ｄ-Ｄ）

○ DNA損傷試
験

ラット 陽性 ATSDR
（2006）

1 in vivo試験で陽性

1-138 91-94-1 3,3'-ジクロロベンジジ
ン　（3,3'-クロロベンジ
ン）

○ 体細胞染色
体異常試験

マウス骨髄
細胞

陽性 CICAD(1998) 1 in vivo試験で陽性

1-139 95-50-1 o-ジクロロベンゼン ○ 体細胞染色
体異常試験

ヒト 陽性 CERI有害性
評価書(2004)

1 in vivo試験で陽性
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変異原性 参考資料-2

No CAS　No. 物質名 比活性
値

(rev/m
g)

Ｄ20値

(mg/m
l)

出典 in
vivo

in
vitro

試験法 細胞種・動
物種

代謝活
性

結果 コメント 出典 変異
原性
クラス

備考

1-139 541-73-1 m-ジクロロベンゼン ○ 小核試験 マウス、骨
髄赤芽球

陽性 LD50の
15%、24時間
後にLD50の

EHC(1991) 1 in vivo試験で陽性
群(1-139-、1-140
ジクロロベンゼン）

1-140 106-46-7 p-ジクロロベンゼン ○ 体細胞小核
試験

ラット腎臓 陽性 EU-
RAR(2004)

1 in vivo試験で陽性

1-145 75-09-2 ジクロロメタン ○ 体細胞染色
体異常試験

マウス骨髄
細胞

陽性 CERI有害性
評価書(2006)

1 in vivo試験で陽性

1-157 121-14-2 2,4-ジニトロトルエン ○ UDS試験 ラット肝細胞 陽性 CERI有害性
評価書(2004)

1 in vivo試験で陽性

1-157 606-20-2 2,6-ジニトロトルエン ○ UDS試験 ラット肝細胞 陽性 CERI有害性
評価書

1 in vivo試験で陽性

1-158 51-28-5 2,4-ジニトロフェノール ○ 体細胞染色
体異常試験

マウス骨髄
細胞

陽性 ATSDR(1995
)

1 in vivo試験で陽性

1-165 62850-32-2 Ｎ,Ｎ-ジメチルチオカル
バミン酸Ｓ-4-フェノキ
シブチル（別名フェノチ
オカルブ）

○ 体細胞小核
試験

マウス 陽性 GHS３省分類
の情報源

1 in vivo試験で陽性

1-171 119-93-7 3,3'-ジメチルベンジジ
ン（別名o-トリジン）

○ 体細胞小核
試験

ラット骨髄細
胞

陽性 BUA(1988) 1 in vivo試験で陽性

1-172 68-12-2 N,N-ジメチルホルムア
ミド

○ 体細胞染色
体異常試験

ラット 陽性 CERI有害性
評価書(2006)

1 in vivo試験で陽性

1-175 7487-94-7 塩化水銀（Ⅱ） ○ 染色体異
常試験

マウス骨
髄細胞

陽性 ATSDR(199
9)

1 in vivo試験で陽
性

1-175 7439-97-6 水銀 ○ 優勢致死
試験

マウス 陽性 ATSDR(199
9)

1 in vivo試験で陽
性

1-177 100-42-5 スチレン ○ 体細胞小核
試験

マウス 陽性 CERI有害性
評価書(2006)

1 in vivo試験で陽性

1-179 1746-01-6 2,3,7,8-テトラクロロジ
ベンゾ-p-ジオキシン

○ DNA損傷試
験

ラット、肝臓 陽性 ATSDR(1998
)

1 in vivo試験で陽性

1-181 62-56-6 チオ尿素 ○ 体細胞突然
変異試験

ショウジョウ
バエ

陽性 CERI有害性
評価書(2006)

1 in vivo試験で陽性

1-197 1163-19-5 デカブロモジフェニル
エーテル

○ 体細胞小核
試験

ラット 陽性 NITE初期リス
ク評価書
(2005)

1 in vivo試験で陽性

1-204 137-26-8 テトラメチルチウラムジ
スルフィド（別名チウラ
ム又はチラム）

○ 生殖細胞に
よる染色体
異常試験

マウス精原
細胞

陽性 IARC(1991) 1 in vivo試験で陽性
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変異原性 参考資料-2

No CAS　No. 物質名 比活性
値

(rev/m
g)

Ｄ20値

(mg/m
l)

出典 in
vivo

in
vitro

試験法 細胞種・動
物種

代謝活
性

結果 コメント 出典 変異
原性
クラス

備考

1-206 120-61-6 テレフタル酸ジメチル ○ 体細胞小核
試験

マウス 陽性 CERIハザー
ドデータ集
(1999）

1 in vivo試験で陽性

1-207 7758-99-8 硫酸銅・５水和物 ○ 小核試験 マウス骨髄
細胞

陽性 ATSDR(2004
)

1 in vivo試験で陽性

1-207 7758-98-7 硫酸銅（無水） ○ 小核試験 マウス骨髄
細胞

陽性 EHC(1998) 1 in vivo試験で陽性

1-210 79-00-5 1,1,2-トリクロロエタン ○ 複製DNA合
成試験

マウス 陽性 CERI有害性
評価書(2006)

1 in vivo試験で陽性

1-211 79-01-6 トリクロロエチレン ○ 体細胞小核
試験

マウス 陽性 ATSDR(1997
)

1 in vivo試験で陽性

1-218 2451-62-9 1,3,5-トリス(2,3-エポ
キシプロピル)-1,3,5-ト
リアジン-2,4,6(1Ｈ,3
Ｈ,5Ｈ)-トリオン

○ 生殖細胞染
色体異常試
験

マウス精祖
細胞

陽性 CICAD(1998) 1 in vivo試験で陽性

1-222 75-25-2 トリブロモメタン（別名
ブロモホルム）

○ 体細胞小核
試験

マウス骨髄
細胞

陽性 CERI有害性
評価書(2007)

1 in vivo試験で陽性

1-225 95-53-4 o-トルイジン ○ 姉妹染色分
体交換試験

マウス 陽性 CERI有害性
評価書(2004)

1 in vivo試験で陽性

1-226 106-49-0 p-トルイジン ○ 体細胞DNA
損傷試験

マウス 陽性 CERI有害性
評価書(2006)

1 in vivo試験で陽性

1-227 108-88-3 トルエン ○ 体細胞小核
試験

マウス骨髄
細胞

陽性 IARC（1999） 1 in vivo試験で陽性

1-228 95-80-7 2,4-トルエンジアミン 633 0.013 安衛法変異
原性試験結
果（2005）

1 定量的データによ
る判定

1-228 823-40-5 2,6-ジアミノトルエン ○ UDS試験及
びDNA障害
（単鎖切断）
試験

ラット、肝臓 陽性
(瀕死
の用量
での
み)、別
にマウ
スの腹
腔内投
与で陽
性の結
果あり

1,000 mg/kg
X 2回

BUA(1995) 1 in vivo試験で陽性
群（トルエンジアミ
ン）

1-230 10099-74-8 硝酸鉛 ○ SCE試験 マウス骨
髄細胞

陽性 DFGOT(200
2)

1 in vivo試験で陽
性
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変異原性 参考資料-2

No CAS　No. 物質名 比活性
値

(rev/m
g)

Ｄ20値

(mg/m
l)

出典 in
vivo

in
vitro

試験法 細胞種・動
物種

代謝活
性

結果 コメント 出典 変異
原性
クラス

備考

1-232 7786-81-4 硫酸ニッケル ○ 伴性劣性
致死試験

ショウジョ
ウバエ

陽性 CERI有害性
評価書

1 in vivo試験で陽
性

1-232 7718-54-9 塩化ニッケル ○ 染色体異
常試験

マウス骨
髄細胞

陽性 CERI有害性
評価書

1 in vivo試験で陽
性

1-232 13463-39-3 ニッケルカルボニル ○ DNA結合試
験

ハムスター
肝・腎臓

陽性 EHC(1991) 1 in vivo試験で陽性

1-233 139-13-9 ニトリロ三酢酸 ○ 生殖細胞染
色体異常試

マウス精原
細胞

陽性 IARC(1999) 1 in vivo試験で陽性

1-237 100-00-5 p-ニトロクロロベンゼ
ン　（p-クロロニトロベ

○ 体細胞小核
試験

マウス 陽性 CERI有害性
評価書(2006)

1 in vivo試験で陽性

1-241 75-15-0 二硫化炭素 ○ 体細胞染色
体異常試験

ラット 陽性 CERI有害性
評価書(2006)

1 in vivo試験で陽性

1-249 137-30-4 ビス（Ｎ,Ｎ-ジメチルジ
チオカルバミン酸）亜
鉛（別名ジラム）

○ 体細胞小核
試験

マウス骨髄
細胞

陽性 IARC（1991） 1 in vivo試験で陽性

1-252 1327-53-3 三酸化砒素 ○ 染色体異常
試験

マウス骨髄
細胞

陽性 ATSDR(2005
)

1 in vivo試験で陽性

1-253 302-01-2 ヒドラジン ○ 遺伝子突然
変異

ショウジョウ
バエ

陽性 CERI有害性
評価書

1 in vivo試験で陽性

1-254 123-31-9 ヒドロキノン ○ 小核試験 マウス骨髄
細胞

陽性 CERI有害性
評価書(2007)

1 in vivo試験で陽性

1-256 100-69-6 2-ビニルピリジン 1020 0.006 基安化発第
0827009号
（2004）

1 定量的データによ
る判定

1-260 120-80-9 ピロカテコール（別名
カテコール）

○ 体細胞小核
試験

マウス 陽性 CERI有害性
評価書(2008)

1 in vivo試験で陽性

1-261  96-09-3 フェニルオキシラン 3510 0.012 安衛法変異
原性試験結
果（2005）

1 定量的データによ
る判定

1-262 95-54-5 o -フェニレンジアミン 3520 0.0016 安衛法変異
原性試験結
果（2005）

1 定量的データによ
る判定

1-263 106-50-3 p-フェニレンジアミン 89.6 0.0012 安衛法変異
原性試験結
果（2005）

○ 復帰突然変
異試験

バクテリア ○× 陽性 IARC(1978) 1 D20値が0.01ｍｇ/
ｍｌ以下、復帰突然
変異試験で陽性

1-265 156-43-4 p-フェネチジン ○ 体細胞小核
試験

マウス 陽性 SIDS(1990) 1 in vivo試験で陽性

1-266 108-95-2 フェノール ○ 生殖細胞染
色体異常試

マウス精
原、精母細

陽性 CERI有害性
評価書(2006)

1 in vivo試験で陽性
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変異原性 参考資料-2

No CAS　No. 物質名 比活性
値

(rev/m
g)

Ｄ20値

(mg/m
l)

出典 in
vivo

in
vitro

試験法 細胞種・動
物種

代謝活
性

結果 コメント 出典 変異
原性
クラス

備考

1-268 106-99-0 1,3-ブタジエン ○ 優勢致死試
験

マウス 陽性 EU-
RAR(2002)

1 in vivo試験で陽性

1-273 85-68-7 フタル酸n-ブチル=ベ
ンジル

○ 生殖細胞染
色体異常試

マウス 陽性 CERI有害性
評価書(2006)

1 in vivo試験で陽性

1-276 17804-35-2 Ｎ-［1-(Ｎ-n-ブチルカ
ルバモイル)-1Ｈ-2-ベ
ンゾイミダゾリル］カル
バミン酸メチル(別名ベ
ノミル)

○ 小核試験 マウス骨髄
細胞

陽性 EHC（1993） 1 in vivo試験で陽性

1-283 7664-39-3 フッ化水素  （フッ化水
素酸）

○ 染色体異常
試験

ラット 陽性 EU-
RAR(2001)

1 in vivo試験で陽
性

1-288 74-83-9 ブロモメタン ○ 体細胞小核
試験

ラット／マウ
ス骨髄細胞

陽性 CERIハザー
ドデータ集
(2001)

1 in vivo試験で陽性

1-295 98-07-7 ベンジリジン=トリクロリ
ド

○ 体細胞小核
試験

マウス骨髄
細胞

陽性 BUA（1991） 1 in vivo試験で陽性

1-297 100-44-7 ベンジル=クロリド（別
名塩化ベンジル）

942 0.040 安衛法変異
原性試験結
果（2005）

1 定量的データによ
る判定

1-299 71-43-2 ベンゼン ○ 小核試験 マウス骨髄
細胞

陽性 CERI有害性
評価書(2006)

1 in vivo試験で陽性

1-310 50-00-0 ホルムアルデヒド ○ 体細胞小核
試験

ラット 陽性 CERI有害性
評価書(2006)

1 in vivo試験で陽性

1-316 106-91-2 メタクリル酸2,3-エポ
キシプロピル

○ 体細胞小核
試験

ラット 陽性 厚労省報告
(2007)

1 in vivo試験で陽性

1-326 114-26-1 Ｎ-メチルカルバミン酸
2-イソプロポキシフェ
ニル（別名プロポキス
ル又はＰＨＣ）

○ 優勢致死試
験

マウス 陽性 RTECS(2005) 1 in vivo試験で陽性

1-327 1563-66-2 Ｎ-メチルカルバミン酸
2,3-ジヒドロ-2,2-ジメ
チル-7-ベンゾ［ｂ］フラ
ニル（別名カルボフラ
ン）

○ 体細胞小核
試験

マウス赤血
球

陽性 ACGIH(2001) 1 in vivo試験で陽性

1-335 98-83-9 α-メチルスチレン ○ 体細胞小核
試験

マウス 陽性 NTP
DB(2006)

1 in vivo試験で陽性

1-338 26471-62-5 メチル-1,3-フェニレン=
ジイソシアネート

○ 伴性劣性致
死試験

ショウジョウ
バエ

陽性 CERI有害性
評価書(2006)

1 in vivo試験で陽性
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変異原性 参考資料-2

No CAS　No. 物質名 比活性
値

(rev/m
g)

Ｄ20値

(mg/m
l)

出典 in
vivo

in
vitro

試験法 細胞種・動
物種

代謝活
性

結果 コメント 出典 変異
原性
クラス

備考

1-338 584-84-9 2,4-トリレンジイソシア
ネート

○ 小核試験 ラット骨髄細
胞

陽性 RTECS(2005) 1 in vivo試験で陽性

1-340 101-77-9 4,4'-メチレンジアニリ
ン

○ SCE試験 マウス骨髄
細胞

陽性 ATSDR
（1998）

1 in vivo試験で陽性

1-343 298-81-7 9-メトキシ-7H-フロ
[3,2-g][1]ベンゾピラン
-7-オン（別名メトキサ
レン）

○ SCE試験 チャイニー
ズハムス
ター頬嚢細
胞

陽性 CERIハザー
ドデータ集
(2002)

1 in vivo試験で陽性

1-344 120-71-8 2-メトキシ-5-メチルア
ニリン

1040 0.20 安衛法変異
原性試験結
果（2005）

1 定量的データによ
る判定

1-346 モリブデン及びその化
合物

○ 染色体異常
試験

ラット 陽性 CERIハザー
ドデータ集
(2002)

1 in vivo試験で陽
性

1-351 6923-22-4 りん酸ジメチル=（Ｅ）-
1-メチル-2-(Ｎ-メチル
カルバモイル)ビニル
（別名モノクロトホス）

○ 体細胞染色
体異常試験

ラット骨髄細
胞

陽性 ACGIH(2002) 1 in vivo試験で陽性

1-352 115-96-8 りん酸トリス(2-クロロ
エチル)

○ 優勢致死試
験

マウス 陽性 IARC(1990) 1 in vivo試験で陽性

2-003 17420-30-3 2-アミノ-5-ニトロベン
ゾニトリル

88700 0.15 安衛法変異
原性試験結
果（2005）

1 定量的データによ
る判定

2-007 6375-47-9 3'-アミノ-4'-メトキシア
セトアニリド

1060 0.073 安衛法変異
原性試験結
果（2005）

1 定量的データによ
り判定

2-013 50-06-6 5-エチル-5-フェニル-
2,4,6（1Ｈ,3Ｈ,5Ｈ）-ピリ
ミジントリオン

○ 生殖細胞染
色体異常試
験

マウス精原
細胞

陽性 IARC(2001) 1 in vivo試験で陽性

2-027 56-75-7 2,2-ジクロロ-N-[2-ヒ
ドロキシ-1-(ヒドロキシ
メチル)-2-(4-ニトロ
フェニル)エチル]アセト
アミド

○ 生殖細胞染
色体異常試
験

マウス 陽性 IARC(1990) 1 in vivo試験で陽性

2-034 534-52-1 4,6-ジニトロ-o-クレ
ゾール

○ 優勢致死試
験

ラット 陽性 EHC(2000) 1 in vivo試験で陽性

2-037 1321-74-0 ジビニルベンゼン ○ SCE試験 マウス 陽性 PATTY
（2001）

1 in vivo試験で陽性
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変異原性 参考資料-2

No CAS　No. 物質名 比活性
値

(rev/m
g)

Ｄ20値

(mg/m
l)

出典 in
vivo

in
vitro

試験法 細胞種・動
物種

代謝活
性

結果 コメント 出典 変異
原性
クラス

備考

2-038 57-41-0 5,5-ジフェニル-2,4-イ
ミダゾリジンジオン

○ 優勢致死試
験

マウス 陽性 IARC（1996） 1 in vivo試験で陽性

2-039 110-52-1 1,4-ジブロモブタン 1640 0.075 安衛法変異
原性試験結
果（2005）

1 定量的データによ
る判定

2-040 109-64-8 1,3-ジブロモプロパン 1430 0.20 安衛法変異
原性試験結
果（2005）

1 定量的データによ
る判定

2-043 57-14-7 1,1-ジメチルヒドラジン ○ 生殖細胞で
の小核試験

マウス精子
細胞

陽性 IARC(1999) 1 in vivo試験で陽性

2-045 62-55-5 チオアセトアミド ○ 体細胞小核
試験

マウス 陽性 RTECS(2006) 1 in vivo試験で陽性

2-047 79-34-5 1,1,2,2-テトラクロロエ
タン

○ 体細胞小核
試験

マウス末梢
血

陽性 NTP(2004) 1 in vivo試験で陽性

2-048 2429-74-5 テトラナトリウム=3,3'-
[(3,3'-ジメトキシ-4,4'-
ビフェニリレン)ビス(ア
ゾ)]ビス（5-アミノ-4-ヒ
ドロキシ-2,7-ナフタレ
ンジスルホナート）

○ 体細胞DNA
損傷試験

マウス 陽性 RTECS(2006) 1 in vivo試験で陽性

2-055 99-09-2 m-ニトロアニリン ○ 体細胞小核
試験

マウス骨髄
細胞

陽性 厚労省報告
(2007)

1 in vivo試験で陽性

2-056 3618-72-2 5'-[N,N-ビス(2-アセチ
ルオキシエチル)アミ
ノ]-2'-(2-ブロモ-4,6-
ジニトロフェニルアゾ)-
4'-メトキシアセトアニリ
ド

350000 0.016 安衛法変異
原性試験結
果（2005）

1 定量的データによ
る判定

2-057 92-52-4 ビフェニル ○ コメットアッ
セイ

マウス骨髄
細胞

陽性 HSDB（2008） 1 in vivo試験で陽性

2-059 60-09-3 p-(フェニルアゾ)アニリ
ン

○ 体細胞小核
試験

マウス赤血
球

陽性 BUA(1998) 1 in vivo試験で陽性

2-062 75-91-2 tert-ブチル=ヒドロペ
ルオキシド

○ 体細胞染色
体異常試験

骨髄細胞 陽性 SIDS(1997) 1 in vivo試験で陽性

2-063 1120-71-4 1,3-プロパンスルトン ○ DNA損傷試
験

ラット脳細胞 陽性 IARC(1999) 1 in vivo試験で陽性

2-068 106-95-6 3-ブロモ-1-プロペン 610 0.04 安衛法変異
原性試験結
果（2005）

1 定量的データによ
る判定
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変異原性 参考資料-2

No CAS　No. 物質名 比活性
値

(rev/m
g)

Ｄ20値

(mg/m
l)

出典 in
vivo

in
vitro

試験法 細胞種・動
物種

代謝活
性

結果 コメント 出典 変異
原性
クラス

備考

2-069 57-09-0 ヘキサデシルトリメチ
ルアンモニウム=ブロミ
ド

○ 体細胞染色
体異常試験

マウス骨髄
細胞

陽性 CERI有害性
評価書(2005)

1 in vivo試験で陽性

2-074 60-34-4 メチルヒドラジン 732 0.034 安衛法変異
原性試験結
果（2005）

1 定量的データによ
る判定

1 7758-19-2 亜塩素酸ナトリウム ○ 体細胞小核
試験

マウス 陽性 IRIS（2000） in vivoで陽性
データ
環境中で速やか
に分解するため
除外15 84-65-1 アントラキノン ○ DNA 損傷試

験
マウス 陽性 腹腔内単回

投与 250
IUCLID
（2000）

1 in vivo試験で陽性

18 78-84-2 イソブチルアルデヒド ○ 染色体異常
試験

マウス、骨
髄

陽性 500-2000
mg/kg

SIDS(1996） 1 in vivo試験で陽性

27 82558-50-7 Ｎ－[三－（一－エチル
－一－メチルプロピ
ル）－一・二－オキサ
ゾール－五－イル]－
二・六－ジメトキシベン
ズアミド（別名　イソキ
サベン）

○ 小核試験 マウス 陽性 800, 2000 or
5000 mg/kg

IRIS(1993) 1 in vivo試験で陽性

33 7705-08-0 塩化第二鉄 ○ 細胞遺伝学
試験

マウス 陽性 IUCLID(2000) 1 in vivo試験で陽性

36 7699-43-6 二塩化酸化ジルコニ
ウム

○ 染色体異常
試験

マウス骨髄
細胞

陽性 PATTY(2001) 1 in vivo試験で陽性

45 51-79-6 ウレタン ○ 小核試験 ラット、マウ
ス骨髄細胞

陽性 RTECS(2004) 1 in vivo試験で陽性

46 91-22-5 キノリン ○ 体細胞小核
試験

マウス骨髄
細胞

陽性 IRIS(2001) 1 in vivo試験で陽性

51 218-01-9 クリセン ○ SCE試験 チャイニー
ズハムス
ター、骨髄

陽性 EHC(1998) 1 in vivo試験で陽性
付随的生成物

52 4170-30-3 二―ブテナール ○ 生殖細胞変
異原性試験

マウス精原
細胞

陽性 IARC(1995) 1 in vivo試験で陽性

54 563-47-3 三－クロロ－二－メチ
ル－一－プロペン

296 0.059 安衛法変異
原性試験結
果（2005）

1 定量的データによ
る判定
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変異原性 参考資料-2

No CAS　No. 物質名 比活性
値

(rev/m
g)

Ｄ20値

(mg/m
l)

出典 in
vivo

in
vitro

試験法 細胞種・動
物種

代謝活
性

結果 コメント 出典 変異
原性
クラス

備考

59 107-20-0 クロロアセトアルデヒド 5E-04 安衛法変異
原性試験結
果（2005）

○ 復帰突然変
異試験

細菌 ○× 陽性 DFGOT(1999
)

1 比活性0.01ｍｇ/ｍｌ
以下、復帰突然変
異試験陽性

72 420-04-2 シアナミド ○ 小核試験 ラット 陽性 GHS３省分類
の情報源

1 in vivo試験で陽性

76 615-05-4 二・四―ジアミノアニ
ソール

○ SCE試験 マウス骨髄
細胞

陽性 IARC（2001） 1 in vivo試験で陽性

77 101-80-4 四・四′―ジアミノジ
フェニルエーテル

10700 0.030 安衛法変異
原性試験結
果（2005）

1 定量的データによ
る判定

82 646-06-0 一・三―ジオキソラン ○ 体細胞小核
試験

マウス骨髄
細胞

陽性 ACGIH(2002) 1 in vivo試験で陽性

91 79-43-6 ジクロロ酢酸 ○ 体細胞小核
試験

マウス末梢
血

陽性 IARC(2004) 1 in vivo試験で陽性

95 611-06-3 2,4-ジクロロ-1-ニトロ
ベンゼン

4810 0.076 安衛法変異
原性試験結
果（2005）

1 定量的データによ
る判定

95 99-54-7 1,2-ジクロロ-4-ニトロ
ベンゼン

○ 突然変異
(SLRL)試験

昆虫(ショウ
ジョウバエ)

陽性 0.2 - 0.3 µl
of a 200

SIDS(2003) 1 in vivo試験で陽性

108 602-38-0 1,8-ジニトロナフタレン 21900 0.029 安衛法変異
原性試験結
果（2005）

1 定量的データによ
る判定

108 605-71-0 1,5-ジニトロナフタレン ○ 突然変異試
験

昆虫(ショウ
ジョウバエ)

陽性 0, 1, 10, 20,
50 or 100

EHC(2003) 1 in vivo試験で陽性

112 106-93-4 一・二―ジブロモエタ
ン（別名ＥＤＢ又は二
臭化エチレン）

○ 生殖細胞で
のDNA損傷
試験

ラット精巣細
胞

陽性 EHC(1996) 1 in vivo試験で陽性

113 124-48-1 ジブロモクロロメタン ○ SCE試験 マウス骨髄
細胞

陽性 ATSDR
（2005)

1 in vivo試験で陽性

115 53-70-3 ジベンゾ［ａ・ｈ］アントラ
セン

○ 小核試験 ラット骨髄細
胞、脾臓細
胞

陽性 不明 EHC(1998) 1 in vivo試験で陽性
付随的生成物

121 79-44-7 ジメチルカルバモイル
＝クロリド

○ 体細胞小核
試験

マウス骨髄
細胞

陽性 IARC(1999) 1 in vivo試験で陽性

130 7631-99-4 硝酸ナトリウム ○ 小核試験 マウス骨髄
細胞

陽性 IUCLID
（2000)

1 in vivo試験で陽性
環境中で速やかに
分解するため除外
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変異原性 参考資料-2

No CAS　No. 物質名 比活性
値

(rev/m
g)

Ｄ20値

(mg/m
l)

出典 in
vivo

in
vitro

試験法 細胞種・動
物種

代謝活
性

結果 コメント 出典 変異
原性
クラス

備考

126 91-97-4 三・三'－ジメチルビ
フェニル－四・四'－ジ
イル=ジイソシアネート

13900 0.79 安衛法変異
原性試験結
果（2005）

1 定量的データによ
る判定

144 118-75-2 二・三・五・六－テトラ
クロロ－一・四－ベン
ゾキノン

1120 0.017 安衛法変異
原性試験結
果（2005）

1 定量的データによ
る判定

148 110-91-8 モルホリン ○ 染色体異常
試験

ラット骨髄細
胞

陽性 EHC(1996) 1 in vivo試験で陽性

163 88-06-2 二・四・六－トリクロロ
フェノール

○ マウスス
ポット試験

陽性 (a
weak

50 or 100
mg/kg

EHC(1989) 1 in vivo試験で陽性

173 91-23-6 オルト―ニトロアニ
ソール

○ 復帰突然変
異試験

細菌 ○× 陽性 DFGOT(1993
)

1 複数のin vitro試験
で陽性

173 91-23-6 オルト―ニトロアニ
ソール

○ 染色体異常
試験

培養細胞 ○× 陽性 DFGOT(1993
)

173 91-23-6 オルト―ニトロアニ
ソール

○ マウスリン
フォーマ

陽性 DFGOT(1993
)

174 88-74-4 オルト－ニトロアニリン ○ 小核試験 マウス 陽性 738 mg/kg 評価シート
(1999)

1 in vivo試験で陽性

182 112-24-3 トリエチレンテトラミン ○ 復帰突然変
異試験

細菌 有/無 陽性 30-5000
ug/plate

BUA(1992)/
CERIハザー
ドデータ集
(1999)

1 複数のin vitro試験
[Ames、染色体異
常試験、SCE試
験、UDS試験]で陽

182 112-24-3 トリエチレンテトラミン ○ 染色体異常
試験

CHO細胞 有/無 陽性 0.025-0.8％ BUA(1992)/
CERIハザー
ドデータ集
(1999)

182 112-24-3 トリエチレンテトラミン ○ SCE試験 CHO細胞 有/無 陽性 0.0125-
0.4％

BUA(1992)/
CERIハザー
ドデータ集
(1999)

182 112-24-3 トリエチレンテトラミン ○ UDS試験 ラット肝細胞 陽性 0.01-1％ BUA(1992)/
CERIハザー
ドデータ集
(1999)

186 818-61-1 アクリル酸二―ヒドロ
キシエチル

113 0.0082 安衛法変異
原性試験結
果（2005）

1 定量的データによ
る判定
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変異原性 参考資料-2

No CAS　No. 物質名 比活性
値

(rev/m
g)

Ｄ20値

(mg/m
l)

出典 in
vivo

in
vitro

試験法 細胞種・動
物種

代謝活
性

結果 コメント 出典 変異
原性
クラス

備考

188 90-43-7 二－フェニルフェノー
ル

○ DNA結合試
験

ラット膀胱細
胞

陽性 IARC(1999) 1 in vivo試験で陽性

194 100-63-0 フェニルヒドラジン ○ 染色体異常
試験

マウス骨髄
細胞

陽性 CICAD(2000) 1 in vivo試験で陽性

195 941-69-5 Ｎ－フェニルマレイミド 4635 0.005 厚労省報告
(2007)

○ 復帰突然変
異試験

細菌 無 陽性 2.62～10.0
μ

厚労省報告
(2007)

1 定量的データによ
る判定

203 131-17-9 フタル酸ジアリル ○ 染色体異常
試験

マウス、骨
髄細胞

陽性
(最高

75-300
mg/kg

SIDS(2004) 1 in vivo試験で陽性

210 2426-08-6 ノルマル―ブチル―
二・三―エポキシプロ
ピルエーテル

○ 体細胞小核
試験

マウス赤血
球

陽性 DFGOT(1992
)

1 in vivo試験で陽性

217 206-44-0 フルオランテン ○ 復帰突然変
異試験

細菌 有 陽性 EHC(1998) 1 複数のin vitro試験
で陽性　[Ames、
DNA損傷試験、遺
伝子突然変異試
験、SCE試験]、定
量的データは無い
が、多種類の試験
で陽性なためクラ
ス１と判定
付随的生成物

217 206-44-0 フルオランテン ○ DNA損傷試
験

細菌 有/無 陽性 EHC(1998)

217 206-44-0 フルオランテン ○ 遺伝子突然
変異試験
(HGPRT)

ヒトリンパ芽
球様細胞

有 陽性 EHC(1998)

217 206-44-0 フルオランテン ○ 遺伝子突然
変異試験
(TK)

ヒトリンパ芽
球細胞

有 陽性 EHC(1998)

217 206-44-0 フルオランテン ○ SCE試験 CHO細胞 有/無 陽性 EHC(1998)

220 75-27-4 ブロモジクロロメタン ○ SCE試験 マウス骨髄
細胞

陽性 ATSDR
（1989)

1 in vivo試験で陽性

241 3268-49-3 三－（メチルチオ）プロ
ピオンアルデヒド

○ 小核試験 マウス、骨
髄赤芽球

陽性 37.4, 88.5,
155.6 ppm

SIDS(2003) 1 in vivo試験で陽性

250 10605-21-7 メチル＝ベンゾイミダ
ゾール－二－イルカル
バマート

○ マウスス
ポット試験

マウス 陽性 EHC(1986) 1 in vivo試験で陽性
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変異原性 参考資料-2

No CAS　No. 物質名 比活性
値

(rev/m
g)

Ｄ20値

(mg/m
l)

出典 in
vivo

in
vitro

試験法 細胞種・動
物種

代謝活
性

結果 コメント 出典 変異
原性
クラス

備考

258 74-89-5 メチルアミン ○ 優性致死試
験

ラット 陽性 IUCLID(2000) 1 in vivo試験で陽性

263 10034-93-2 硫酸ヒドラジン ○ 小核試験 マウス 陽性
(doubtf

80% of LD50 BUA(1996) 1 in vivo試験で陽性

271 101-90-6 一・三―ビス［（二・三
―エポキシプロピル）
オキシ］ベンゼン

○ 染色体異常
試験

マウス骨髄
細胞

陽性 NTP
DB(1986)

1 in vivo試験で陽性
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 経口慢性毒性 参考資料-3

No CAS　No. 物質名 動物種 投与期
間

単位
１

エンドポイ
ント

毒性値 単位２ コメント 出典 NOAEL
クラス

LOAEL
クラス

経口クラ
ス

1-002 79-06-1 アクリルアミド ラット 2 年 NOAEL 0.5 mg/kg/day 頸骨神経の損傷 CERI有害
性評価書
（2006）

3 3

1-007 107-13-1 アクリロニトリル ラット 2 年 NOAEL 0.25 mg/kg/day アルカリフォスフォターゼ活性の上昇 CERI有害
性評価書
（2005）

3 3

1-008 107-02-8 アクロレイン ラット 102 週 LOEL 0.05 mg/kg/day 血清中のクレアチニンフォスフォキナーゼの
減少

CICAD
(2002)

1 1

1-015 62-53-3 アニリン ラット 104 週 LOAEL 7 mg/kg/day 脾臓のヘモジデリン沈着、髄外造血亢進 CERI有害
性評価書
（2006）

3 3

1-019 61-82-5 3-アミノ-1H-1,2,4-トリア
ゾール（別名アミトロール）

ラット 2 年 NOAEL 0.57 mg/kg/day 甲状腺肥大、結晶化、 EHC
（1994）

3 3

1-025 7440-36-0 アンチモン ラット 不明 LOAEL 0.35 mg/kg/day 血中グルコース、コレステロールへの影響 IRIS（1991） 2 2

1-032 96-45-7 2-イミダゾリジンチオン　（2-
イミダゾリジンチオン）

ラット 2 年 LOAEL 0.25 mg/kg/day 甲状腺肥大 IRIS（1996） 2 2

1-034 76578-14-
8

エチル=2-［4-（6-クロロ-2-
キノキサリニルオキシ）フェノ
キシ］プロピオナート（別名キ
ザロホップエチル）

ラット 2 年 NOEL 0.9 mg/kg/day 肝細胞の肥大 IRIS(1988） 3 3

1-051 85-00-7 1,1'-エチレン-2,2'-ビピリジ
ニウム=ジブロミド（別名ジク
アトジブロミド又はジクワッ
ト）

ラット 2 年 NOAEL 0.22 mg/kg/day 眼の炎症、体重減少、腎臓障害 IRIS(1995） 3 3

1-072 106-47-8 p-クロロアニリン ラット 103 週 LOAEL 2 mg/kg/day ヘモグロビンの変性、血尿、貧血 CICAD(200
3)

3 3

1-077 75-01-4 クロロエチレン（別名塩化ビ
ニル）

ラット 150 週 NOEL 0.13 mg/kg/day 肝細胞の変性 IRIS(2000） 3 3

1-082 15972-60-
8

2-クロロ-2',6'-ジエチル-Ｎ-
（メトキシメチル）アセトアニリ
ド（別名アラクロール）

ビーグ
ル犬

1 年 NOAEL 1 mg/kg/day 血鉄素症、赤血球欠乏症 IRIS(1993) 3 3

1-090 122-34-9 2-クロロ-4,6-ビス（エチルア
ミノ）-1,3,5-トリアジン（別名
シマジン又はＣＡＴ）

ラット 2 年 NOAEL 0.52 mg/kg/day 体重減少、血液生化学的変化 IRIS(1994) 3 3

1-097 94-74-6 （4-クロロ-2-メチルフェノキ
シ）酢酸（別名ＭＣＰ又はＭ
ＣＰＡ）

ビーグ
ル犬

1 年 NOEL 0.15 mg/kg/day 肝・腎毒性 IRIS(1991） 3 3

1-099 1314-62-1 五酸化バナジウム ラット 12 月 LOAEL 0.56 mg/kg/day 体重減少、血統、血中コレステロールの減
少、肺の重量増加、肝ホ文字ねーとでミトコ
ンドリアの呼吸阻害

CERIハ
ザードデー
タ集(2000)

2 2
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 経口慢性毒性 参考資料-3

No CAS　No. 物質名 動物種 投与期
間

単位
１

エンドポイ
ント

毒性値 単位２ コメント 出典 NOAEL
クラス

LOAEL
クラス

経口クラ
ス

1-107 52315-07-
8

α-シアノ-3-フェノキシベン
ジル=3-(2,2-ジクロロビニ
ル)-2,2-ジメチルシクロプロ
パンカルボキシラート（別名
シペルメトリン）

ビーグ
ル犬

1 年 NOEL 1 mg/kg/day 中枢神経系の刺激、摂食障害 IRIS(1990) 3 3

1-110 28249-77-
6

Ｎ,Ｎ-ジエチルチオカルバミ
ン酸Ｓ-4-クロロベンジル（別
名チオベンカルブ又はベン
チオカーブ）

ラット 2 年 NOEL 1 mg/kg/day 体重減少 IRIS(1992） 3 3

1-117 75-35-4 1,1-ジクロロエチレン（別名
塩化ビニリデン）

ラット 2 年 LOAEL 9 mg/kg/day 小葉中間性の軽度脂肪変性を伴う肝細胞
腫脹

CERI有害
性評価書

3 3

1-129 330-54-1 3-(3,4-ジクロロフェニル)-
1,1-ジメチル尿素（別名ジウ
ロン又はＤＣＭＵ）

イヌ 2 年 NOEL 0.625 mg/kg/day 血中色素異状 IRIS(1988） 3 3

1-130 330-55-2 3-(3,4-ジクロロフェニル)-1-
メトキシ-1-メチル尿素（別名
リニュロン）

イヌ 2 年 LOEL 0.625 mg/kg/day 血中色素異状 IRSI(1990) 2 2

1-134 96-23-1 1,3-ジクロロ-2-プロパノー
ル

ラット 2 年 LOAEL 2.1 mg/kg/day 肝臓重量の増加、副腎重量の減少、肝ペリ
オーシス

CERI有害
性評価書

3 3

1-151 298-04-4 ジチオりん酸Ｏ,Ｏ-ジエチル-
S-（2-エチルチオエチル）
（別名エチルチオメトン又は
ジスルホトン）

ラット 105 週 LOEL 0.04 mg/kg/day コリンエステラーゼ阻害、視神経の障害 IRIS(1988） 1 1

1-152 2310-17-0 ジチオりん酸Ｏ,Ｏ-ジエチル-
Ｓ-[(6-クロロ-2,3-ジヒドロ-
2-オキソベンゾオキサゾリニ
ル)メチル]（別名ホサロン）

イヌ 2 年 NOAEL 0.625 mg/kg/day - EHC(1986) 3 3

1-154 950-37-8 ジチオりん酸Ｓ-（2,3-ジヒド
ロ-5-メトキシ-2-オキソ-
1,3,4-チアジアゾール-3-イ
ル）メチル-O,O-ジメチル（別
名メチダチオン又はＤＭＴＰ）

イヌ 2 年 NOEL 0.1 mg/kg/day 肝毒性 IRIS(1990) 2 2

1-156 60-51-5 ジチオりん酸Ｏ,Ｏ-ジメチル-
S-[（Ｎ-メチルカルバモイル）
メチル]（別名ジメトエート）

ラット 2 年 NOEL 0.05 mg/kg/day 脳内コリンエステラーゼ阻害 IRIS(1990) 2 2

1-157 25321-14-
6

ジニトロトルエン ラット 104 週 LOAEL 3.5 mg/kg/day 肝臓・腎臓障害 SIDS(2004) 3 3

1-157 121-14-2 2,4-ジニトロトルエン イヌ 2 年 NOAEL 0.2 mg/kg/day 神経毒性、ハインツ小体、胆管の過形成 IRIS（1993） 3 3

1-157 606-20-2 2,6-ジニトロトルエン ラット 1 年 LOAEL 7 mg/kg/day 胆管上皮過形成、肝細胞の変性及び空胞
化

環境省リス
ク評価第4

3 3
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 経口慢性毒性 参考資料-3

No CAS　No. 物質名 動物種 投与期
間

単位
１

エンドポイ
ント

毒性値 単位２ コメント 出典 NOAEL
クラス

LOAEL
クラス

経口クラ
ス

1-161 55285-14-
8

Ｎ-ジブチルアミノチオ-N-メ
チルカルバミン酸2,3-ジヒド
ロ-2,2-ジメチル-7-ベンゾ
［ｂ］フラニル（別名カルボス
ルファン）

ラット 2 年 NOEL 1 mg/kg/day 体重減少 IRIS(1988） 3 3

1-168 4685-14-7 1,1'-ジメチル-4,4'-ビピリジ
ニウム塩（次号に掲げるもの
を除く。）

モル
モット

1 年 NOAEL 0.04 mg/kg/day - EHC(1984) 2 2

1-169 1910-42-5 1,1'-ジメチル-4,4'-ビピリジ
ニウム=ジクロリド（別名パラ
コート又はパラコートジクロリ
ド）

ビーグ
ル犬

2 年 NOEL 0.45 mg/kg/day 肺炎、肺の重量増加 IRIS(1991） 3 3

1-185 333-41-5 チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジエチル-Ｏ
-（2-イソプロピル-6-メチル-
4-ピリミジニル）（別名ダイア
ジノン）

サル 2 年 NOAEL 0.05 mg/kg/day - EHC(1986) 2 2

1-187 13593-03-
8

チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジエチル-Ｏ
-2-キノキサリニル（別名キ
ナルホス）

イヌ 2 年 NOEL 0.05 mg/kg/day 血清コリンエステラーゼの減少 IRIS(1992） 2 2

1-188 2921-88-2 チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジエチル-Ｏ
-（3,5,6-トリクロロ-2-ピリジ
ル）（別名クロルピリホス）

ラット 2 年 NOAEL 0.1 mg/kg/day - EHC(1986) 2 2

1-193 55-38-9 チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジメチル-Ｏ
-（3-メチル-4-メチルチオ
フェニル）（別名フェンチオン
又はＭＰＰ）

サル 1 年 NOAEL 0.07 mg/kg/day - EHC(1986) 2 2

1-197 1163-19-5 デカブロモジフェニルエーテ
ル

ラット 30 日 NOEL 1 mg/kg/day 肝臓の肥大 IRIS(1995) 3*** 3***

1-199 1897-45-6 テトラクロロイソフタロニトリ
ル（別名クロロタロニル又は
ＴＰＮ）

イヌ 2 年 LOEL 3 mg/kg/day 尿細管上皮の空胞化 IRIS(1988） 3 3

1-219 118-96-7 2,4,6-トリニトロトルエン ラット 24 月 NOAEL 0.4 mg/kg/day 脾臓、腎臓、骨髄、膀胱の影響 IRIS(1993) 3 3

1-220 1582-09-8 α,α,α-トリフルオロ-2,6-
ジニトロ-Ｎ,N-ジプロピル-p-
トルイジン（別名トリフルラリ
ン）

ビーグ
ル犬

12 月 NOEL 0.75 mg/kg/day 肝重量増加、メトヘモグロビンの増加 IRIS(1989） 3 3

1-228 95-80-7 2,4-トルエンジアミン　（2,4-
ジアミノトルエン）

ラット 103 週 LOAEL 4 mg/kg/day 肝、腎障害 CERI有害
性評価書

3 3

1-237 100-00-5 p-ニトロクロロベンゼン　（p-
クロロニトロベンゼン）

ラット 2 年 NOAEL 0.1 mg/kg/day メトヘモグロビン濃度の上昇 CERI有害
性評価書

2 2
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 経口慢性毒性 参考資料-3

No CAS　No. 物質名 動物種 投与期
間

単位
１

エンドポイ
ント

毒性値 単位２ コメント 出典 NOAEL
クラス

LOAEL
クラス

経口クラ
ス

1-253 302-01-2 ヒドラジン ラット 生涯 LOAEL 0.08 mg/kg/day 胆管増生 CERI有害
性評価書

1 1

1-283 7681-49-4 ふっ化ナトリウム ラット 99 週 LOEL 4 mg/kg bw
/day

4mg/kg以上：teeth effects
NOEL：なし

IUCRID(20
00)

3 3

1-283 16961-83-
4

硅弗化水素酸 ラット 95～99 週 LOAEL 5.7 mg/kg/day 5.7mg/kg/dayで体重増加抑制、骨過形成
（4.5mg fluoride/kg/day）

EHC(2002) 3 3

1-291 115-29-7 6,7,8,9,10,10-ヘキサクロロ-
1,5,5ａ,6,9,9ａ-ヘキサヒドロ-
6,9-メタノ-2,4,3-ベンゾジオ
キサチエピン=3-オキシド
（別名エンドスルファン又は
ベンゾエピン）

ラット 2 年 NOAEL 0.6 mg/kg/day 体重増加の減少、血管の変性 IRIS(1994） 3 3

1-294 ベリリウム及びその化合物 イヌ 143–
172

週 NOAEL 0.002 mg/kg/day 小腸の出血 ATSDR(20
02)

1 1

1-302 82-68-8 ペンタクロロニトロベンゼン
（別名キントゼン又はＰＣＮ
Ｂ）

イヌ 2 年 NOEL 0.75 mg/kg/day 肝臓の病理組織学的変化 IRIS(1992） 3 3

1-314 79-41-4 メタクリル酸 ラット／
ウサギ

6 月 NOAEL 0.05 mg/kg/day 赤血球数減少、肝臓・腎臓の重量減少、肝
臓・腎臓・副腎の異栄養性変化

CERIハ
ザードデー

2*** 2***

1-327 1563-66-2 Ｎ-メチルカルバミン酸2,3-ジ
ヒドロ-2,2-ジメチル-7-ベン
ゾ［ｂ］フラニル（別名カルボ
フラン）

ビーグ
ル犬

1 年 NOEL 0.5 mg/kg/day 血清中のコリンエステラーゼの減少、精巣
の組織学的変化

IRIS(1987） 3 3

1-332 33089-61-
1

3-メチル-1,5-ジ(2,4-キシリ
ル)-1,3,5-トリアザペンタ-
1,4-ジエン（別名アミトラズ）

ビーグ
ル犬

2 年 NOEL 0.25 mg/kg/day 血糖値の上昇、体温低下 IRIS(1988） 3 3

1-340 101-77-9 4,4'-メチレンジアニリン ラット 103 週 LOAEL 9 mg/kg/day 雌雄に脂肪肝、甲状腺ろ胞上皮細胞ののう
腫及び過形成

CERI有害
性評価書

3 3

1-349 300-76-5 りん酸1,2-ジブロモ-2,2-ジク
ロロエチル=ジメチル（別名
ナレド又はＢＲＰ）

ラット 2 年 NOEL 0.2 mg/kg/day 脳内コリンエステラーゼ阻害 IRIS(1995） 3 3

1-350 62-73-7 りん酸ジメチル=2,2-ジクロロ
ビニル（別名ジクロルボス又
はＤＤＶＰ）

ビーグ
ル犬

52 週 LOAEL 0.1 mg/kg/day 血清および血中コリンエステラーゼ活性の
低下

CERI有害
性評価書
（2006）

2 1 1

2-010 103-69-5 Ｎ-エチルアニリン ラット 28 日 NOEL 1 mg/kg/day メトヘモグロビン血症およびそれに伴う溶血
性貧血

厚労省報
告

3*** 3***

2-034 534-52-1 4,6-ジニトロ-o-クレゾール ラット 104 週 NOEL 0.59 mg/kg/day 摂餌量の増加 EHC(2000) 3 3

2-035 99-65-0 m-ジニトロベンゼン ラット 16 週 NOEL 0.4 mg/kg/day 脾臓重量の増加 IRIS（1988） 3*** 3***

2-064 67747-09-
5

N-プロピル-N-[2-(2,4,6-トリ
クロロフェノキシ)エチル]イミ
ダゾール-1-カルボキサミド

ビーグ
ル犬

2 年 NOEL 0.9 mg/kg/day 肝重量増加、肝臓の組織学的変化 IRIS(1989） 3 3
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 経口慢性毒性 参考資料-3

No CAS　No. 物質名 動物種 投与期
間

単位
１

エンドポイ
ント

毒性値 単位２ コメント 出典 NOAEL
クラス

LOAEL
クラス

経口クラ
ス

2-070 121-82-4 ヘキサヒドロ-1,3,5-トリニト
ロ-1,3,5-トリアジン

ラット 2 年 NOEL 0.3 mg/kg/day 前立腺の炎症 IRIS(1993) 3 3

2-075 82657-04-
3

2-メチル-1,1'-ビフェニル-3-
イルメチル=（Ｚ)-3-(2-クロロ
-3,3,3-トリフルオロ-1-プロ
ペニル)-2,2-ジメチルシクロ
プロパンカルボキシラート

イヌ 1 年 LOEL 3 mg/kg/day 戦振 IRIS(1988） 3 3

8 30560-19-
1

（ＲＳ）-Ｏ・Ｓ-ジメチル=アセ
チルホスホルアミドチオアー
ト（別名　アセフェート）

ラット 28 月 LEL 0.25 mg/kg/day ｃｈＥの低下を指標とした場合 IRIS(1990) 2 2

25 22224-92-
6

Ｎ―イソプロピルアミノホス
ホン酸Ｏ―エチル―Ｏ―（三
―メチル―四―メチルチオ
フェニル）（別名フェナミホス）

ラット 2 年 LOAEL 0.1 mg/kg/day 0.1mg/kg/dayでコリンエステラーゼ活性阻
害

PDS(1994) 1 1

52 4170-30-3 二―ブテナール ラット 113 週 LOAEL 2 mg/kg/day trans-体を0、0.6 mmol/L、6 mmol/Lの濃度
（0、2、17 mg/kg/day）で113 週間飲水投与
した結果、0.6 mmol/L 以上の群で肝腫瘍の
前病変と考えられる変異肝細胞巣の発生、
LOAEL は0.6 mmol/L（2 mg/kg/day）

環境省初
期リスク評
価(2006)

3 3

72 420-04-2 シアナミド ラット 92 週 NOAEL 1 mg/kg体重
/day

血漿中T3・T4レベルの低下 IUCLID(200
0)

3 3

160 66841-25-
6

（Ｓ）―アルファ―シアノ―三
―フエノキシベンジル＝（一
Ｒ・三Ｓ）―二・二―ジメチル
―三―（一・二・二・二―テト
ラブロモエチル）シクロプロ
パンカルボキシラート（別名
トラロメトリン）

ラット 2 年 NOEL 0.75 mg/kg/day 体重増加抑制 IRIS（1990） 3 3

198 14484-64-
1

トリス（Ｎ・Ｎ―ジメチルジチ
オカルバメート）鉄（別名
ファーバム）

ラット 80 週 LOAEL 8 mg/kg/d 8 mg/kg/d(♂)、37 mg/kg/d（♀）体重増加
抑制

HSDB(200
7)

3 3

211 19666-30-
9

五－ターシャリ－ブチル－三
－（二・四－ジクロロ－五－
イソプロポキシフェニル）－
一・三・四－オキサジアゾー
ル－二（三Ｈ）－オン（別名
オキサジアゾン）

ラット 2 年 NOEL 0.5 mg/kg/day Oral RfD
5E-3　mg/kg/day
・ＵＦ：100
・MF：1
タンパク質増加、肝臓重量増加

IRIS(1991) 3 3

264 20859-73-
8

りん化アルミニウム ラット 2 年 NOAEL 0.043 mg/kg/day 体重と臨床所見 IRIS(1988) 2 2

267 1330-78-5 りん酸トリトリル ラット 2 年 LOAEL 4 mg/kg/day 標的：副腎、卵巣、神経系（血清ChE 活性
の低下、一過性の症状）

環境省初
期リスク評
価( )

3 3
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経口慢性毒性（水質基準） 参考資料-4

WHO基
準値

EPA基準
値(mg/L)

日本基
準値

水質基
準値

水質クラス機
関

水質クラ
ス

1-002 79-06-1 アクリルアミド 0.0005 1 0.0005 WHO 1

1-025 アンチモン 0.02 0.02 0.02 日本、WHO 3

1-037 2104-64-5 Ｏ-エチル=Ｏ-4-ニトロフェニル=
フェニルホスホノチオアート（別名
ＥＰＮ）

0.006 0.006 日本 2

1-038 40487-42-1 N-(1-エチルプロピル)-2,6-ジニト
ロ-3,4-キシリジン（別名ペンディメ
タリン）

0.02 0.02 WHO 3

1-039 2212-67-1 Ｓ-エチル=ヘキサヒドロ-1Ｈ-アゼ
ピン-1-カルボチオアート（別名モ
リネート）

0.006 0.006 WHO 2

1-051 85-00-7 1,1'-エチレン-2,2'-ビピリジニウム
=ジブロミド（別名ジクアトジブロミ
ド又はジクワット）

0.02 0.02 EPA 3

1-054 106-89-8 エピクロロヒドリン 0.0004 20 0.0004 0.0004 WHO、日本 1

1-060 カドミウム 0.003 0.005 0.01 0.003 WHO 2

1-068 総クロム 0.05 0.1 0.05 WHO 3

1-069 6価クロム化合物 0.05 0.05 日本 3

1-075 1912-24-9 2-クロロ-4-エチルアミノ-6-イソ
プロピルアミノ-1,3,5-トリアジン
（別名アトラジン）

0.002 0.003 0.002 WHO 2

1-076 51218-45-2 2-クロロ-2'-エチル-Ｎ-（2-メトキ
シ-1-メチルエチル）-6'-メチルア
セトアニリド（別名メトラクロール）

0.01 0.01 WHO 2

1-077 75-01-4 クロロエチレン（別名塩化ビニル） 0.0003 0.002 0.002 0.0003 WHO 1

1-080 79-11-8 クロロ酢酸 0.02 0.06 0.02 WHO 3

1-082 15972-60-8 2-クロロ-2',6'-ジエチル-Ｎ-（メト
キシメチル）アセトアニリド（別名ア
ラクロール）

0.02 0.002 0.002 EPA 2

1-090 122-34-9 2-クロロ-4,6-ビス（エチルアミノ）-
1,3,5-トリアジン（別名シマジン又
はＣＡＴ）

0.002 0.004 0.003 0.002 WHO 2

1-093 108-90-7 クロロベンゼン 0.1 0.1 EPA 3

1-095 67-66-3 クロロホルム 0.3 0.08 0.06 0.06 日本 3
1-097 94-74-6 （4-クロロ-2-メチルフェノキシ）酢

酸（別名ＭＣＰ又はＭＣＰＡ）
0.002 0.002 WHO 2

1-108 全シアン 検出され
ないこと

検出され
ないこと

日本 1

1-108 シアニド 0.07 0.07 WHO 3

1-110 28249-77-6 Ｎ,Ｎ-ジエチルチオカルバミン酸Ｓ
-4-クロロベンジル（別名チオベン
カルブ又はベンチオカーブ）

0.02 0.02 日本 3

1-112 56-23-5 四塩化炭素 0.004 0.005 0.002 0.002 日本 2

1-113 123-91-1 1,4-ジオキサン 0.05 0.05 0.05 WHO、日本 3

1-116 107-06-2 1,2-ジクロロエタン 0.03 0.005 0.004 0.004 日本 2

1-117 75-35-4 1,1-ジクロロエチレン（別名塩化ビ
ニリデン）

0.007 0.02 0.007 EPA 2

1-118 156-59-2 cis-1,2-ジクロロエチレン 0.07 0.04 0.04 日本 3

1-119 156-60-5 trans-1,2-ジクロロエチレン 0.1 0.04 0.04 日本 3

1-122 23950-58-5 3,5-ジクロロ-N-(1,1-ジメチル-2-
プロピニル)ベンズアミド（別名プロ
ピザミド）

0.008 0.008 日本 2

1-131 94-75-7 2,4-ジクロロフェノキシ酢酸（別名
2,4-Ｄ又は2,4-ＰＡ）

0.03 0.07 0.03 WHO 3

1-135 78-87-5 1,2-ジクロロプロパン 0.04 0.005 0.06 0.005 EPA 2

1-136 709-98-8 3',4'-ジクロロプロピオンアニリド 0.02 0.02 WHO 3

水質基準
CASNo 物質名No

1



経口慢性毒性（水質基準） 参考資料-4

WHO基
準値

EPA基準
値(mg/L)

日本基
準値

水質基
準値

水質クラス機
関

水質クラ
ス

水質基準
CASNo 物質名No

1-137 542-75-6 1,3-ジクロロプロペン（別名Ｄ-Ｄ） 0.02 0.002 0.002 日本 2

1-140 106-46-7 p-ジクロロベンゼン 0.3 0.075 0.2 0.075 EPA 3

1-145 75-09-2 ジクロロメタン（別名塩化メチレン） 0.02 0.005 0.02 0.005 EPA 2

1-147 50512-35-1 1,3-ジチオラン-2-イリデンマロン
酸ジイソプロピル（別名イソプロチ
オラン）

0.04 0.04 日本 3

1-156 60-51-5 ジチオりん酸Ｏ,Ｏ-ジメチル-S-
[（Ｎ-メチルカルバモイル）メチル]
（別名ジメトエート）

0.006 0.006 WHO 2

1-175 総水銀 0.0005 0.0005 日本 1

1-175 アルキル水銀 検出され
ないこと

検出され
ないこと

日本 1

1-175 無機水銀 0.006 0.002 0.002 EPA 2

1-176 56-35-9 トリブチルスズオキシド 0.002 0.002 WHO 2

1-177 100-42-5 スチレン 0.02 0.1 0.02 WHO 3

1-178 セレン 0.01 0.05 0.01 0.01 WHO、日本 2

1-179 2,3,7,8-TCDD(Dioxin) 3E-08 3E-08 EPA 1

1-185 333-41-5 チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジエチル-Ｏ-（2-
イソプロピル-6-メチル-4-ピリミジ
ニル）（別名ダイアジノン）

0.005 0.005 日本 2

1-188 2921-88-2 チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジエチル-Ｏ-
（3,5,6-トリクロロ-2-ピリジル）（別
名クロルピリホス）

0.03 0.03 WHO 3

1-189 18854-01-8 チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジエチル-Ｏ-(5-
フェニル-3-イソオキサゾリル)（別
名イソキサチオン）

0.008 0.008 日本 2

1-192 122-14-5 チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジメチル-Ｏ-（3-
メチル-4-ニトロフェニル）（別名
フェニトロチオン又はＭＥＰ）

0.003 0.003 日本 2

1-196 26087-47-8 チオりん酸S-ベンジル-Ｏ,Ｏ-ジイ
ソプロピル（別名イプロベンホス又
はＩＢＰ）

0.008 0.008 日本 2

1-199 1897-45-6 テトラクロロイソフタロニトリル（別
名クロロタロニル又はＴＰＮ）

0.05 0.05 日本 3

1-200 127-18-4 テトラクロロエチレン 0.04 0.005 0.01 0.005 EPA 2

1-204 137-26-8 テトラメチルチウラムジスルフィド
（別名チウラム又はチラム）

0.006 0.006 日本 2

1-208 75-87-6 トリクロロアセトアルデヒド 0.01（暫
定）

0.01 WHO 2

1-210 79-00-5 1,1,2-トリクロロエタン 0.005 0.006 0.005 EPA 2

1-211 79-01-6 トリクロロエチレン 0.02 0.005 0.03 0.005 EPA 2

1-220 1582-09-8 α,α,α-トリフルオロ-2,6-ジニト
ロ-Ｎ,N-ジプロピル-p-トルイジン
（別名トリフルラリン）

0.02 0.02 WHO 3

1-222 75-25-2 トリブロモメタン（別名ブロモホル
ム）

0.1 0.08 0.08 EPA 3

1-230 鉛 0.01 0.015 0.01 0.01 WHO、日本 2

1-231 7440-02-0 ニッケル 0.07 0.07 WHO 3

1-246 10380-28-6 ビス(8-キノリノラト)銅（別名オキ
シン銅又は有機銅）

0.04 0.04 日本 3

1-252 砒素 0.01 0.01 0.01 日本、WHO 2

1-272 117-81-7 フタル酸ビス（2-エチルヘキシル） 0.008 0.006 0.06 0.006 EPA 2

1-294 ベリリウム 0.004 0.004 EPA 2

2



経口慢性毒性（水質基準） 参考資料-4

WHO基
準値

EPA基準
値(mg/L)

日本基
準値

水質基
準値

水質クラス機
関

水質クラ
ス

水質基準
CASNo 物質名No

1-299 71-43-2 ベンゼン 0.01 0.005 0.01 0.005 EPA 2

1-303 87-86-5 ペンタクロロフェノール 0.009 0.001 0.001 EPA 1

1-306 1336-36-3 ポリ塩化ビフェニル（別名ＰＣＢ） 0.0005 検出され
ないこと

検出され
ないこと

日本 1

1-327 1563-66-2 Ｎ-メチルカルバミン酸2,3-ジヒド
ロ-2,2-ジメチル-7-ベンゾ［ｂ］フラ
ニル（別名カルボフラン）

0.007 0.04 0.007 WHO 2

1-330 3766-81-2 Ｎ-メチルカルバミン酸2-sec-ブチ
ルフェニル（別名フェノブカルブ又
はＢＰＭＣ）

0.03 0.03 日本 3

1-339 88-85-7 2-(1-メチルプロピル)-4,6-ジニト
ロフェノール

0.007 0.007 EPA 2

1-346 モリブデン 0.07 0.07 0.07 WHO、日本 3

1-350 62-73-7 りん酸ジメチル=2,2-ジクロロビニ
ル（別名ジクロルボス又はＤＤＶ
Ｐ）

0.008 0.008 日本 2

2-018 21725-46-2 2-(4-クロロ-6-エチルアミノ-
1,3,5-トリアジン-2-イル）アミノ-2-
メチルプロピオノニトリル

0.0006 0.0006 WHO 1

2-021 55512-33-9 Ｏ-6-クロロ-3-フェニル-4-ピリダ
ジニル=S-n-オクチル=チオカル
ボナート

0.1 0.1 WHO 3

2-044 7440-28-0 タリウム 0.002 0.002 EPA 2

2-051 545-06-2 トリクロロアセトニトリル 0.001（暫
定）

0.001 WHO 1

55 7085-19-0 （ＲＳ）－二－（四－クロロ－オル
ト－トリルオキシ）プロパン酸（別
名　ＭＣＰＰ）

0.01 0.01 WHO 2

89 120-36-5 （ＲＳ）－二－（二・四－ジクロロ
フェノキシ）プロピオン酸（別名　ジ
クロルプロップ）

0.1 0.1 WHO 3

112 106-93-4 一・二―ジブロモエタン（別名ＥＤ
Ｂ又は二臭化エチレン）

0.0004 0.00005 0.00005 EPA 1

129 7758-01-2 臭素酸塩 0.01 0.01 0.01 EPA、WHO 2

162 76-03-9 トリクロロ酢酸 0.2 0.06 0.06 EPA 3

165 120-82-1 1,2,4-トリクロロベンゼン 0.07 0.07 EPA 3

224 77-47-4 ヘキサクロロシクロペンタジエン 0.05 0.05 EPA 3

252 72-43-5 一・一・一―トリクロロ―二・二―
ビス（四―メトキシフェニル）エタン
（別名　メトキシクロル）

0.02 0.04 0.02 WHO 3

3



経口慢性毒性（農薬ADI）  参考資料-5

No CASNo 物質名_ 農薬
ADI(mg/kg
体重/日)
_JAPAN

農薬
ADI(mg/k
g 体重/

日)
_JMPR

農薬
ADI(mg/k
g 体重/

日)
_JECFA

農薬
ADI(mg/k
g 体重/

日)

設定機
関名

農薬ADI
クラス
_総合

1-018 120068-37-3 5-アミノ-1-［2,6-ジクロロ-4-（トリ
フルオロメチル）フェニル］-3-シア
ノ-4-［（トリフルオロメチル）スル
フィニル］ピラゾール（別名フィプロ

0.0002 0.0002 0.0002 日本、
JMPR

2

1-033 13516-27-3 1,1'-［イミノジ（オクタメチレン）］ジ
グアニジン（別名イミノクタジン）

0.0023 0.0023 日本 3

1-034 76578-14-8 エチル=2-［4-（6-クロロ-2-キノキ
サリニルオキシ）フェノキシ］プロピ
オナート（別名キザロホップエチ
ル）

0.009 0.009 日本 3

1-036 36335-67-8 Ｏ-エチル=Ｏ-(6-ニトロ-m-トリ
ル)=sec-ブチルホスホルアミドチ
オアート（別名ブタミホス）

0.005 0.005 日本 3

1-037 2104-64-5 Ｏ-エチル=Ｏ-4-ニトロフェニル=
フェニルホスホノチオアート（別名
ＥＰＮ）

0.0014 0.0014 日本 3

1-039 2212-67-1 Ｓ-エチル=ヘキサヒドロ-1Ｈ-アゼ
ピン-1-カルボチオアート（別名モ
リネート）

0.0021 0.0021 日本 3

1-051 85-00-7 1,1'-エチレン-2,2'-ビピリジニウム
=ジブロミド（別名ジクアトジブロミ
ド又はジクワット）

0.002 0.002 JMPR 3

1-078 79622-59-6 3-クロロ-N-(3-クロロ-5-トリフル
オロメチル-2-ピリジル)-α,α,α-
トリフルオロ-2,6-ジニトロ-p-トル
イジン（別名フルアジナム）

0.01 0.01 日本 3

1-079 119446-68-3 1-({2-［2-クロロ-4-（4-クロロフェ
ノキシ）フェニル］-4-メチル-1,3-
ジオキソラン-2-イル}メチル)-1Ｈ-
1,2,4-トリアゾール（別名ジフェノコ
ナゾール）

0.0096 0.0096 日本 3

1-082 15972-60-8 2-クロロ-2',6'-ジエチル-Ｎ-（メト
キシメチル）アセトアニリド（別名ア
ラクロール）

0.005 0.005 日本 3

1-092 86598-92-7 4-クロロベンジル=N-（2,4-ジクロ
ロフェニル）-2-(1Ｈ-1,2,4-トリア
ゾール-1-イル)チオアセトイミダー
ト（別名イミベンコナゾール）

0.0098 0.0098 日本 3

1-097 94-74-6 （4-クロロ-2-メチルフェノキシ）酢
酸（別名ＭＣＰ又はＭＣＰＡ）

0.002 0.002 日本 3

1-110 28249-77-6 Ｎ,Ｎ-ジエチルチオカルバミン酸Ｓ
-4-クロロベンジル（別名チオベン
カルブ又はベンチオカーブ）

0.009 0.009 日本 3

1-111 125306-83-4 N,N-ジエチル-3-（2,4,6-トリメチル
フェニルスルホニル）-1H-1,2,4-ト
リアゾール-1-カルボキサミド（別
名カフェンストロール）

0.003 0.003 日本 3

1-125 106917-52-6 2',4-ジクロロ-α,α,α-トリフルオ
ロ-4'-ニトロ-m-トルエンスルホン
アニリド（別名フルスルファミド）

0.001 0.001 日本 2

1-131 94-75-7 2,4-ジクロロフェノキシ酢酸（別名
2,4-Ｄ又は2,4-ＰＡ）

0.01 0.01 0.01 日本、
JMPR

3

1-141 71561-11-0 2-[4-(2,4-ジクロロベンゾイル)-
1,3-ジメチル-5-ピラゾリルオキシ]
アセトフェノン（別名ピラゾキシフェ
ン）

0.0015 0.0015 日本 3

1-146 3347-22-6 2,3-ジシアノ-1,4-ジチアアントラ
キノン（別名ジチアノン）

0.01 0.01 JMPR 3

1-148 17109-49-8 ジチオりん酸Ｏ-エチル-Ｓ,Ｓ-ジ
フェニル（別名エディフェンホス又
はＥＤＤＰ）

0.0025 0.003 0.0025 日本 3

1



経口慢性毒性（農薬ADI）  参考資料-5

No CASNo 物質名_ 農薬
ADI(mg/kg
体重/日)
_JAPAN

農薬
ADI(mg/k
g 体重/
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農薬
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_JECFA

農薬
ADI(mg/k
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設定機
関名

農薬ADI
クラス
_総合

1-149 640-15-3 ジチオりん酸Ｓ-2-(エチルチオ)エ
チル-Ｏ,Ｏ-ジメチル（別名チオメト
ン）

0.0011 0.003 0.0011 日本 3

1-151 298-04-4 ジチオりん酸Ｏ,Ｏ-ジエチル-S-
（2-エチルチオエチル）（別名エチ
ルチオメトン又はジスルホトン）

0.0003 0.0003 JMPR 2

1-152 2310-17-0 ジチオりん酸Ｏ,Ｏ-ジエチル-Ｓ-
[(6-クロロ-2,3-ジヒドロ-2-オキソ
ベンゾオキサゾリニル)メチル]（別
名ホサロン）

0.006 0.02 0.006 日本 3

1-153 34643-46-4 ジチオりん酸Ｏ-2,4-ジクロロフェ
ニル-Ｏ-エチル-S-プロピル（別
名プロチオホス）

0.0015 0.0015 日本 3

1-154 950-37-8 ジチオりん酸Ｓ-（2,3-ジヒドロ-5-
メトキシ-2-オキソ-1,3,4-チアジア
ゾール-3-イル）メチル-O,O-ジメ
チル（別名メチダチオン又はＤＭＴ

0.001 0.001 JMPR 2

1-156 60-51-5 ジチオりん酸Ｏ,Ｏ-ジメチル-S-
[（Ｎ-メチルカルバモイル）メチル]
（別名ジメトエート）

0.02 0.002 0.002 JMPR 3

1-161 55285-14-8 Ｎ-ジブチルアミノチオ-N-メチルカ
ルバミン酸2,3-ジヒドロ-2,2-ジメ
チル-7-ベンゾ［ｂ］フラニル（別名
カルボスルファン）

0.01 0.01 JMPR 3

1-167 52-68-6 ジメチル=2,2,2-トリクロロ-1-ヒド
ロキシエチルホスホナート（別名ト
リクロルホン又はDEP）

0.01 0.002 0.002 0.002 JECFA 3

1-169 1910-42-5 1,1'-ジメチル-4,4'-ビピリジニウム
=ジクロリド（別名パラコート又は
パラコートジクロリド）

0.005 0.005 JMPR 3

1-170 85785-20-2 Ｎ-（1,2-ジメチルプロピル）-Ｎ-エ
チルチオカルバミン酸S-ベンジル
（別名エスプロカルブ）

0.01 0.01 日本 3

1-173 2597-03-7 2-［（ジメトキシホスフィノチオイ
ル）チオ］-2-フェニル酢酸エチル
（別名フェントエート又はＰＡＰ）

0.0015 0.003 0.0015 日本 3

1-183 77458-01-6 チオりん酸Ｏ-1-（4-クロロフェニ
ル）-4-ピラゾリル-Ｏ-エチル-Ｓ-
プロピル（別名ピラクロホス）

0.001 0.001 日本 2

1-185 333-41-5 チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジエチル-Ｏ-（2-
イソプロピル-6-メチル-4-ピリミジ
ニル）（別名ダイアジノン）

0.002 0.005 0.002 日本 3

1-187 13593-03-8 チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジエチル-Ｏ-2-
キノキサリニル（別名キナルホス）

0.00011 0.00011 日本 2

1-188 2921-88-2 チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジエチル-Ｏ-
（3,5,6-トリクロロ-2-ピリジル）（別
名クロルピリホス）

0.001 0.01 0.001 日本 2

1-191 2275-23-2 チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジメチル-S-{2-
［1-（Ｎ-メチルカルバモイル）エチ
ルチオ］エチル}（別名バミドチオ

0.008 0.008 0.008 日本、
JMPR

3

1-192 122-14-5 チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジメチル-Ｏ-（3-
メチル-4-ニトロフェニル）（別名
フェニトロチオン又はＭＥＰ）

0.005 0.005 0.005 日本、
JMPR

3

1-193 55-38-9 チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジメチル-Ｏ-（3-
メチル-4-メチルチオフェニル）（別
名フェンチオン又はＭＰＰ）

0.007 0.007 0.007 日本 3

1-194 5598-13-0 チオりん酸Ｏ-3,5,6-トリクロロ-2-
ピリジル-Ｏ,Ｏ-ジメチル（別名クロ
ルピリホスメチル）

0.01 0.01 JMPR 3

2



経口慢性毒性（農薬ADI）  参考資料-5
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1-195 41198-08-7 チオりん酸Ｏ-4-ブロモ-2-クロロ
フェニル-Ｏ-エチル-S-プロピル
（別名プロフェノホス）

0.01 0.01 JMPR 3

1-204 137-26-8 テトラメチルチウラムジスルフィド
（別名チウラム又はチラム）

0.01 0.01 JMPR 3

1-215 115-32-2 2,2,2-トリクロロ-1,1-ビス(4-クロ
ロフェニル)エタノール（別名ケル
セン又はジコホル）

0.025 0.002 0.002 JMPR 3

1-247 74115-24-5 3,6-ビス(2-クロロフェニル)-
1,2,4,5-テトラジン（別名クロフェン

0.0086 0.02 0.0086 日本 3

1-248 563-12-2 ビス（ジチオりん酸）Ｓ,Ｓ'-メチレン
-Ｏ,Ｏ,Ｏ',Ｏ'-テトラエチル（別名エ
チオン）

0.0005 0.002 0.0005 日本 2

1-249 137-30-4 ビス（Ｎ,Ｎ-ジメチルジチオカルバ
ミン酸）亜鉛（別名ジラム）

0.003 0.003 JMPR 3

1-257 55179-31-2 1-(4-ビフェニリルオキシ)-3,3-ジ
メチル-1-(1H-1,2,4-トリアゾール-
1-イル)-2-ブタノール（別名ビテ
ルタノール）

0.0015 0.01 0.0015 日本 3

1-274 69327-76-0 2-tert-ブチルイミノ-3-イソプロピ
ル-5-フェニルテトラヒドロ-4Ｈ-
1,3,5-チアジアジン-4-オン（別名
ブプロフェジン）

0.01 0.01 JMPR 3

1-277 122008-85-9 ブチル=（Ｒ）-2-［4-（4-シアノ-2-
フルオロフェノキシ）フェノキシ］プ
ロピオナート（別名シハロホップブ

0.0024 0.0024 日本 3

1-278 134098-61-6 tert-ブチル=4-({[(1,3-ジメチル-
5-フェノキシ-4-ピラゾリル)メチリ
デン]アミノオキシ}メチル)ベンゾ
アート（別名フェンピロキシメート）

0.0097 0.01 0.0097 日本 3

1-279 2312-35-8 2-（4-tert-ブチルフェノキシ）シク
ロヘキシル=2-プロピニル=スル
フィット（別名プロパルギット又は
ＢＰＰＳ）

0.01 0.01 JMPR 3

1-280 96489-71-3 2-tert-ブチル-5-(4-tert-ブチル
ベンジルチオ)-4-クロロ-3(2H)-ピ
リダジノン（別名ピリダベン）

0.0081 0.0081 日本 3

1-281 119168-77-3 Ｎ-（4-tert-ブチルベンジル）-4-ク
ロロ-3-エチル-1-メチルピラゾー
ル-5-カルボキサミド（別名テブ
フェンピラド）

0.0021 0.0021 日本 3

1-284 12071-83-9 Ｎ,Ｎ'-プロピレンビス（ジチオカル
バミン酸）と亜鉛の重合物（別名プ
ロピネブ）

0.007 0.007 JMPR 3

1-291 115-29-7 6,7,8,9,10,10-ヘキサクロロ-1,5,5
ａ,6,9,9ａ-ヘキサヒドロ-6,9-メタノ-
2,4,3-ベンゾジオキサチエピン=3-
オキシド（別名エンドスルファン又
はベンゾエピン）

0.006 0.006 JMPR 3

1-301 73250-68-7 2-（2-ベンゾチアゾリルオキシ）-
N-メチルアセトアニリド（別名メ
フェナセット）

0.007 0.007 日本 3

1-302 82-68-8 ペンタクロロニトロベンゼン（別名
キントゼン又はＰＣＮＢ）

0.01 0.01 JMPR 3

1-325 2631-40-5 N-メチルカルバミン酸2-イソプロ
ピルフェニル（別名イソプロカルブ
又はＭＩＰＣ）

0.004 0.004 日本 3

1-327 1563-66-2 Ｎ-メチルカルバミン酸2,3-ジヒド
ロ-2,2-ジメチル-7-ベンゾ［ｂ］フラ
ニル（別名カルボフラン）

0.002 0.002 JMPR 3
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1-329 63-25-2 N-メチルカルバミン酸1-ナフチル
（別名カルバリル又はＮＡＣ）

0.02 0.008 0.008 JMPR 3

1-331 100784-20-1 メチル=3-クロロ-5-(4,6-ジメトキ
シ-2-ピリミジニルカルバモイルス
ルファモイル）-1-メチルピラゾー
ル-4-カルボキシラート（別名ハロ
スルフロンメチル）

0.01 0.01 日本 3

1-332 33089-61-1 3-メチル-1,5-ジ(2,4-キシリル)-
1,3,5-トリアザペンタ-1,4-ジエン
（別名アミトラズ）

0.0025 0.01 0.0025 日本 3

1-334 2439-01-2 6-メチル-1,3-ジチオロ[4,5-b]キノ
キサリン-2-オン

0.006 0.006 0.006 日本、
JMPR

3

1-342 88678-67-5 N-(6-メトキシ-2-ピリジル）-Ｎ-メ
チルチオカルバミン酸Ｏ-3-tert-
ブチルフェニル（別名ピリブチカル

0.0075 0.0075 日本 3

1-347 470-90-6 りん酸2-クロロ-1-(2,4-ジクロロ
フェニル)ビニル=ジエチル（別名ク
ロルフェンビンホス又はＣＶＰ）

0.0015 0.0005 0.0005 JMPR 2

1-348 2274-67-1 りん酸2-クロロ-1-(2,4-ジクロロ
フェニル)ビニル=ジメチル（別名ジ
メチルビンホス）

0.004 0.004 日本 3

1-350 62-73-7 りん酸ジメチル=2,2-ジクロロビニ
ル（別名ジクロルボス又はＤＤＶ

0.0033 0.004 0.0033 日本 3

1-351 6923-22-4 りん酸ジメチル=（Ｅ）-1-メチル-2-
(Ｎ-メチルカルバモイル)ビニル
（別名モノクロトホス）

0.0006 0.0006 JMPR 2

2-012 25311-71-1 O-エチル=O-2-(イソプロポキシカ
ルボニル)フェニル=Ｎ-イソプロピ
ルホスホルアミドチオアート

0.0005 0.001 0.0005 日本 2

2-018 21725-46-2 2-(4-クロロ-6-エチルアミノ-
1,3,5-トリアジン-2-イル）アミノ-2-
メチルプロピオノニトリル

0.0015 0.0015 日本 3

2-019 105779-78-0 5-クロロ-N-{2-［4-（2-エトキシエ
チル）-2,3-ジメチルフェノキシ］エ
チル}-6-エチルピリミジン-4-アミ

0.0015 0.0015 日本 3

2-026 83121-18-0 1-(3,5-ジクロロ-2,4-ジフルオロ
フェニル)-3-(2,6-ジフルオロベン
ゾイル)尿素

0.01 0.01 0.01 日本、
JMPR

3

2-028 60168-88-9 2,4'-ジクロロ-α-(5-ピリミジニル)
ベンズヒドリル=アルコール

0.01 0.01 0.01 日本、
JMPR

3

2-029 79983-71-4 2-(2,4-ジクロロフェニル)-1-(1H-
1,2,4-トリアゾール-1-イル)-2-ヘ
キサノール

0.0047 0.005 0.0047 日本 3

2-049 79538-32-2 2,3,5,6-テトラフルオロ-4-メチルベ
ンジル=(Ｚ)-3-(2-クロロ-3,3,3-ト
リフルオロ-1-プロペニル)-2,2-ジ
メチルシクロプロパンカルボキシ
ラート

0.005 0.005 日本 3

2-061 80060-09-9 1-tert-ブチル-3-（2,6-ジイソプロ
ピル-4-フェノキシフェニル)チオ尿

0.003 0.003 日本 3

2-064 67747-09-5 N-プロピル-N-[2-(2,4,6-トリクロ
ロフェノキシ)エチル]イミダゾール-
1-カルボキサミド

0.0094 0.01 0.0094 日本 3

2-066 111872-58-3 2-（4-ブロモジフルオロメトキシ
フェニル）-2-メチルプロピル=3-
フェノキシベンジルエーテル

0.003 0.003 日本 3

2-073 136191-64-5 メチル=2-(4,6-ジメトキシ-2-ピリミ
ジニルオキシ)-6-［1-（メトキシイミ
ノ）エチル］ベンゾアート

0.009 0.009 日本 3

4
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2-075 82657-04-3 2-メチル-1,1'-ビフェニル-3-イル
メチル=（Ｚ)-3-(2-クロロ-3,3,3-ト
リフルオロ-1-プロペニル)-2,2-ジ
メチルシクロプロパンカルボキシ

0.01 0.02 0.01 日本 3

98 50471-44-8 （ＲＳ）－三－（三・五－ジクロロ
フェニル）－五－メチル－五－ビ
ニル－一・三－オキサゾリジン－
二・四－ジオン（別名　ビンクロゾ

0.01 0.01 JMPR 3

26 98886-44-3 Ｏ―エチル＝Ｓ―一―メチルプロ
ピル＝（二―オキソ―三―チアゾ
リジニル）ホスホノチオアート（別
名ホスチアゼート）

0.001 0.001 日本 2

140 13684-56-5 エチル＝三－フェニルカルバモイ
ルオキシカルバニラート（別名　デ
スメディファム）

0.0017 0.0017 日本 3

25 22224-92-6 Ｎ―イソプロピルアミノホスホン酸
Ｏ―エチル―Ｏ―（三―メチル―
四―メチルチオフェニル）（別名
フェナミホス）

0.0008 0.0008 JMPR 2

201 23184-66-9 Ｎ－ブトキシメチル－二－クロロ
－二′・六′－ジエチルアセトア
ニリド（別名　ブタクロール）

0.01 0.01 日本 3

48 99485-76-4 一－（二－クロロベンジル）－三
－（一－メチル－一－フェニルエ
チル）ウレア（別名　クミルロン）

0.01 0.01 日本 3

146 112281-77-3 （ＲＳ）－二－（二・四－ジクロロ
フェニル）－三－（一Ｈ－一・二・
四－トリアゾール－一－イル）プ
ロピル=一・一・二・二－テトラフル
オロエチル=エーテル（別名　テト
ラコナゾール）

0.004 0.004 日本 3

170 129558-76-5 四―クロロ―三―エチル―一―メ
チル―Ｎ―［四―（パラトリルオキ
シ）ベンジル］ピラゾール―五―カ
ルボキサミド（別名　トルフェンピラ
ド）

0.0056 0.0056 日本 3

83 139920-32-4 （ＲＳ）―二―シアノ―Ｎ―［（Ｒ）―
一―（二・四―ジクロロフエニル）
エチル］―三・三―ジメチルブチラ
ミド（別名ジクロシメツト）

0.005 0.005 日本 3

192 149877-41-8 イソプロピル＝二－（四－メトキシ
ビフェニル－三－イル）ヒドラジノ
ホルマート（別名　ビフェナゼート）

0.01 0.01 0.01 日本、
JMPR

3

35 153197-14-9 三－［一－（三・五－ジクロロフェ
ニル）－一－メチルエチル］－三・
四－ジヒドロ－六－メチル－五－
フェニル－二Ｈ－一・三－オキサ
ジン－四－オン（別名　オキサジ
クロメホン）

0.009 0.009 日本 3

199 158237-07-1 四－（二－クロロフェニル）－Ｎ－
シクロヘキシル－Ｎ－エチル－
四・五－ジヒドロ－五－オキソ－
一Ｈ－テトラゾール－一－カルボ
キサミド（別名　フェントラザミド）

0.0052 0.0052 日本 3

43 95465-99-9 二　Ｓ・Ｓ―ビス（一―メチルプロピ
ル）＝Ｏ―エチル＝ホスホロジチ
オアート（別名カズサホス）

0.00025 0.0003 0.00025 日本 2

5



経口慢性毒性（農薬ADI）  参考資料-5

No CASNo 物質名_ 農薬
ADI(mg/kg
体重/日)
_JAPAN

農薬
ADI(mg/k
g 体重/

日)
_JMPR

農薬
ADI(mg/k
g 体重/

日)
_JECFA

農薬
ADI(mg/k
g 体重/

日)

設定機
関名

農薬ADI
クラス
_総合

160 66841-25-6 （Ｓ）―アルファ―シアノ―三―フ
エノキシベンジル＝（一Ｒ・三Ｓ）―
二・二―ジメチル―三―（一・二・
二・二―テトラブロモエチル）シク
ロプロパンカルボキシラート（別名
トラロメトリン）

0.0075 0.0075 日本 3

269 103055-07-8 （ＲＳ）－一－[二・五－ジクロロ－
四－（一・一・二・三・三・三－ヘキ
サフルオロプロポキシ）フェニル]
－三－（二・六－ジフルオロベンゾ
イル）ウレア（別名　ルフェヌロン）

0.0047 0.0047 日本 3

23 133220-30-1 （ＲＳ）－二－〔二－（三－クロロ
フェニル）－二・三－エポキシプロ
ピル〕－二－エチルインダン－一・
三－ジオン（別名　インダノファン）

0.0035 0.0035 日本 3

53 173584-44-6 メチル＝（Ｓ）－七－クロロ－二・
三・四ａ・五－テトラヒドロ－二－
[メトキシカルボニル（四－トリフル
オロメトキシフェニル）カルバモイ
ル]インデノ[一・二－ｅ][一・三・四]
オキサジアジン－四ａ－カルボキ
シラート（別名　インドキサカルブ）

0.01 0.01 JMPR 3

238 155569-91-8 エマメクチン安息香酸塩 0.0025 0.0025 日本 3

239 23135-22-0 メチル―Ｎ′・Ｎ′―ジメチル―Ｎ
―〔（メチルカルバモイル）オキシ〕
―一―チオオキサムイミデート
（別名　オキサミル）

0.02 0.009 0.009 JMPR 3

93 181587-01-9 五―アミノ―一―（二・六―ジクロ
ロ―四―トリフルオロメチルフエニ
ル）―四―エチルスルフイニル―
一Ｈ―ピラゾール―三―カルボニ
トリル（別名　エチプロール）

0.005 0.005 日本 3

57 116714-46-6 （ＲＳ）－一－[三－クロロ－四－
（一・一・二－トリフルオロ－二－ト
リフルオロメトキシエトキシ）フェニ
ル]－三－（二・六－ジフルオロベ
ンゾイル）ウレア（別名　ノバルロ

0.011 0.01 0.01 JMPR 3

6



 吸入慢性毒性 参考資料-6

No CAS　No. 物質名 動物種 投与期
間

単位
１

エンドポ
イント

毒性値 単位２ コメント HEC 出典 吸入
クラ
ス

備考

1-007 107-13-1 アクリロニトリル ラット 2 年 LOAEL 7.7 mg/m3 体重減少、鼻腔の呼吸上皮
の変性及び炎症、粘膜分泌
細胞の過形成

1.9 mg/m3 ＊ IRIS（1991） 2

1-008 107-02-8 アクロレイン ハムスター 52 週 LOEL 9.2 mg/m3 体重減少、鼻腔の呼吸上皮
の変性、肺と肝重量の増加

9.2 mg/m3 CICAD(200
2)

2

1-025 1309-64-4 酸化アンチモン ラット 52 週 LOAEL 45 mg/m3 血中グルコース濃度の低下、
コレステロール値の変動

5 mg/m3 ＊ IRIS（2002） 2

1-042 75-21-8 エチレンオキシド ラット 2 年 LOEL 60.4 mg/m3 体重増加の減少 60.4 mg/m3 CICAD(200
3)

3

1-056 75-56-9 1,2-エポキシプロパ
ン（別名酸化プロピレ
ン）

ラット 2 年 LOAEL 30 ppm 鼻腔の呼吸上皮の変化 2.9 mg/m3 ＊ IRIS（1991） 2

1-069 1333-82-0 クロム酸（無水） マウス 1.5 年 LOAEL 1.81 mg/m3 鼻中隔の穿孔、扁平上皮化
生

1.81 mg/m3 CERIハ
ザードデー
タ集(1998)

2

1-102 108-05-4 酢酸ビニル ラット／マ
ウス

2 年 NOAEL 50 ppm 鼻腔内の炎症 5 mg/m3 ＊ IRIS（1990） 3

1-112 56-23-5 四塩化炭素 ラット 2 年 LOAEL 32 mg/m3 尿中の硝酸イオン、タンパク
濃度の変化、脾臓のヘモジデ
リン沈着、鼻腔粘膜上皮の好
酸性化

32 mg/m3 CERI有害
性評価書
（2005）

3

1-117 75-35-4 1,1-ジクロロエチレン
（別名塩化ビニリデ
ン）

ラット 18 月 LOAEL 53.2 mg/m3 肝臓脂肪の変化 53.2 mg/m3 ＊ IRIS(2002） 3 同じ試験で、NOAELで
は17.7mg/m3でクラス
外。

1-205 100-21-0 テレフタル酸 ラット 4 週 LOEL 3.31 mg/m3 気管粘膜上皮の変性 3.31 mg/m3 CERIハ
ザードデー
タ集(1998)

2*** 4週での試験

1-212 108-77-0 2,4,6-トリクロロ-
1,3,5-トリアジン

ラット 5 月 NOEL 0.3 mg/m3 体重増加抑制、嗜眠、体温低
下、呼吸数減少、赤血球の減
少、ヘモグロビン濃度の減少

0.3 mg/m3 BUA(1993) 2*** 5ヶ月でのデータ

1-231 7440-02-0 ニッケル ラット 1.5 年 LOEL 15 mg/m3 肺と呼吸器への刺激 15 mg/m3 EHC(1991) 3 ニッケルダストでの
データ

毒性値(換算)

1



 吸入慢性毒性 参考資料-6

No CAS　No. 物質名 動物種 投与期
間

単位
１

エンドポ
イント

毒性値 単位２ コメント HEC 出典 吸入
クラ
ス

備考毒性値(換算)

1-232 12035-72-
2

二硫化三ニッケル ラット 104 週 LOAEL 0.15 mg/m3 肺の慢性炎症 0.15 mg/m3 CERI有害
性評価書
（2007）

1

1-240 98-95-3 ニトロベンゼン ラット 2 年 LOAEL 5 mg/m3 脾臓の髄外造血亢進、鼻腔
の嗅上皮の色素沈着

5 mg/m3 CERI有害
性評価書
（2004）

2

1-253 302-01-2 ヒドラジン ラット 12 月 LOAEL 0.066 mg/m3 体重増加抑制、咽頭と気管に
粘膜上皮の炎症と扁平上皮
過形成

0.07 mg/m3 CERI有害
性評価書
（2004）

1

1-268 106-99-0 1,3-ブタジエン マウス 2 年 LOAEL 6.25 ppm 生殖腺の萎縮 14.1 mg/m3 CERI有害
性評価書
（2005）

3

1-288 74-83-9 ブロモメタン（別名臭
化メチル）

ラット 29 月 LOAEL 3 ppm 鼻腔内上皮のびらん 0.48 mg/m3 ＊ IRIS(1991） 1

1-292 124-09-4 ヘキサメチレンジアミ
ン

ラット／マ
ウス

13 週 NOAEL 3.1 mg/m3 呼吸器上皮変性 3.1 mg/m3 CERI有害
性評価書
（2007）

3*** 13週のデータ

1-293 822-06-0 ヘキサメチレン=ジイ
ソシアネート

ラット 2 年 NOEAL 0.005 ppm 鼻腔内の変性 0 mg/m3 ＊ IRIS(1994） 1

1-294 13510-49-
1

硫酸ベリリウム ラット 80 週 LOAEL 21 ug/m3 肺の炎症、慢性肺炎 21 ug/m3 CERIハ
ザードデー
タ集(2002)

1

1-310 50-00-0 ホルムアルデヒド ラット 12 月 LOAEL 2 ppm 鼻腔内の障害 2.5 mg/m3 SIDS
（2002）

2 NOAEL＝1mg/m3

1-314 79-41-4 メタクリル酸 ラット／マ
ウス

90 日 LOAEL 20 ppm 鼻腔上皮変性 71.4 mg/m3 CERI有害
性評価書
（2005）

3*** 90日のデータ

1-338 26471-62-
5

メチル-1,3-フェニレ
ン=ジイソシアネート
（別名m-トリレンジイ

シ ネ ）

マウス 104 週 LOAEL 0.05 ppm 慢性鼻炎及び壊死性鼻炎 0.36 mg/m3 CERI有害
性評価書
（2006）

1

1-338 584-84-9 2,4-トリレンジイソシ
アネート

マウス 2 年 LOEL 0.05 ppm 0.35mg/m3以上：慢性鼻炎、
壊死性鼻炎の発生に用量依
存性あり

0.35 mg/m3 環境初期リ
スク評価
(2002)

1 0、0.05、0.15ppm(0、
0.35、1.07mg/m3)、6
時間/日、5日/週

上 慢性

2



 吸入慢性毒性 参考資料-6

No CAS　No. 物質名 動物種 投与期
間

単位
１

エンドポ
イント

毒性値 単位２ コメント HEC 出典 吸入
クラ
ス

備考毒性値(換算)

1-350 62-73-7 りん酸ジメチル=2,2-
ジクロロビニル（別名
ジクロルボス又はＤＤ

）

ラット 104 週 NOAEL 0.05 mg/m3 脳中コリンエステラーゼ活性
の低下

0.05 mg/m3 CERI有害
性評価書
（2006）

1 LOAEL=0.1mg/m3

2-014 106-88-7 1,2-エポキシブタン マウス 2 年 LOAEL 50 ppm 鼻腔内の炎症 4.8 mg/m3 ＊ IRIS（1992） 2

2-078 101-68-8 メチレンビス(1,4-フェ
ニレン）=ジイソシア
ネート

ラット 24 月 LOAEL 0.23 mg/m3 肺と呼吸器の障害 0.23 mg/m3 CICAD(200
0)

1

2-079 6864-37-5 4,4'-メチレンビス(2-
メチルシクロヘキサン
アミン)

ラット 3 月 NOAEL 2 mg/m3 肝臓、腎臓、心筋、鼻粘膜上
皮への影響

2 mg/m3 BUA(1994) 3*** 3ヶ月のデータ

52 4170-30-3 二―ブテナール ラット 104 週 LOAEL 8.6 mg/m3 trans-体を0、3、6、12 ppm を
104週間（6 時間/日、5 日/
週）吸入させた結果、3 ppm
以上の群の雌で甲状腺C 細
胞、12 ppm 群の雄で副腎髄
質の過形成がそれぞれ減少
した、LOAEL は3 ppm（8.6
mg/m3、ばく露状況で補正：
1.5mg/m3）

1.5 mg/m3 環境省初
期リスク評
価(2006)

2

112 106-93-4 一・二―ジブロモエタ
ン（別名ＥＤＢ又は二
臭化エチレン）

マウス 106～ 週 LOAEL 76.8 mg/m3 鼻の炎症 2.8 mg/m3 ＊ IRIS(2004) 2 The National
Toxicology Program
(NTP) (1982)

120 124-40-3 ジメチルアミン ラット 24 月 LOAEL 10 ppm 鼻の組織病変 18.4 mg/m3 IUCLID(200
0)

3

148 110-91-8 モルホリン ラット 104 週 NOAEL 6.4 mg/m3 NOAEL：36mg/m3
(補正値：6.4mg/m3)

6.4 mg/m3 環境省初
期リスク評
価(2005)

3 0、36、180、
540mg/m3、6時間/
日、5日/週

上 眼171 91-20-3 ナフタレン マウス 103 週 LOAEL 9.3 mg/m3 鼻への影響 9.3 mg/m3 ＊ IRIS(1998) 2 0, 10, and 30 ppm (0,
52, 157 mg/m3)

190 88-12-0 Ｎ―メチル―二―ピ
ロリドン

ラット 3、12、
18、24

月 LOAEL 5 ppm 標的：
肝臓、気道（刺激）に起因

23 mg/m3 EU_RA(200
3)

3 ・最低用量で影響が
みられており本来の
LOAELではない。

年間 発がん試験

3



 吸入慢性毒性 参考資料-6

No CAS　No. 物質名 動物種 投与期
間

単位
１

エンドポ
イント

毒性値 単位２ コメント HEC 出典 吸入
クラ
ス

備考毒性値(換算)

224 77-47-4 ヘキサクロロシクロペ
ンタジエン

マウス 2 年 NOAEL 0.56 mg/m3 鼻の化膿性炎症
（LOAEL=2.23mg/m3、
LOAEL(HEC)=0.095mg/m3）

0.02 mg/m3 ＊ ＩＲＩＳ
（2001）

1 Sixty rats or mice per
sex were exposed to
atmospheres

246 26447-40-
5

メチレンジフェニルジ
イソシアネート

ラット 24 月 LOAEL 0.23 mg/m3 呼吸器に対する影響を調べ
た試験で様々な時期に肺胞
洗浄液を使った検査などを実
施

0.23 mg/m3 CICAD(200
0)

1 最低用量で影響がみ
られている
このデータはジフェニ
ルメタン-4,4'-ジイソシ
アネート（CAS101-68-
8）（現行2-078）のもの
である

4



吸入慢性毒性（大気基準） 参考資料-7

WHO基準値
(mg/m3)

日本基準値
(mg/m3)

大気基準値
(mg/m3)

大気クラス機
関

大気クラス

1-007 107-13-1 アクリロニトリル 0.001 0.001 WHO 1

1-060 カドミウム 0.000005 0.000005 WHO 1

1-069 6価クロム化合物 0.001 0.001 WHO 1

1-077 75-01-4 クロロエチレン（別名塩化ビニ
）

0.001 0.001 WHO 1

1-175 水銀 0.001 0.001 WHO 1

1-230 鉛 0.0005 0.0005 WHO 1

1-231 7440-02-0 ニッケル 0.001 0.001 WHO 1

1-241 75-15-0 二硫化炭素 0.1 0.1 WHO 3

1-252 砒素 0.001 0.001 WHO 1

1-299 71-43-2 ベンゼン 0.001 0.003 0.001 WHO 1

1-310 50-00-0 ホルムアルデヒド 0.1 0.1 WHO 3

1-311 マンガン 0.00015 0.00015 WHO 1

大気基準CASNo 物質名No

1



作業環境（日本産業衛生学会許容濃度） 参考資料-8

No 物質名 CAS No. 許容濃
度

(ppm)

許容濃
度

(mg/m3)

提案
年度

備考 分子
量

蒸気圧
（mmHg）

蒸気圧の
温度（℃）

形態 判定許
容濃度
(mg/m3

)

症状 症状出
典

日産
衛クラ

ス

1-002 アクリルアミド 79-06-1 - 0.1 4 71.08 0.007 25 粒子 0.1 中枢神経障害 ACGIH
（2007）

2

1-007 アクリロニトリル 107-13-1 2 4.3 88 53.06 108.5 25 気体 4.3 中枢神経障害;下部気道刺激 ACGIH
（2007）

3

1-008 アクリルアルデヒド 107-02-8 0.1 0.23 73 56.07 274.1 25 気体 0.23 眼および上部気道刺激;肺水
腫;肺気腫

ACGIH
（2007）

2

1-014 o-アニシジン 90-04-0 0.1 0.5 96 123.2 0.08 25 気体 0.5 血中メトヘモグロビン増加 ACGIH
（2007）

2

1-015 アニリン 62-53-3 1 3.8 88 93.13 0.49 25 気体 3.8 血中メトヘモグロビン増加 ACGIH
（2007）

3

1-042 エチレンオキシド 75-21-8 1 1.8 90 44.05 1314 25 気体 1.8 発がん;中枢神経障害 ACGIH
（2007）

3

1-060 カドミウムおよびカドミウ
ム化合物（Cdとして）

- 0.05 76 無機物質 112.4 4E-09 25 粒子 0.05 腎損傷 ACGIH
（2007）

2

1-064 銀および銀化合物（Agと
して）

7440-22-
4

- 0.01 91 無機物質 107.9 4E-09 25 粒子 0.01 銀沈着症 ACGIH
（2007）

1

1-066 グルタルアルデヒド 111-30-8 0.03 6 最大許容濃
度・常時この
濃度以下に保

100.1 0.6 30 気体 0.12 上部気道および眼刺激;中枢神
経障害;皮膚刺激

ACGIH
（2007）

2

1-069 ある種の6価クロム化合
物

- 0.01 89 無機物質 粒子 0.01 発がん ACGIH
（2007）

1

1-069 6価クロム化合物 - 0.05 89 無機物質 粒子 0.05 発がん ACGIH
（2007）

2

1-077 塩化ビニル 75-01-4 2.5 6.5 75 暫定的に
2.5ppmとする
が、できる限
り検出可能限
界以下に保つ
よう努めるべ

62.5 2976 25 気体 6.5 肺がん;肝損傷 ACGIH
（2007）

3

1-099 五酸化バナジウム 1314-62-
1

- 0.05 3 無機物質 181.9 約0 粒子 0.05 刺激;肺障害 ACGIH
（2007）

2

1-100 コバルトおよびコバルト
化合物（Coとして）

- 0.05 92 無機物質 58.93 4E-09 25 粒子 0.05 喘息;肺機能障害;心臓収縮作
用

ACGIH
（2007）

2

1-108 シアン化水素 74-90-8 5 5.5 90 27.03 741.9 25 気体 5.5 上部気道刺激;頭痛;か吐き気;
悪心;甲状腺肥大

ACGIH
（2007）

3

1-120 3,3'-ジクロロ-4,4'-ジアミ
ノジフェニルメタン

101-14-4 - 0.005 93 267.2 3E-07 25 粒子 0.005 膀胱がん;血中メトヘモグロビン
増加

ACGIH
（2007）

1

1



作業環境（日本産業衛生学会許容濃度） 参考資料-8

No 物質名 CAS No. 許容濃
度

(ppm)

許容濃
度

(mg/m3)

提案
年度

備考 分子
量

蒸気圧
（mmHg）

蒸気圧の
温度（℃）

形態 判定許
容濃度
(mg/m3

)

症状 症状出
典

日産
衛クラ

ス

1-147 1,3-ジチオラン-2-イリデ
ンマロン酸ジイソプロピ

50512-
35-1

- 5 93 290.4 0.0143 25 気体 5 体重増加抑制、摂餌量減少 日産衛
（1993）

3

1-175 水銀蒸気 7439-97-
6

0.025 98 無機物質 200.6 0.002 25 気体 0.025 中枢神経障害;腎損傷 ACGIH
（2007）

1

1-185 チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジエチ
ル-Ｏ-（2-イソプロピル-
6-メチル-4-ピリミジニ

333-41-5 - 0.1 89 304.4 9E-05 25 粒子 0.1 コリンエステラーゼ活性阻害 ACGIH
（2007）

2

1-186 チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジエチ
ル-Ｏ-（6-オキソ-1-フェ
ニル-1,6-ジヒドロ-3-ピリ
ダジニル）

119-12-0 - 0.2 89 340.3 1E-08 20 粒子 0.2 赤血球および血漿ChE活性阻
害

日産衛
（1989）

3

1-192 チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジメチル
-Ｏ-（3-メチル-4-ニトロ
フェニル）

122-14-5 - 1 81 277.2 5E-05 20 粒子 1 角膜混濁、血漿ChE活性阻害 日産衛
（1981）

3

1-193 チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジメチル
-Ｏ-（3-メチル-4-メチル
チオフェニル）

55-38-9 - 0.2 89 278.3 1E-05 25 粒子 0.2 コリンエステラーゼ活性阻害 ACGIH
（2007）

3

1-202 テトラヒドロメチル無水フ
タル酸

11070-
44-3

0.007
（0.015）

0.05
（0.1）

2 (　)は最大許
容濃度・常時
この濃度以下
に保つこと

0.0033 気体 0.05
（0.1）

喘息、気道感作 日産衛
（2002）

1

1-214 トリクロロニトロメタン 76-06-2 0.1 0.67 68 164.4 23.8 25 気体 0.67 眼刺激;肺水腫 ACGIH
（2007）

2

1-219 2,4,6-トリニトロトルエン
（トリニトロトルエン（全異

118-96-7 - 0.1 93 227.1 8E-06 25 粒子 0.1 血中メトヘモグロビン増加;肝損
傷;白内障

ACGIH
（2007）

2

1-225 o-トルイジン 95-53-4 1 4.4 91 107.2 0.26 25 気体 4.4 発がん 日産衛
（1991）

3

1-230 テトラエチル鉛（Pbとし
て）

78-00-2 - 0.075 65 323.4 0.26 25 気体 0.075 中枢神経障害 ACGIH
（2007）

1

1-230 鉛および鉛化合物（Pbと
して、アルキル鉛化合物
を除く）

- 0.1 82 無機物質 209.2 3E-09 25 粒子 0.1 中枢神経障害;末梢神経障害;
血液障害

ACGIH
（2007）

2

1-231 ニッケル 7440-02-
0

- 1 67 無機物質 58.71 4E-09 25 粒子 1 皮膚炎;じん肺 ACGIH
（2007）

3

1-232 ニッケルカルボニル 13463-
39-3

0.001 0.007 66 無機物質 170.7 気体 0.007 肺および鼻腔がん ACGIH
（2007）

1

1-237 p-ニトロクロロベンゼン 100-00-5 0.1 0.64 89 157.6 0.0219 25 気体 0.64 血中メトヘモグロビン増加 ACGIH
（2007）

2

2



作業環境（日本産業衛生学会許容濃度） 参考資料-8

No 物質名 CAS No. 許容濃
度

(ppm)

許容濃
度

(mg/m3)

提案
年度

備考 分子
量

蒸気圧
（mmHg）

蒸気圧の
温度（℃）

形態 判定許
容濃度
(mg/m3

)

症状 症状出
典

日産
衛クラ

ス

1-240 ニトロベンゼン 98-95-3 1 5 88 123.1 0.245 25 気体 5 血中メトヘモグロビン増加 ACGIH
（2007）

3

1-252 ヒ素およびヒ素化合物
（Asとして）

- 0.0003 0 無機物質、過
剰発がん生涯
リスクレベル
1E-04の場合

77.95 3E-09 25 粒子 ##### 肺がん ACGIH
（2007）

1

1-252 アルシン 7784-42-
1

0.01(0.1
)

0.032(0.3
2)

92 無機物質、(　)
は最大許容
濃度・常時こ
の濃度以下に
保つこと

77.95 11400 25 気体 0.032(
0.32)

末梢神経障害;血管障害;腎お
よび肝障害

ACGIH
（2007）

1

1-253 ヒドラジン（無水ヒドラジ
ンおよびヒドラジン一水
和物）

7803-57-
8

0.1 0.13
および
0.21

98 50.06 5.2 気体 0.13
およ
び

上部気道がん ACGIH
（2007）

2

1-262 o-フェニレンジアミン 95-54-5 - 0.1 99 108.1 0.0021 25 粒子 0.1 貧血 ACGIH
（2007）

2

1-263 p-フェニレンジアミン 106-50-3 - 0.1 97 108.1 0.005 25 粒子 0.1 上部気道刺激;皮膚感作 ACGIH
（2007）

2

1-264 m-フェニレンジアミン 108-45-2 - 0.1 99 108.1 0.0021 25 粒子 0.1 肝損傷;皮膚刺激 ACGIH
（2007）

2

1-283 フッ化水素 7664-39-
3

3 2.5 0 無機物質、最
大許容濃度・
常時この濃度
以下に保つこ

20.01 917.2 25 気体 2.5 上部気道,下部気道,皮膚およ
び眼刺激;フッ素沈着症;斑状歯

ACGIH
（2007）

3

1-287 2-ブロモプロパン 75-26-3 1 5 99 123 216.47 25 気体 5 卵巣、精巣、骨髄の障害 日産衛
（1999）

3

1-293 ヘキサメチレン=ジイソシ
アネート

822-06-0 0.005 0.034 95 168.2 0.03 25 気体 0.034 上部気道刺激;気道感作 ACGIH
（2007）

1

1-294 ベリリウムおよびベリリウ
ム化合物（Beとして）

- 0.002 63 無機物質 11.03 4E-09 25 粒子 0.002 発がん(肺);ベリリウム肺 ACGIH
（2007）

1

1-299 ベンゼン 71-43-2 0.1 - 97 過剰発がん生
涯リスクレベ
ル1E-04の場

78.12 94.8 25 気体 0.32 白血病 ACGIH
（2007）

2

1-300 1,2,4-ベンゼントリカルボ
ン酸1,2-無水物

552-30-7 - 0.04
（0.1）

98 (　)は最大許
容濃度・常時
この濃度以下
に保つこと

192.1 1E-05 25 粒子 0.04
（0.1）

気道感作 ACGIH
（2007）

2

3



作業環境（日本産業衛生学会許容濃度） 参考資料-8

No 物質名 CAS No. 許容濃
度

(ppm)

許容濃
度

(mg/m3)

提案
年度

備考 分子
量

蒸気圧
（mmHg）

蒸気圧の
温度（℃）

形態 判定許
容濃度
(mg/m3

)

症状 症状出
典

日産
衛クラ

ス

1-303 ペンタクロロフェノール 87-86-5 - 0.5 89 266.3 0.0001 25 粒子 0.5 上部気道刺激;中枢神経障害;
心臓障害;眼刺激

ACGIH
（2007）

3

1-304 三フッ化ホウ素 7637-07-
2

0.3 0.83 79 無機物質 67.81 36555 -13 気体 0.83 下部気道刺激;肺炎 ACGIH
（2007）

2

1-306 ポリ塩化ビフェニル（類） 12767-
79-2

- 0.01 6 5.9E-
11

粒子 0.01 塩素ざ瘡 日産衛
（2006）

1

1-311 マンガンおよびマンガン
化合物（Mnとして、有機
マンガン化合物を除く）

- 0.3 85 無機物質 54.94 4E-09 25 粒子 0.3 中枢神経障害 ACGIH
（2007）

3

1-338 メチル-1,3-フェニレン=ジ
イソシアネート（トルエン
ジイソシアネート類
（TDI））

584-84-9 0.005
（0.02）

0.035
（0.14）

92 (　)は最大許
容濃度・常時
この濃度以下
に保つこと

174.2 0.0135 25 気体 0.035
（0.14
）

気道感作;喘息;眼刺激 ACGIH
（2007）

1

1-340 4,4'-メチレンジアニリン 101-77-9 - 0.4 95 198.3 2.97 25 気体 0.4 肝損傷 ACGIH
（2007）

2

2-002 p-アニシジン 104-94-9 0.1 0.5 96 123.2 0.03 20 気体 0.5 血中メトヘモグロビン増加 ACGIH
（2007）

2

2-035 m-ジニトロベンゼン 99-65-0 0.15 1 94 168.1 0.0009 25 粒子 1 血中メトヘモグロビン増加;眼損
傷

ACGIH
（2007）

3

2-047 1,1,2,2,-テトラクロロエタ
ン

79-34-5 1 6.9 84 167.9 4.62 25 気体 6.9 肝損傷 ACGIH
（2007）

3

2-078 メチレンビス(4,1-フェニレ
ン）=ジイソシアネート

101-68-8 - 0.05 93 250.3 5E-06 25 粒子 0.05 気道感作 ACGIH
（2007）

2

128 臭素 7726-95-
6

0.1 0.65 64 無機物質 159.8 211.8 25 気体 0.65 上部気道刺激;肺損傷;下部気
道刺激

ACGIH
（2007）

2

ppmからmg/m3の換算は、1気圧、25℃では、1ppm＝（分子量　/　24.45）mg/m3
明らかに急性毒性に該当する物質は、症状（眼、上部気道、下部気道、皮膚刺激等）から判定した。

気体/粒子の判定は、有機物質は、蒸気圧が0.01mmHg（1.3Pa）以上で気体と判定（ただし、メチルテトラヒドロ無水フタル酸は、蒸気圧が0.003mmHgであるが、ppm単
位の許容濃度が設定されているため気体と判定）。
無機物質は、ppm単位の許容濃度が設定されている物質を気体と判定した（ただし、水銀蒸気は、ppm単位の許容濃度が設定されてないが、その名称から気体と判
定）

4



作業環境（ACGIH許容濃度） 参考資料-8

No 物質名 CAS No. 提案
年度

TWA値 単位 注 備
考

分子
量

蒸気圧
（mmHg

）

蒸気圧
の温度
（℃）

形態 判定
TWA(mg

/m3)

症状 症状出
典

ACGIH
クラス

1-002 アクリルアミド 79-06-1 2003 0.03 mg/

m3

(IFV
)

71.1 0.007 25 粒子 0.03 中枢神経障害 ACGIH
（2007）

2

1-007 アクリロニトリル 107-13-1 1997 2 ppm 53.1 108.5 25 気体 4.341 中枢神経障害;下部気道刺激 ACGIH
（2007）

3

1-014 o-アニシジン 90-04-0 1979 0.5 mg/

m3

123 0.08 25 粒子 0.5 血中メトヘモグロビン増加 ACGIH
（2007）

3

1-015 アニリン 62-53-3 1979 2 ppm 93.1 0.49 25 気体 7.618 血中メトヘモグロビン増加 ACGIH
（2007）

3

1-019 3-アミノ-1H-1,2,4-トリア
ゾール

61-82-5 1983 0.2 mg/

m3

84.1 4E-07 25 粒子 0.2 甲状腺異常 ACGIH
（2007）

3

1-025 スチビン 7803-52-
3

1990 0.1 ppm 124.7
8

気体 0.510 溶血現象:腎損傷;下部気道刺激 ACGIH
（2007）

2

1-026 石綿（石綿全種類） 1332-21-
4

1994 0.1 f/cc (F) じん肺;肺がん;中皮腫、石綿はACGIHの
TWA及び日産衛でppm、mg/m3で作業環境
が規定されていないが、前回の委員判断を
踏襲しクラス２とした

ACGIH
（2007）

2

1-027 3-イソシアナトメチル-
3,5,5-トリメチルシクロヘキ
シル=イソシアネート

4098-71-
9

1985 0.005 ppm 222.2
9

気体 0.045 気道感作 ACGIH
（2007）

1

1-037 Ｏ-エチル=Ｏ-4-ニトロフェ
ニル=フェニルホスホノチオ
アート

2104-64-
5

2000 0.1 mg/

m3

(I) 323 1E-06 25 粒子 0.1 コリンエステラーゼ活性阻害 ACGIH
（2007）

2

1-042 エチレンオキシド 75-21-8 1990 1 ppm 44.1 1314 25 気体 1.802 発がん;中枢神経障害 ACGIH
（2007）

3

1-045 エチレングリコールモノメチ
ルエーテル

109-86-4 2005 0.1 ppm 76.1 9.5 25 気体 0.311 造血機能障害;生殖機能障害 ACGIH
（2007）

2

1-051 1,1'-エチレン-2,2'-ビピリジ
ニウム=ジブロミド

85-00-7 1990 0.1 mg/

m3

(R) 344 2E-06 25 粒子 0.1 下部気道刺激;白内障 ACGIH
（2007）

2

1-051 1,1'-エチレン-2,2'-ビピリジ
ニウム=ジブロミド

85-00-7 1990 0.5 mg/

m3

(I) 344 2E-06 25 粒子 0.5 下部気道刺激;白内障 ACGIH
（2007）

3

1-054 エピクロロヒドリン 106-89-8 1994 0.5 ppm 92.5 16.44 25 気体 1.892 上部気道刺激;男性生殖機能障害 ACGIH
（2007）

3

1-057 2,3-エポキシプロピル=フェ
ニルエーテル

122-60-1 1992 0.1 ppm 150 0.01 25 気体 0.614 精巣機能障害 ACGIH
（2007）

2

1



作業環境（ACGIH許容濃度） 参考資料-8

No 物質名 CAS No. 提案
年度

TWA値 単位 注 備
考

分子
量

蒸気圧
（mmHg

）

蒸気圧
の温度
（℃）

形態 判定
TWA(mg

/m3)

症状 症状出
典

ACGIH
クラス

1-060 カドミウム 7440-43-
9

1990 0.01 mg/

m3

112 4E-09 25 粒子 0.01 腎損傷 ACGIH
（2007）

1

1-060 カドミウム化合物（Cdとし
て）

1990 0.002 mg/

m3

(R) 粒子 0.002 腎損傷 ACGIH
（2007）

1

1-064 銀の水溶性化合物（Agとし
て）

1992 0.01 mg/

m3

粒子 0.01 銀沈着症 ACGIH
（2007）

1

1-064 銀 7440-22-
4

1992 0.1 mg/

m3

108 4E-09 25 粒子 0.1 銀沈着症 ACGIH
（2007）

2

1-065 グリオキサール 107-22-2 1999 0.1 mg/

m3

(IFV
)

58 255 25 粒子 0.1 上部気道刺激;喉頭化生症 ACGIH
（2007）

2

1-069 クロム及び無機化合物（Cr
として）(不溶性Cr Ⅵ化合
物)

1991 0.01 mg/

m3

52 4E-09 25 粒子 0.01 上部気道刺激；発がん ACGIH
（2007）

1

1-069 クロム及び無機化合物（Cr
として）(水溶性Cr Ⅵ化合
物)

1991 0.05 mg/

m3

52 4E-09 25 粒子 0.05 肺がん ACGIH
（2007）

2

1-069 クロム酸鉛（Crとして） 7758-97-6 1990 0.012 mg/

m3

粒子 0.012 男性生殖機能障害；奇形発生；血管収縮 ACGIH
（2007）

2

1-069 クロム酸亜鉛（Crとして） 13530-65-
9

1992 0.01 mg/

m3

粒子 0.01 鼻腔がん ACGIH
（2007）

1

1-069 クロム酸ストロンチウム（Crと
して）

7789-06-2 1989 0.0005 mg/

m3

粒子 0.0005 がん ACGIH
（2007）

1

1-069 クロム酸カルシウム（Crとして） 13765-19-
0

1988 0.001 mg/

m3

粒子 0.001 肺がん ACGIH
（2007）

1

1-077 クロロエチレン 75-01-4 1997 1 ppm 62.5 2976 25 気体 2.556 肺がん;肝損傷 ACGIH
（2007）

3

1-082 2-クロロ-2',6'-ジエチル-Ｎ
-（メトキシメチル）アセトア
ニリド

15972-
60-8

2006 1 mg/

m3

* (IFV
)

270 2E-05 25 粒子 1 ヘモシデリン沈着症 ACGIH
（2007）

3

1-091 3-クロロプロペン 107-05-1 1990 1 ppm 76.5 367.9 25 気体 3.130 眼および上部気道刺激;肝および腎損傷 ACGIH
（2007）

3

1-099 五酸化バナジウム(V2O5と
して) (ダストまたはヒュー
ム)

1314-62-
1

1992 0.05 mg/

m3

‡ (R) 粒子 0.05 刺激;肺障害 ACGIH
（2007）

2

2



作業環境（ACGIH許容濃度） 参考資料-8

No 物質名 CAS No. 提案
年度

TWA値 単位 注 備
考

分子
量

蒸気圧
（mmHg

）

蒸気圧
の温度
（℃）

形態 判定
TWA(mg

/m3)

症状 症状出
典

ACGIH
クラス

1-100 コバルト及びその無機化合
物(Coとして)

1993 0.02 mg/

m3

58.9 4E-09 25 粒子 0.02 喘息;肺機能障害;心臓収縮作用 ACGIH
（2007）

2

1-100 コバルトカルボニル(Coとし
て)

10210-
68-1

1980 0.1 mg/

m3

粒子 0.1 肺水腫;脾臓損傷 ACGIH
（2007）

2

1-100 コバルトヒドロカルボニル
(Coとして)

16842-
03-8

1980 0.1 mg/

m3

粒子 0.1 肺水腫;肺損傷 ACGIH
（2007）

2

1-103 酢酸2-メトキシエチル 110-49-6 2005 0.1 ppm 118 2 20 気体 0.483 造血機能障害;生殖機能障害 ACGIH
（2007）

2

1-109 2-（ジエチルアミノ）エタノー
ル

100-37-8 1991 2 ppm 117 1.4 25 気体 9.586 上部気道刺激;中枢神経痙攣 ACGIH
（2007）

3

1-120 3,3'-ジクロロ-4,4'-ジアミノ
ジフェニルメタン

101-14-4 1991 0.01 ppm 267 3E-07 25 気体 0.109 膀胱がん;血中メトヘモグロビン増加 ACGIH
（2007）

2

1-137 1,3-ジクロロプロペン 542-75-6 2003 1 ppm 111 34 25 気体 4.539 腎損傷 ACGIH
（2007）

3

1-150 ジチオりん酸Ｏ-エチル-Ｏ-
（4-メチルチオフェニル）-Ｓ
-n-プロピル

35400-
43-2

1992 1 mg/

m3

‡ 322 1E-06 25 粒子 1 コリンエステラーゼ活性阻害 ACGIH
（2007）

3

1-151 ジチオりん酸Ｏ,Ｏ-ジエチル
-S-（2-エチルチオエチル）

298-04-4 2000 0.05 mg/

m3

(IFV
)

274 1E-04 25 粒子 0.05 コリンエステラーゼ活性阻害 ACGIH
（2007）

2

1-155 ジチオりん酸Ｏ,Ｏ-ジメチル
-Ｓ-1,2-ビス(エトキシカル
ボニル）エチル

121-75-5 2000 1 mg/

m3

(IFV
)

330 3E-06 25 粒子 1 コリンエステラーゼ活性阻害 ACGIH
（2007）

3

1-157 ジニトロトルエン 25321-
14-6

1993 0.2 mg/

m3

546 0.0004 25 粒子 0.2 心臓障害;生殖機能障害 ACGIH
（2007）

3

1-167 ジメチル=2,2,2-トリクロロ-
1-ヒドロキシエチルホスホ
ナート

52-68-6 1998 1 mg/

m3

(I) 257 8E-06 20 粒子 1 コリンエステラーゼ活性阻害 ACGIH
（2007）

3

1-168 1,1'-ジメチル-4,4'-ビピリジ
ニウム塩（次号に掲げるも
のを除く。）

4685-14-
7

1979 0.1 mg/

m3

(R) 257 1E-07 25 粒子 0.1 肺損傷 ACGIH
（2007）

2

1-168 1,1'-ジメチル-4,4'-ビピリジ
ニウム塩（次号に掲げるも
のを除く。）

4685-14-
7

1979 0.5 mg/

m3

257 1E-07 25 粒子 0.5 肺損傷 ACGIH
（2007）

3

1-175 水銀及び無機水銀化合物 1992 0.025 mg/

m3

粒子 0.025 中枢神経障害;腎損傷 ACGIH
（2007）

2

3



作業環境（ACGIH許容濃度） 参考資料-8

No 物質名 CAS No. 提案
年度

TWA値 単位 注 備
考

分子
量

蒸気圧
（mmHg

）

蒸気圧
の温度
（℃）

形態 判定
TWA(mg

/m3)

症状 症状出
典

ACGIH
クラス

1-175 アルキル水銀化合物 1992 0.01 mg/

m3

粒子 0.01 中枢および末梢神経障害;腎損傷 ACGIH
（2007）

1

1-176 有機スズ化合物 1992 0.1 mg/

m3

粒子 0.1 じん肺;眼および上部気道刺激;頭痛;吐き
気;悪心

ACGIH
（2007）

2

1-178 六フッ化セレン 7783-79-
1

1992 0.05 ppm 193 3E-09 25 気体 0.395 肺水腫 ACGIH
（2007）

2

1-182 チオフェノール 108-98-5 2001 0.1 ppm 110 1.93 25 気体 0.451 中枢神経障害;眼および皮膚刺激 ACGIH
（2007）

2

1-185 チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジエチル-
Ｏ-（2-イソプロピル-6-メチ
ル-4-ピリミジニル）

333-41-5 2000 0.01 mg/

m3

(IFV
)

304 9E-05 25 粒子 0.01 コリンエステラーゼ活性阻害 ACGIH
（2007）

1

1-188 チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジエチル-
Ｏ-（3,5,6-トリクロロ-2-ピリ
ジル）

2921-88-
2

2000 0.1 mg/

m3

(IFV
)

351 2E-05 25 粒子 0.1 コリンエステラーゼ活性阻害 ACGIH
（2007）

2

1-193 チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジメチル-
Ｏ-（3-メチル-4-メチルチオ
フェニル）

55-38-9 2005 0.05 mg/

m3

(IFV
)

278 1E-05 25 粒子 0.05 コリンエステラーゼ活性阻害 ACGIH
（2007）

2

1-203 テトラフルオロエチレン 116-14-3 1997 2 ppm 100 24540 25 気体 8.182 腎および肝損傷;肝および腎臓がん ACGIH
（2007）

3

1-214 トリクロロニトロメタン 76-06-2 1990 0.1 ppm 164 23.8 25 気体 0.672 眼刺激;肺水腫 ACGIH
（2007）

2

1-218 1,3,5-トリス(2,3-エポキシプ
ロピル)-1,3,5-トリアジン-
2,4,6(1Ｈ,3Ｈ,5Ｈ)-トリオン

2451-62-
9

1994 0.05 mg/

m3

粒子 0.05 男性生殖機能損傷 ACGIH
（2007）

2

1-219 2,4,6-トリニトロトルエン 118-96-7 1984 0.1 mg/

m3

227 8E-06 25 粒子 0.1 血中メトヘモグロビン増加;肝損傷;白内障 ACGIH
（2007）

2

1-222 トリブロモメタン 75-25-2 1988 0.5 ppm 253 5.4 25 気体 5.168 上部気道刺激;肝損傷 ACGIH
（2007）

3

1-225 o-トルイジン 95-53-4 1984 2 ppm 107 0.26 25 気体 8.766 発がん 日産衛
（1991）

3

1-225 m-トルイジン 108-44-1 1984 2 ppm 107 0.303 25 気体 8.766 眼,膀胱;および腎刺激;血中メトヘモグロビン
増加

ACGIH
（2007）

3

1-226 p-トルイジン 106-49-0 1984 2 ppm 107 0.2863 25 気体 8.766 血中メトヘモグロビン増加 ACGIH
（2007）

3

1-230 鉛及び無機鉛化合物（Pbと
して）

1991 0.05 mg/

m3

粒子 0.05 中枢神経障害;末梢神経障害;血液障害 ACGIH
（2007）

2

4



作業環境（ACGIH許容濃度） 参考資料-8

No 物質名 CAS No. 提案
年度

TWA値 単位 注 備
考

分子
量

蒸気圧
（mmHg

）

蒸気圧
の温度
（℃）

形態 判定
TWA(mg

/m3)

症状 症状出
典

ACGIH
クラス

1-230 テトラエチル鉛（Pbとして） 78-00-2 1992 0.1 mg/

m3

323 0.26 25 粒子 0.1 中枢神経障害 ACGIH
（2007）

2

1-230 テトラメチル鉛（Pbとして） 75-74-1 1992 0.15 mg/

m3

267 26 25 粒子 0.15 中枢神経障害 ACGIH
（2007）

3

1-232 水溶性ニッケル無機化合
物（他に収録されていない
もの）（Niとして）

1996 0.1 mg/

m3

(I) 粒子 0.1 肺損傷;鼻腔がん ACGIH
（2007）

2

1-232 不溶性ニッケル無機化合
物（他に収録されていない
もの）（Niとして）

1996 0.2 mg/

m3

(I) 粒子 0.2 肺がん ACGIH
（2007）

3

1-232 ニッケルカルボニル（Niとし
て）

13463-
39-3

1980 0.05 ppm 170.7
35

気体 0.349 肺および鼻腔がん ACGIH
（2007）

2

1-232 二硫化三ニッケル（Niとし
て）

12035-
72-2

1996 0.1 mg/

m3

(I) 粒子 0.1 肺がん ACGIH
（2007）

2

1-237 p-ニトロクロロベンゼン 100-00-5 1985 0.1 ppm 158 0.0219 25 気体 0.644 血中メトヘモグロビン増加 ACGIH
（2007）

2

1-240 ニトロベンゼン 98-95-3 1992 1 ppm 123 0.245 25 気体 5.035 血中メトヘモグロビン増加 ACGIH
（2007）

3

1-241 二硫化炭素 75-15-0 2005 1 ppm 76.1 359 25 気体 3.114 末梢神経障害 ACGIH
（2007）

3

1-244 ピクリン酸 88-89-1 1992 0.1 mg/

m3

229 8E-07 25 粒子 0.1 皮膚感作;皮膚炎;眼刺激 ACGIH
（2007）

2

1-248 ビス（ジチオりん酸）Ｓ,Ｓ'-メ
チレン-Ｏ,Ｏ,Ｏ',Ｏ'-テトラエ
チル

563-12-2 2000 0.05 mg/

m3

(IFV
)

384 2E-06 25 粒子 0.05 コリンエステラーゼ活性阻害 ACGIH
（2007）

2

1-252 砒素及びその無機化合物
（Asとして）

1990 0.01 mg/

m3

77.9 3E-09 25 粒子 0.01 肺がん ACGIH
（2007）

1

1-252 アルシン 7784-42-
1

2006 0.005 ppm * 77.9 11400 25 気体 0.016 末梢神経障害;血管障害;腎および肝障害 ACGIH
（2007）

1

1-252 ヒ酸鉛（Pb3(AsO4)2として） 3687-31-
8

1990 0.15 mg/

m3

粒子 0.15 胃腸損傷;中枢神経障害;腎損傷;血液障害 ACGIH
（2007）

3

1-253 ヒドラジン 302-01-2 1988 0.01 ppm 32 14.38 25 気体 0.013 上部気道がん ACGIH
（2007）

1

1-255 4-ビニル-1-シクロヘキセ
ン

100-40-3 1994 0.1 ppm 108 15.71 25 気体 0.442 女性生殖機能損傷;男性生殖機能損傷 ACGIH
（2007）

2

5



作業環境（ACGIH許容濃度） 参考資料-8

No 物質名 CAS No. 提案
年度

TWA値 単位 注 備
考

分子
量

蒸気圧
（mmHg

）

蒸気圧
の温度
（℃）

形態 判定
TWA(mg

/m3)

症状 症状出
典

ACGIH
クラス

1-259 ピリジン 110-86-1 1992 1 ppm 79.1 20.8 25 気体 3.235 皮膚刺激,肝および腎損傷 ACGIH
（2007）

3

1-262 o-フェニレンジアミン 95-54-5 1988 0.1 mg/

m3

108 0.0021 25 粒子 0.1 貧血 ACGIH
（2007）

2

1-263 p-フェニレンジアミン 106-50-3 1988 0.1 mg/

m3

108 0.005 25 粒子 0.1 上部気道刺激;皮膚感作 ACGIH
（2007）

2

1-264 m-フェニレンジアミン 108-45-2 1988 0.1 mg/

m3

108 0.0021 25 粒子 0.1 肝損傷;皮膚刺激 ACGIH
（2007）

2

1-268 1,3-ブタジエン 106-99-0 1994 2 ppm 54.1 2107 25 気体 4.425 発がん ACGIH
（2007）

3

1-283 ふっ化水素（Fとして） 7664-39-
3

2004 0.5 ppm 20 917.2 25 気体 0.409 上部気道,下部気道,皮膚および眼刺激;フッ
素沈着症;斑状歯

ACGIH
（2007）

2

1-291 6,7,8,9,10,10-ヘキサクロロ
-1,5,5ａ,6,9,9ａ-ヘキサヒドロ
-6,9-メタノ-2,4,3-ベンゾジ
オキサチエピン=3-オキシド

115-29-7 1990 0.1 mg/

m3

407 2E-07 25 粒子 0.1 肝損傷;中枢神経障害;腎損傷 ACGIH
（2007）

2

1-293 ヘキサメチレン=ジイソシア
ネート

822-06-0 1985 0.005 ppm 168 0.03 25 気体 0.034 上部気道刺激;気道感作 ACGIH
（2007）

1

1-294 ベリリウム及びその化合物
(Beとして）

0.002 mg/

m3

‡ 11 4E-09 25 粒子 0.002 発がん(肺);ベリリウム肺 ACGIH
（2007）

1

1-299 ベンゼン 71-43-2 1996 0.5 ppm 78.1 94.8 25 気体 1.597 白血病 ACGIH
（2007）

3

1-302 ペンタクロロニトロベンゼン 82-68-8 1988 0.5 mg/

m3

295 5E-05 20 粒子 0.5 肝損傷 ACGIH
（2007）

3

1-303 ペンタクロロフェノール 87-86-5 1992 0.5 mg/

m3

266 0.0001 25 粒子 0.5 上部気道刺激;中枢神経障害;心臓障害;眼
刺激

ACGIH
（2007）

3

1-304 ペンタボラン 19624-
22-7

1970 0.005 ppm 54.1 171 20 気体 0.011 中枢神経痙攣;中枢神経障害 ACGIH
（2007）

1

1-304 デカボラン 17702-
41-9

1979 0.05 ppm 108 0.05 25 気体 0.221 中枢神経痙攣;認識失調 ACGIH
（2007）

2

1-311 マンガン及び無機化合物
（Mnとして）

1992 0.2 mg/

m3

粒子 0.2 中枢神経障害 ACGIH
（2007）

3

6



作業環境（ACGIH許容濃度） 参考資料-8

No 物質名 CAS No. 提案
年度

TWA値 単位 注 備
考

分子
量

蒸気圧
（mmHg

）

蒸気圧
の温度
（℃）

形態 判定
TWA(mg

/m3)

症状 症状出
典

ACGIH
クラス

1-311 シクロペンタジエニルトリカ
ルボニルマンガン（Mnとし
て）

12079-
65-1

1992 0.1 mg/

m3

粒子 0.1 皮膚刺激;中枢神経障害 ACGIH
（2007）

2

1-311 2-メチルシクロペンタジエ
ニルマンガントリカルボニ
ル（Mnとして）

12108-
13-3

1970 0.2 mg/

m3

218 0.05 20 粒子 0.2 中枢神経障害;肺,肝および腎損傷 ACGIH
（2007）

3

1-321 メタクリロニトリル 126-98-7 1992 1 ppm 67.1 71.2 25 気体 2.744 中枢神経障害;眼および皮膚刺激 ACGIH
（2007）

3

1-323 N-メチルアニリン 100-61-8 1992 0.5 ppm 107 0.453 25 気体 2.191 血中メトヘモグロビン増加;中枢神経障害 ACGIH
（2007）

3

1-326 Ｎ-メチルカルバミン酸2-イ
ソプロポキシフェニル

114-26-1 1992 0.5 mg/

m3

209 1E-05 20 粒子 0.5 コリンエステラーゼ活性阻害 ACGIH
（2007）

3

1-327 Ｎ-メチルカルバミン酸2,3-
ジヒドロ-2,2-ジメチル-7-ベ
ンゾ［ｂ］フラニル

1563-66-
2

2001 0.1 mg/

m3

(IFV
)

221 5E-06 19 粒子 0.1 コリンエステラーゼ活性阻害 ACGIH
（2007）

2

1-338 メチル-1,3-フェニレン=ジイ
ソシアネート（トルエン2,4 ま
たは 2,6-ジイソシアナート
(または両者の混合物とし
て)

584-84-9 1992 0.005 ppm ‡ 174 0.01 20 気体 0.036 気道感作;喘息;眼刺激 ACGIH
（2007）

1

1-340 4,4'-メチレンジアニリン 101-77-9 1992 0.1 ppm 198 2.97 25 気体 0.811 肝損傷 ACGIH
（2007）

2

1-341 メチレンビス(4,1-シクロヘ
キシレン)=ジイソシアネート

5124-30-
1

1985 0.005 ppm 262.3
51

気体 0.054 気道感作;下部気道刺激 ACGIH
（2007）

1

1-349 りん酸1,2-ジブロモ-2,2-ジ
クロロエチル=ジメチル

300-76-5 2002 0.1 mg/

m3

(IFV
)

381 0.0002 20 粒子 0.1 コリンエステラーゼ活性阻害 ACGIH
（2007）

2

1-350 りん酸ジメチル=2,2-ジクロ
ロビニル

62-73-7 1998 0.1 mg/

m3

(IFV
)

221 0.0158 25 粒子 0.1 コリンエステラーゼ活性阻害 ACGIH
（2007）

2

1-351 りん酸ジメチル=（Ｅ）-1-メ
チル-2-(Ｎ-メチルカルバモ
イル)ビニル

6923-22-
4

2002 0.05 mg/

m3

(IFV
)

223 2E-06 20 粒子 0.05 コリンエステラーゼ活性阻害 ACGIH
（2007）

2

2-002 p-アニシジン 104-94-9 1979 0.5 mg/

m3

123 0.03 20 粒子 0.5 血中メトヘモグロビン増加 ACGIH
（2007）

3

2-009 インジウム及びその化合物
（Inとして）

7440-74-
6

1990 0.1 mg/

m3

粒子 0.1 肺水腫;肺炎;歯腐食;倦怠感 ACGIH
（2007）

2
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作業環境（ACGIH許容濃度） 参考資料-8

No 物質名 CAS No. 提案
年度

TWA値 単位 注 備
考

分子
量

蒸気圧
（mmHg

）

蒸気圧
の温度
（℃）

形態 判定
TWA(mg

/m3)

症状 症状出
典

ACGIH
クラス

2-015 4-オキシラニル-1,2-エポ
キシシクロヘキサン

106-87-6 1994 0.1 ppm 140 1.17 25 気体 0.573 女性生殖機能損傷;男性生殖機能損傷 ACGIH
（2007）

2

2-023 2-クロロプロピオン酸 598-78-7 1988 0.1 ppm 109 1.06 25 気体 0.444 男性生殖機能損傷 ACGIH
（2007）

2

2-034 4,6-ジニトロ-o-クレゾール
（ジニトロ-o-クレゾール）

534-52-1 1979 0.2 mg/

m3

198 0.0001 25 粒子 0.2 基礎代謝不全 ACGIH
（2007）

3

2-035 m-ジニトロベンゼン（ジニト
ロベンゼン全異性体)

99-65-0 1979 0.15 ppm 168 0.0009 25 気体 1.031 血中メトヘモグロビン増加;眼損傷 ACGIH
（2007）

3

2-043 1,1-ジメチルヒドラジン 57-14-7 1993 0.01 ppm 60.1 157 25 気体 0.025 上部気道刺激;鼻腔がん ACGIH
（2007）

1

2-044 タリウム及びその水溶性化
合物(Tlとして)

7440-28-
0

1992 0.1 mg/

m3

205 4E-09 25 粒子 0.1 脱毛症 ACGIH
（2007）

2

2-047 1,1,2,2-テトラクロロエタン 79-34-5 1995 1 ppm 168 4.62 25 気体 6.865 肝損傷 ACGIH
（2007）

3

2-050 テルル及びその化合物（他
に収録されていないもの）
(Teとして、水素化テルルを
除く)

13494-
80-9

1992 0.1 mg/

m3

粒子 0.1 口臭 ACGIH
（2007）

2

2-057 ビフェニル 92-52-4 1979 0.2 ppm 154 0.0089 25 気体 1.261 肺機機能障害 ACGIH
（2007）

3

2-065 2-プロピン-1-オール 107-19-7 1992 1 ppm 56.1 15.6 25 気体 2.293 眼刺激;肝および腎損傷 ACGIH
（2007）

3

2-070 ヘキサヒドロ-1,3,5-トリニト
ロ-1,3,5-トリアジン

121-82-4 1994 0.5 mg/

m3

222 4E-09 20 粒子 0.5 肝損傷 ACGIH
（2007）

3

2-072 ペンタデカフルオロオクタン
酸アンモニウム

3825-26-
1

1992 0.01 mg/

m3

粒子 0.01 肝損傷 ACGIH
（2007）

1

2-074 メチルヒドラジン 60-34-4 1991 0.01 ppm 46.1 50 25 気体 0.019 上部気道刺激;肺がん;眼刺激;肝損傷 ACGIH
（2007）

1

2-078 メチレンビス(4,1-フェニレ
ン）=ジイソシアネート

101-68-8 1985 0.005 ppm 250 5E-06 25 気体 0.051 気道感作 ACGIH
（2007）

1

25 Ｎ―イソプロピルアミノホス
ホン酸Ｏ―エチル―Ｏ―
（三―メチル―四―メチル
チオフェニル）（別名フェナミ

22224-
92-6

2005 0.05 mg/

m3

(IFV
)

303 1E-06 25 粒子 0.05 コリンエステラーゼ活性阻害 ACGIH
（2007）

2

37 四・四′―オキシビスベン
ゼンスルホニルヒドラジド

80-51-3 1997 0.1 mg/

m3

(I) 粒子 0.1 奇形発生 ACGIH
（2007）

2
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No 物質名 CAS No. 提案
年度

TWA値 単位 注 備
考

分子
量

蒸気圧
（mmHg

）

蒸気圧
の温度
（℃）

形態 判定
TWA(mg

/m3)

症状 症状出
典

ACGIH
クラス

91 ジクロロ酢酸 79-43-6 2002 0.5 ppm 129 0.1787 25 気体 2.637 上部気道および眼刺激;精巣機能障害 ACGIH
（2007）

3

120 ジメチルアミン 124-40-3 1989 5 ppm 45.1 1520 25 気体 9.220 上部気道刺激;胃腸損傷 ACGIH
（2007）

3

121 ジメチルカルバモイル＝ク
ロリド

79-44-7 2006 0.005 ppm * 108 1.95 25 気体 0.022 鼻腔がん;上部気道刺激 ACGIH
（2007）

1

128 臭素 7726-95-
6

1991 0.1 ppm 160 211.8 25 気体 0.654 上部気道刺激;肺損傷;下部気道刺激 ACGIH
（2007）

2

131 水素化テルフェニル 61788-
32-7

1990 0.5 ppm 238 気体 4.875 肝損傷 ACGIH
（2007）

3

149 一・一・二・二―テトラブロ
モエタン

79-27-6 2005 0.1 ppm (IFV
)

346 0.02 25 気体 1.414 眼および上部気道刺激;肺水腫;肝損傷 ACGIH
（2007）

3

151 テトラブロモメタン 558-13-4 1972 0.1 ppm 332 0.27 25 気体 1.356 肝損傷;眼,上部気道,および 皮膚刺激 ACGIH
（2007）

3

161 トリエチルアミン 121-44-8 1991 1 ppm 101 57.07 25 気体 4.139 視覚障害 ACGIH
（2007）

3

175 五－ニトロ－オルト－トルイ
ジン

99-55-8 2006 1 mg/

m3

* (I) 152 0.001 25 粒子 1 肝損傷 ACGIH
（2007）

3

179 二硫化メチル 624-92-0 2006 0.5 ppm * 94.2 28.7 25 気体 1.926 上部気道刺激;中枢神経障害 ACGIH
（2007）

3

190 Ｎ―メチル―二―ピロリドン 88-12-0 2000 0.05 ppm 111 0.114 25 気体 0.227 肝損傷 ACGIH
（2007）

2

194 フェニルヒドラジン 100-63-0 1988 0.1 ppm 108 0.026 25 気体 0.442 貧血;上部気道および皮膚刺激 ACGIH
（2007）

2

223 ヘキサクロロエタン 67-72-1 1990 1 ppm 237 0.21 20 気体 9.683 肝および腎損傷 ACGIH
（2007）

3

242 1-メチルナフタレン（1-メチ
ルナフタレン及び2-メチル
ナフタレン）

90-12-0 2006 0.5 ppm * 142 0.067 25 気体 2.908 下部気道刺激;肺損傷 ACGIH
（2007）

3

242 2-メチルナフタレン（1-メチ
ルナフタレン及び2-メチル
ナフタレン）

91-57-6 2006 0.5 ppm 142 0.055 25 気体 2.908 下部気道刺激;肺損傷 ACGIH
（2007）

3

266 りん酸ジ―ノルマル―ブチ
ル＝フェニル

2528-36-
1

1987 0.3 ppm 286 0.0002 25 気体 3.513 コリンエステラーゼ活性阻害;上部気道刺激 ACGIH
（2007）

3

TLVｓは作業環境中の化学物質濃度で、TWA（8時間荷重平均）およびSTEL（短時間暴露限界）がある。
PRTR物質選定には、答申でTWAを使用する旨明記されている。
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作業環境（ACGIH許容濃度） 参考資料-8

No 物質名 CAS No. 提案
年度

TWA値 単位 注 備
考

分子
量

蒸気圧
（mmHg

）

蒸気圧
の温度
（℃）

形態 判定
TWA(mg

/m3)

症状 症状出
典

ACGIH
クラス

‡ 提案中の値
* 2007年に新しく提案された値
(E) 石綿を含まない粒子状物質の濃度
(F) メンブランフィルターで捕集し、位相差顕微鏡で観察した吸入性繊維
(G) 多段分粒装置付き綿じんサンプラーで捕集測定した値
(I) 分粒装置付きサンプラーで捕集測定したインハラブル（吸入性）画分粒子の値
(IFV) インハラブル（吸入性）画分粒子及び蒸気の値
(L) あらゆる経路の暴露を可能な限り低レベルに抑えるような管理が必要
(O) 蒸気を捕集しないようなサンプリング法を使用すること
(P) エアロゾルに対する暴露が無視できる条件に限って適用可能
(R） 吸入性粒子
(T) ソーラシック（気管支）画分粒子
(V) 蒸気及びエアロゾルを含む

明らかに急性毒性に該当する物質は、症状（眼、上部気道、下部気道、皮膚刺激等）から判定した。

気体および蒸気のTLVｓは、ppmで決められているため、ppm単位の許容濃度が設定されている物質を気体と判定した。
 ppmからmg/m3の換算は、1気圧、25℃では、1ppm＝（分子量　/　24.45）mg/m3　に従った。
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生殖毒性 参考資料-9

No CASNO 物質名 EU生殖毒性分類
及びR警句（EU危
険物リスト_29次指

生殖ク
ラス

動物種 投与経路 エンドポイン
ト

毒性値 症状 出典

1-002 79-06-1 アクリルアミド Cat.3;R62 3 マウス 飲水 LOAEL 15mg/kg/d 一般毒性のみられない用量で、母動物の１
腹あたりの胎児数減少、雄の雌を妊娠させ
る能力の低下、着床前後の死胚数増加

CERI有害性評価書
（2004)

1-019 61-82-5 3-アミノ-1H-1,2,4-トリア
ゾール（別名アミトロー
ル）

Cat.3;R63 3 ラット／マウ
ス／ウサギ

混餌 NOAEL 75mg/kg/d 児の死亡率増加、吸収胚の増加、胎児の
奇形（無眼症、小眼球症）

DFGOT(2002)、
JMPR(1997)

1-023 106-92-
3

1-アリルオキシ-2,3-エ
ポキシプロパン

Cat.3;R62 3 ラット 吸入暴露 LOAEL 143mg/m3 雄の授精能力低下、妊娠黄体数の減少、
精子形態以上の発現率増加

CERI有害性評価書
（2005)

1-029 80-05-7 4,4'-イソプロピリデンジ
フェノール（別名ビスフェ
ノールＡ）

Cat.3;R62 3 ラット／マウ
ス

混餌 NOAEL 50mg/kg/d 産児数の減少、精嚢、精巣状態重量の減
少

CERI有害性評価書
（2005)

1-032 96-45-7 2-イミダゾリジンチオン
（2-イミダゾリジンチオ
ン）

Cat.2;R61 2 ラット／ウサ
ギ／ハムス
ター

混餌 LOAEL 10mg/kg/d 吸収胚の増加、胎児の脳重量減少、尿細
管の変性、胎児の死亡数増加、奇形（骨格
系、中枢神経系、肺）

IARC(2001)

1-044 110-80-
5

エチレングリコールモノ
エチルエーテル

Cat.2;R60-61 2 マウス／ウ
サギ／ラット

経口／吸
入

NOAEL 46mg/kg/d 仔動物の骨格異常と死亡率の上昇 環境省初期リスク評
価書（2003）

1-045 109-86-
4

エチレングリコールモノメ
チルエーテル

Cat.2;R60-61 2 マウス／
ラット

経口／吸
入／飲水

NOAEL 31.25mg/kg
/d

胎児の骨格系奇形、胎児の死亡、生児数
の減少

CERIハザードデータ
集（2001）

1-055 556-52-
5

2,3-エポキシ-1-プロパ
ノール

Cat.2;R60 2 マウス／
ラット

混餌 LOAEL 100mg/kg/d 精巣の萎縮、受精能の低下、胚、胎児の
吸収の増加、児の死亡、成長阻害

DFGOT（2003）、
ACGIH(2001)、CERIハ
ザードデータ集（2003)

1-060 7440-
43-9

カドミウム Cat.3;R62-63 3 ラット、マウ
ス

混餌 LOAEL 6.9ug/kg/d 同腹子数の減少，胎児の死亡，胎児の成
長阻害および奇形がみられ，新生児の成
長および運動能発達の阻害、親動物に対
する影響の情報なし

IARC（1993）

1-060 1306-
19-0

酸化カドミウム Cat.3;R62-63 3 ラット／マウ
ス

吸入 LOAEL 0.5mg/m3 胎児の優位な体重減少、親動物に一般毒
性の症状が見られている

NTP TOX39 (1995)

1-060 10108-
64-2

塩化カドミウム Cat.2;R60-61 2 ラット、マウ
ス

吸入 LOAEL 100ug/m3 異常精子の出現頻度の増加、胎児成長の
遅延、交尾率の低下、精細管壊死、親動
物に対する影響の情報なし

IARC（1993）

1-069 7778-
50-9

重クロム酸カリウム Cat.2;R60-61 2 マウス 混餌 LOAEL 30mg/kg/d 親の生殖能の低下、児動物の体重の減
少、生存率の低下

EU-RAR(2005)

1



生殖毒性 参考資料-9

No CASNO 物質名 EU生殖毒性分類
及びR警句（EU危
険物リスト_29次指

生殖ク
ラス

動物種 投与経路 エンドポイン
ト

毒性値 症状 出典

1-099 1314-
62-1

五酸化バナジウム Cat.3;R63 3 マウス／
ラット

経口（強
制）

LOAEL 18mg/kg/d 雄の受精能の低下、生存児数の減少、児
の骨格異常

CICAD(2001)、
NTP(2002)

1-101 111-15-
9

酢酸2-エトキシエチル
（別名エチレングリコー
ルモノエチルエーテルア
セテート）

Cat.2;R60-61 2 ラット 吸入暴露 LOAEL 1277mg/m3 胎児に内臓奇形（心奇形・臍帯）、骨格奇
形（癒合・波状肋骨）

CERIハザードデータ
集（2002）

1-103 110-49-
6

酢酸2-メトキシエチル
（別名エチレングリコー
ルモノメチルエーテルア
セテート）

Cat.2;R60-61 2 マウス 経口 NOAEL 250mg/kg/d 精細管の萎縮、精子、精子細胞、精母細
胞の著しい減少、吸収胚

CERIハザードデータ
集（2002）

1-130 330-55-
2

3-(3,4-ジクロロフェニ
ル)-1-メトキシ-1-メチル
尿素（別名リニュロン）

Cat.2;R61
Cat.3;R62

2 ラット 経口 NOAEL 1.25mg/kg/
d

受胎能力の低下、生存児数の減少 IRIS(2007)

1-157 25321-
14-6

ジニトロトルエン Cat.3;R62 3 マウス／
ラット

経口 LOAEL 150mg/kg/d 吸収胚及び死亡胎仔の増加、精巣重量の
減少と精子の形態異常

環境省初期リスク評
価書（2003）

1-157 121-14-
2

2,4-ジニトロトルエン Cat. 3;R62 3 マウス／
ラット

経口 LOAEL 150mg/kg/d 新生児生存率の低下、精細管の萎縮や重
度精子形成障害

CERI有害性評価書
(2004)

1-157 606-20-
2

2,6-ジニトロトルエン Cat. 3;R62 3 マウス 経口 NOAEL 7mg/kg/d 睾丸の萎縮に加え、精子形成能の低下や
精子形成欠如

環境省初期リスク評
価書（2005）

1-172 68-12-2 N,N-ジメチルホルムアミ
ド

Cat.2;R61 2 ラット／マウ
ス／ウサギ

経口（強制
／飲水）

NOAEL 50mg/kg/d 次世代に奇形 (口蓋裂、外脳症、水頭症、
蝶形骨欠損、癒合肋骨、尾欠損）

CERI有害性評価書
（2005)

1-181 62-56-6 チオ尿素 Cat.3;R63 3 マウス／
ラット

経口（強
制）

LOAEL 900mg/kg/d 胎児に甲状腺の過形成、中枢及び末梢神
経系への影響、骨格及び眼への影響

CERI有害性評価書
（2003)

1-227 108-88-
3

トルエン Cat.3;R63 3 ヒト／マウス
／ラット

吸入／経
口

LOAEL 1885mg/m3
、
650mg/kg/d

ヒトで自然流産の増加、妊婦のトルエン乱
用による新生児の発育異常・奇形、血漿中
の黄体形成ホルモン、テストステロン濃度
の減少
動物実験より死亡胎児・骨化遅延の増加、
胸骨分節の減少・未骨化、肋骨の奇形
（shift in rib profile）、過剰肋骨、骨格の発
達遅延 反射反応の遅延 学習障害

IRIS(2005)、EU-
RAR(2003)

1-230 10099-
74-8

硝酸鉛 Cat.1;R61
Cat.3;R62

1 ハムス
ター、ラット

静脈注射 LOAEL 50mg/kg 胚の死亡率上昇、仔動物の奇形 IARC(1980)

2



生殖毒性 参考資料-9

No CASNO 物質名 EU生殖毒性分類
及びR警句（EU危
険物リスト_29次指

生殖ク
ラス

動物種 投与経路 エンドポイン
ト

毒性値 症状 出典

1-230 78-00-2 四エチル鉛 Cat.1;R61
Cat.3;R62

1 マウス、ラッ
ト

記載なし 記載なし 胎児の死亡率上昇、体重減少、骨格異常 ACGIH(2001)

1-230 301-04-
2

酢酸鉛 Cat.1;R61
Cat.3;R62

1 ハムス
ター、マウス

静脈注射
／混餌

LOAEL 50mg/kg 胚の死亡率上昇、仔動物の奇形 IARC(1980)

1-232 13463-
39-3

ニッケルカルボニル Cat.2;R61 2 ラット、ハム
スター

吸入 LOAEL 60mg/m3 奇形（無眼球症、小眼球症、嚢胞肺、水腎
症、外脳症、肋骨融合、口蓋裂）、漿膜腔
の出血

IARC（1990）

1-240 98-95-3 ニトロベンゼン Cat.3;R62 3 ラット 吸入 NOAEL 50mg/m3 精巣の矮小、精細管の萎縮、精母細胞の
変性、受胎率の低下

NITE初期リスク評価
書(2005)

1-241 75-15-0 二硫化炭素 Cat.3;R62-63 3 ラット／ウサ
ギ

吸入／経
口

NOEAL/LO
AEL

（経口）
LOAEL=25m
g/kg/d
（吸入）
NOAEL=634
mg/m3

吸収胚の増加、生存胎児数減少、胸骨の
未骨化、着床率低下

CERI有害性評価書
（2004)

1-242 25154-
52-3

ノニルフェノール Cat.3;R62 3 ラット 混餌 NOAEL 10mg/kg/d 着床数及びF2生存児数の減少、血清中
FSH（卵胞刺激ホルモン）
濃度上昇、T3（トリヨードチロニ
ン）濃度低下

CERI有害性評価書
（2004)

1-270 84-74-2 フタル酸ジ-n-ブチル Cat.2;R61
Cat.3;R62

2 マウス／
ラット

経口（強制
／混餌）

LOAEL 52mg/kg/d 生殖能低下、精巣の萎縮、精子生産能の
低下、妊娠中期の流産、生産児数（率）の
低下、児動物に奇形（外表奇形、骨格奇
形）

CERI有害性評価書
（2004)

1-272 117-81-
7

フタル酸ビス（2-エチル
ヘキシル）

Cat.2;R60-61 2 マウス／
ラット

経口（強制
／混餌）

NOAEL 14mg/kg/d 胎児の生存率低下、骨格、内臓奇形の増
加、吸収胚、死亡胎児の増
加、妊娠率の低下、産児数及び生
存児数の減少

CERI有害性評価書
（2004)

1-273 85-68-7 フタル酸n-ブチル=ベン
ジル

Cat.2;R61
Cat.3;R62

2 ラット 経口（強制
／混餌）

NOAEL 20-
550mg/kg/d

睾丸の萎縮、睾丸及び副睾丸の変性、受
胎率の有意な低下、胎仔死亡率の増加、
奇形（尾、肋骨、胸骨及び脊椎の骨格）発
生率の増加

環境省初期リスク評
価書（2004）

1-276 17804-
35-2

Ｎ-［1-(Ｎ-n-ブチルカル
バモイル)-1Ｈ-2-ベンゾ
イミダゾリル］カルバミン
酸メチル(別名ベノミル)

Cat.2;R60-61 2 ラット 経口 NOAEL 12.5mg/kg/
d

奇形出現率の増加と水頭症 JMPR 255 (1995)

3



生殖毒性 参考資料-9

No CASNO 物質名 EU生殖毒性分類
及びR警句（EU危
険物リスト_29次指

生殖ク
ラス

動物種 投与経路 エンドポイン
ト

毒性値 症状 出典

1-287 75-26-3 2-ブロモプロパン Cat.1;R60 1 ヒト 吸入 ヒトの疫学
データのた
め、NOAEL

精子数の減少、月経停止 CERIハザードデータ
集（2002）

1-339 88-85-7 2-(1-メチルプロピル)-
4,6-ジニトロフェノール

Cat.2;R61
Cat.3;R62

2 マウス／
ラット

経口（強制
／混餌）

LOAEL 1mg/kg/d 胎児に小眼症、繁殖障害、精子数減少、精
原細胞の重篤な影響

CERIハザードデータ
集（2002）

2-028 60168-
88-9

2,4'-ジクロロ-α-(5-ピリ
ミジニル)ベンズヒドリル=
アルコール

Cat.3;R62-63 R64 3 ラット 経口 NOAEL 1mg/kg/d 妊娠率低下、分娩異常、出産率低下、妊
娠期間延長、仔動物の生存率低下

GHS３省分類の情報
源

2-030 1937-
37-7

ジナトリウム=4-アミノ-
3-［4'-（2,4-ジアミノフェ
ニルアゾ）-1,1'-ビフェニ
ル-4-イルアゾ］-5-ヒド
ロキシ-6-フェニルアゾ-
2,7-ナフタレンジスルホ
ナート

Cat.3;R63 3 ラット 静脈注射 LOAEL 40mg/kg/d 吸収胚の増加 IARC(1982)

29 149-57-
5

二―エチルヘキサン酸 Cat.3;R63 3 ラット 経口（混
餌）

NOAEL 100mg/kg/d 内反足，多指，腓骨欠如などの骨格異常 PATTY(2002)

65 107534-
96-3

（ＲＳ）－一－パラ－クロ
ロフェニルl－四・四－ジ
メチル－三－（一Ｈ－
一・二・四－トリアゾール
－一－イルメチル）ペン
タン－三－オール（別名
テブコナゾール）

Cat.3;R63 3 マウス 経口（混
餌）

NOAEL 10mg/kg/d 児の骨格異常 JMPR(1994)

66 88671-
89-0

二―（四―クロロフエニ
ル）―二―（一Ｈ―一・
二・四―トリアゾール―
一―イルメチル）ヘキサ
ンニトリル（別名ミクロブ
タニル）

Cat.3;R63 3 ラット NOAEL 9.28mg/kg/
d

精巣異状、骨格異常、児の体重増加の抑
制

IRIS(1995)

117 127-19-
5

Ｎ・Ｎ―ジメチルアセトア
ミド

Cat.2;R61 2 ウサギ 経口 NOAEL 300mg/kg/d 胎児に臓器や骨格の形成異常 SIDS(2001)

164 96-18-4 一・二・三―トリクロロプ
ロパン

Cat.2;R60 2 マウス 経口 NOAEL 30mg/kg/d 生殖能の低下 IARC（1995）

4



生殖毒性 参考資料-9

No CASNO 物質名 EU生殖毒性分類
及びR警句（EU危
険物リスト_29次指

生殖ク
ラス

動物種 投与経路 エンドポイン
ト

毒性値 症状 出典

176 88-72-2 オルト―ニトロトルエン Cat.3;R62 3 ラット 吸入 LOAEL 340mg/kg/d 精巣の変性、精子運動性の低下、精子数
の減少および雌の性周期の延長

DFGOT(1997)

221 106-94-
5

一－ブロモプロパン Cat.2;R60
Cat.3;R63

2 ラット 吸入 NOAEL 100ppm
(503mg/m3)

前立腺の重量減、精子の運動能の低下、
月経周期の延長

NTP-CERHR(2003)

222 569-64-
2

[四－[アルファ－[四－
（ジメチルアミノ）フェニ
ル]ベンジリデン]シクロ
ヘキサ－二・五－ジエン
－一－イリデン]ジメチル
アンモニウムクロライド
（別名　マラカイトグリー
ン）

Cat.3;R63 3 ウサギ 経口（混
餌）

LOAEL 5mg/kg/d 着床率の低下、胚の死亡、児の骨格異常 NTP TR 527(2005)

226 110-54-
3

ノルマル－ヘキサン Cat.3;R62 3 ラット 吸入 LOAEL 3520mg/m3 精子形成阻害を伴う精巣の組織傷害 EHC(1993)

250 10605-
21-7

メチル＝ベンゾイミダ
ゾール－二－イルカル
バマート

Cat.2;R60-61 2 ラット 経口 NOAEL 10mg/kg/d 妊娠率の低下、早産、精子数減少 EHC （1993）

5



感作性 参考資料-10

No CAS　No. 物質名 日本産業衛
生学会

（気道感作
性分類）

ACGIH EUリス
ク警句

感作
性クラ

ス

分類根拠

1-027 4098-71-9 3-イソシアナトメチル-3,5,5-トリメチル
シクロヘキシル=イソシアネート

R42 1 ヒトで感作性が報告されており（CERIハザードデータ集(2000)、ACGIH(2001)）、ALGY学会
(2004)で呼吸器感作性物質としてリストアップしていることに基づき，クラス1とした。

1-046 107-15-3 エチレンジアミン 2 R42 1 日本産業衛生学会気道感作性物質

1-066 111-30-8 グルタルアルデヒド 1 SEN R42 1 日本産業衛生学会気道感作性物質

1-068 クロム及び3価クロム化合物 2 1 日本産業衛生学会気道感作性物質、クロムおよびクロム化合物（Crとして）、当該物質自体な
いしその化合物を示すが、感作性に関与するすべての物質が同定されているわけではない。
Patty(1999)に「クロムめっき後、作業員の喘息」、「硫酸クロム暴露後の急性喘息」の記述があ
る。

1-069 6価クロム化合物 2 1 日本産業衛生学会気道感作性物質、クロムおよびクロム化合物（Crとして）、当該物質自体な
いしその化合物を示すが、感作性に関与するすべての物質が同定されているわけではない。

1-069 1333-82-0 クロム酸（無水） R42 1 ヒトへの健康影響の記述、無水クロム酸のフュームの吸入による気管支喘息が報告されてい
る（IRAC(1990)）。

1-100 コバルト及びその化合物 1 1 日本産業衛生学会気道感作性物質、コバルトおよびコバルト化合物（Coとして）、当該物質自
体ないしその化合物を示すが、感作性に関与するすべての物質が同定されているわけではな
い。

1-100 7440-48-4 コバルト R42 1 Patty(1999)に「著しい気管支反応」の記述がある。

1-100 7646-79-9 塩化コバルト（ＩＩ） R42 1 Patty(1999)に「即時型喘息様反応」の記述がある。

1-198 100-97-0 1,3,5,7-テトラアザトリシクロ[3.3.1.13.7]
デカン（別名ヘキサメチレンテトラミン）

R42 1 DFGOT(1993)の疫学事例報告にて、「喘息様症状」等がみられている。

1-202 11070-44-3 テトラヒドロメチル無水フタル酸 1 R42 1 日本産業衛生学会気道感作性物質

1-231 7440-02-0 ニッケル 2 1 日本産業衛生学会気道感作性物質、ニッケル、当該物質自体ないしその化合物を示すが、感
作性に関与するすべての物質が同定されているわけではない。Patty(1999)に「ニッケル作業
員の喘息」の記述がある。

1-232 ニッケル化合物 2 1 日本産業衛生学会気道感作性物質、ニッケル、当該物質自体ないしその化合物を示すが、感
作性に関与するすべての物質が同定されているわけではない。

1-232 7786-81-4 硫酸ニッケル（ＩＩ） R42 1 Patty(1999)に「フュームが気管支反応を誘発する」の記述がある。

1-258 110-85-0 ピペラジン 2 R42 1 日本産業衛生学会気道感作性物質

1-293 822-06-0 ヘキサメチレン=ジイソシアネート 1 R42 1 日本産業衛生学会気道感作性物質

1



感作性 参考資料-10

No CAS　No. 物質名 日本産業衛
生学会

（気道感作
性分類）

ACGIH EUリス
ク警句

感作
性クラ

ス

分類根拠

1-294 ベリリウム及びその化合物 1 1 日本産業衛生学会気道感作性物質、ベリリウムおよびベリリウム化合物（Beとして）、感作性
に関与するすべての物質が同定されているわけではない。ベリリウム化合物で、気管の症状と
して鼻咽頭炎等がみられたとの報告がある（IARC(1993)）

1-300 552-30-7 1,2,4-ベンゼントリカルボン酸1,2-無水
物

1 R42 1 日本産業衛生学会気道感作性物質

1-310 50-00-0 ホルムアルデヒド 2 SEN 1 日本産業衛生学会気道感作性物質

1-312 85-44-9 無水フタル酸 1 SEN R42 1 日本産業衛生学会気道感作性物質

1-313 108-31-6 無水マレイン酸 2 SEN R42 1 日本産業衛生学会気道感作性物質

1-320 80-62-6 メタクリル酸メチル 2 SEN 1 日本産業衛生学会気道感作性物質

1-338 26471-62-5 メチル-1,3-フェニレン=ジイソシアネー
ト（別名m-トリレンジイソシアネート）

1 SEN R42 1 トルエンジイソシアネート類は、日本産業衛生学会気道感作性物質

2-078 101-68-8 メチレンビス(4,1-フェニレン）=ジイソシ
アネート

1 R42 1 日本産業衛生学会気道感作性物質

172 3173-72-6 一・五－ナフタレンジイソシアナート R42 1 IUCLID（2000）に気管支誘発試験の結果、NDIによって喘息がみられたとの記述がある。

228 7727-54-0 ペルオキソ二硫酸アンモニウム R42 1 NICNAS (2001)、SIDS（2005）にヒトで吸入暴露により喘息症状が誘発されたとの症例報告が
あり、呼吸器感作性陽性と結論づけている。

228 7727-21-1 ペルオキソ二硫酸カリウム R42 1 NICNAS (2001)、SIDS（2005）にヒトで吸入暴露により喘息症状が誘発されたとの症例報告が
あり、呼吸器感作性陽性と結論づけている。

2



生態毒性 参考資料-11

NO CASNO 物質名_ 生物種 生物名（和名） 暴露
時間

単位1 エンド
ポイント

等
号

毒性値 単位2 出典 備考 水溶解度
（mg/L）

実測
値/
推定
値

加水分解半
減期（ｶｯｺ書き
は光分解）

試験困難物
質の種類

R警句 生態毒
性クラス

1-001 7733-02-0 硫酸亜鉛 魚類 カットスロート
トラウト

96 時間 LC50 0.061 mg/L EHC、2001 57.7(g/100gH
2O)

1

1-001 7646-85-7 塩化亜鉛 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.1 mg/L CERIハザードデータ集、2002 408(g/100gH2
O)

1

1-003 79-10-7 アクリル酸 藻類 セネデスムス 72 時間 ErC50 0.13 mg/L EHC191、1997 1000000 exp R50 1

1-003 7446-81-3 アクリル酸ナトリウム 藻類 セネデスムス 72 時間 ErC50 1.4 mg/L 環境省生態毒性試験報告 2

1-004 140-88-5 アクリル酸エチル 魚類 ヒメダカ 96 時間 LC50 1.16 mg/L CERI･NITE有害性評価書、 15000 exp NC 2

1-005 2439-35-2 アクリル酸2-（ジメチルアミノ）
エチル

藻類 セネデスムス 72 時間 ErC50 0.88 mg/L SIDS、2004 溶解 12.5時間 加水分解 1

1-006 96-33-3 アクリル酸メチル 魚類 シープスヘッド
ミノー

96 時間 LC50 1.1 mg/L CERI･NITE有害性評価書、
2006

49400 exp NC 2

1-007 107-13-1 アクリロニトリル 魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 9.3 mg/L CERI・NITE有害性評価書、 74500 exp R51-53 2

1-008 107-02-8 アクロレイン 魚類 ファットヘッドミ
ノー

96 時間 LC50 14 μg/L 環境省リスク評価第2巻、
2003

212000 exp R50 1

1-009 103-23-1 アジピン酸ビス　（2-エチルヘ
キシル）

甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.024 mg/L ECETOC,TR91,2003 0.0032 難水溶性

1-011 75-07-0 アセトアルデヒド 魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 2.1 mg/L CERI・NITE有害性評価書、 1000000 exp NC 2

1-013 78-67-1 2,2'-アゾビスイソブチロニトリ 藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 6.1 mg/L SIDS､2000 350 exp R52-53 2

1-014 90-04-0 o-アニシジン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 6800 μg/L 環境省リスク評価第2巻、 14000 exp NC 2

1-015 62-53-3 アニリン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 80 μg/L 環境省リスク評価第1巻、 36000 exp R50 1

1-016 141-43-5 2-アミノエタノール 藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 2.5 mg/L 環境省生態影響試験、1996 1000000 exp NC 2

1-018 120068-
37-3

5-アミノ-1-［2,6-ジクロロ-4-
（トリフルオロメチル）フェニル］
-3-シアノ-4-［（トリフルオロメ
チル）スルフィニル］ピラゾー
ル（別名フィプロニル）

藻類 緑藻 24-48 時間 ErC50 0.074 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 1.9 exp 1

1-019 61-82-5 3-アミノ-1H-1,2,4-トリアゾー
ル（別名アミトロール）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 1.54 mg/L EHC158、1994 280000 exp R51-53 2

1-021 591-27-5 m-アミノフェノール 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 447 μg/L 環境省リスク評価第2巻、 27000 exp R51-53 1

1-022 107-18-6 アリルアルコール 魚類 ファットヘッドミ
ノー

96 時間 LC50 320 μg/L 環境省リスク評価第2巻、
2003

1000000 exp R50 1

1-024 1322-98-1 デシルベンゼンスルホン酸ナ
トリウム(C=10)

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 9.95 mg/L EHC、1996 止水式、設定
濃度、硬度
=120、pH=7.4

1-024 27636-75-
5

ウンデシルベンゼンスルホン
酸ナトリウム(C=11)

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 1.15 mg/L EHC、1996 55.61 est

1-024 25155-30-
0

ドデシルベンゼンスルホン酸
ナトリウム(C=12)

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 3.5 mg/L EHC、1996 800 exp

1-024 26248-24-
8

トリデシルベンゼンスルホン酸
ナトリウム(C=13)

魚類 オオミジンコ 48 時間 LC50 0.20 mg/L EHC、1996 5.459 est

1-024 28348-61-
0

テトラデシルベンゼンスルホン
酸ナトリウム(C=14)

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 0.59 mg/L ECETOC,TR91,2003 1.706 est

1-028 78-79-5 イソプレン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 3.2 mg/L 環境省生態影響試験、2000 642 exp 揮発性 R52-53 2

1-029 80-05-7 4,4'-イソプロピリデンジフェ
ノール（別名ビスフェノールＡ）

魚類 ファッドヘッドミ
ノー

96 時間 LC50 4600 μg/L 環境省リスク評価第3巻、
2004

120 exp NC 2

1-030 25068-38-
6

4,4'-イソプロピリデンジフェ
ノールと1-クロロ-2,3-エポキ
シプロパンの重縮合物（別名
ビスフェノールＡ型エポキシ樹
脂）（液状のものに限る。）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 1.7 mg/L CERI･NITE有害性評価書、
2006

0.041 難水溶性 R51-53 1

1-031 4162-45-2 2,2'-{イソプロピリデンビス
[(2,6-ジブロモ-4,1-フェニレ
ン）オキシ］}ジエタノール

魚類 ファットヘッドミ
ノー

96 時間 LC50 0.54 mg/L EHC172、1996 0.0001593 est 難水溶性 1

1



生態毒性 参考資料-11

NO CASNO 物質名_ 生物種 生物名（和名） 暴露
時間

単位1 エンド
ポイント

等
号

毒性値 単位2 出典 備考 水溶解度
（mg/L）

実測
値/
推定
値

加水分解半
減期（ｶｯｺ書き
は光分解）

試験困難物
質の種類

R警句 生態毒
性クラス

1-034 76578-14-
8

エチル=2-［4-（6-クロロ-2-キ
ノキサリニルオキシ）フェノキ
シ］プロピオナート（別名キザ
ロホップエチル）

魚類 コイ 96 時間 LC50 0.293 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 0.3 exp 難水溶性 1

1-035 25319-90-
8

Ｓ-エチル=2-(4-クロロ-2-メチ
ルフェノキシ）チオアセタート
（別名フェノチオール又はＭＣ
ＰＡチオエチル）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 0.169 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 2.3 exp 1

1-036 36335-67-
8

Ｏ-エチル=Ｏ-(6-ニトロ-m-ト
リル)=sec-ブチルホスホルア
ミドチオアート（別名ブタミホ

藻類 緑藻 72 時間 EbC50 17 μg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 6.19 exp 1

1-037 2104-64-5 Ｏ-エチル=Ｏ-4-ニトロフェニ
ル=フェニルホスホノチオアー
ト（別名ＥＰＮ）

魚類 ファッドヘッドミ
ノー

4 日間 LC50 79 μg/L 環境省リスク評価第2巻、
2003

3.11 exp R50-53 1

1-038 40487-42-
1

N-(1-エチルプロピル)-2,6-ジ
ニトロ-3,4-キシリジン（別名ペ
ンディメタリン）

藻類 緑藻 72 時間 ErC50 24.3 μg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 0.3 exp 難水溶性 R50-53 1

1-039 2212-67-1 Ｓ-エチル=ヘキサヒドロ-1Ｈ-
アゼピン-1-カルボチオアート
（別名モリネート）

藻類 緑藻 72 時間 ErC50 0.0023 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 970 exp R50-53 1

1-040 100-41-4 エチルベンゼン 魚類 ニジマス 96 時間 LC50 4.2 mg/L CERI･NITE有害性評価書、 169 exp 揮発性 NC 1

1-046 107-15-3 エチレンジアミン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 3 mg/L SIDS、2003 1000000 exp NC 2

1-047 60-00-4 エチレンジアミン四酢酸 藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 6.0 mg/L 環境省生態影響試験、2002 1000 exp 2

1-048 12122-67-
7

Ｎ,Ｎ'-エチレンビス（ジチオカ
ルバミン酸）亜鉛（別名ジネ

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 0.97 mg/L EHC78、1988 10 exp 加水分解 NC 1

1-049 12427-38-
2

Ｎ,Ｎ'-エチレンビス（ジチオカ
ルバミン酸）マンガン（別名マ

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.189 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 6 est NC 1

1-050 8018-01-7 Ｎ,Ｎ'-エチレンビス(ジチオカル
バミン酸）マンガンとＮ,Ｎ'-エチ
レンビス(ジチオカルバミン酸）
亜鉛の錯化合物（別名マンコ
ゼブ又はマンゼブ）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.073 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 6.2 exp NC 1

1-053 2593-15-9 5-エトキシ-3-トリクロロメチル
-1,2,4-チアジアゾール（別名
エクロメゾール）

藻類 緑藻 72 時間 EC50 0.39 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 117 exp R50-53 1

1-058 111-87-5 1-オクタノール 甲殻類 ネコゼミジンコ
属の1種

48 時間 EC50 4200 μg/L 環境省リスク評価第2巻、
2003

540 exp 2

1-059 1806-26-4 p-オクチルフェノール 魚類 ヒメダカ 96 時間 LC50 0.0878 mg/L CERIハザードデータ集、2002 不溶 難水溶性 1

1-060
10325-94-7

硝酸カドミウム 魚類 ニジマス 96 時間 LC50 0.0066 mg/L EHC、1992 156(g/100gH2
O)

1

1-060 1306-19-0 酸化カドミウム 藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 79 μg/L EU RAR、2003 insoluble 1

1-060 10108-64-
2

塩化カドミウム 魚類 ニジマス 96 時間 LC50 0.003 mg/L ECETOC,TR91,2003 120(g/100gH2
O)

1

1-060 10124-36- 硫酸カドミウム 魚類 マスノサケ 96 時間 LC50 0.001 mg/L EHC、1992 1

1-063 1330-20-7 キシレン 魚類 ニジマス 96 時間 LC50 3.3 mg/L CERI・NITE有害性評価書、 106 exp NC 2

1-063 95-47-6 o-キシレン 藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 0.80 mg/L 環境省生態影響試験、1996 178 exp NC 1

1-063 108-38-3 m-キシレン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 2.3 mg/L CERI･NITE有害性評価書、 161 exp 2

1-063 106-42-3 p-キシレン 魚類 ｽﾄﾗｲﾌﾟﾄﾞﾊﾞｽ 96 時間 LC50 2 mg/L ECETOC,TR91,2003 162 exp 2

1-064 7761-88-8 硝酸銀 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.0006 mg/L CERIハザードデータ集、2002 234(g/100gH2
O)

1

1-066 111-30-8 グルタルアルデヒド 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 0.35 mg/L SIDS、1998 167200 est R50 1

1-067 1319-77-3 クレゾール 魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 10 mg/L CERI･NITE有害性評価書、 2

1-067 106-44-5 ｐ-クレゾール 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 1.4 mg/L EHC168、1995 21500 exp 2

2
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1-067 95-48-7 o-クレゾール 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 5 mg/L EHC168、1995 25900 exp NC 2

1-067 108-39-4 ｍ-クレゾール 魚類 カワマス 96 時間 LC50 7.6 mg/L CERIハザードデータ集、1998 23500 2

1-068 13548-38- 硝酸クロム 魚類 ニジマス 72 日間 NOEC 0.048 mg/L ECETOC,TR91,2003 very soluble 1

1-069 10588-01-
9

二クロム酸ナトリウム 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.112 mg/L EU RAR、2003 187(g/100gH2
O)

1

1-069 7778-50-9 重クロム酸カリウム 甲殻類 ミジンコ 48 時間 LC50 0.18 mg/L ECETOC,TR91,2003 15.1(g/100gH
2O)

1

1-071 95-51-2 o-クロロアニリン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 0.13 mg/L CERI･NITE有害性評価書、 8160 exp 1

1-072 106-47-8 p-クロロアニリン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.31 mg/L 環境省生態影響試験、2000 3900 exp R50-53 1

1-073 108-42-9 m-クロロアニリン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 350 μg/L 環境省リスク評価第3巻、 5400 exp 1

1-075 1912-24-9 2-クロロ-4-エチルアミノ-6-イ
ソプロピルアミノ-1,3,5-トリア
ジン（別名アトラジン）

藻類 緑藻 72 時間 EbC50 0.043 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 34.7 exp R50-53 1

1-076 51218-45-
2

2-クロロ-2'-エチル-Ｎ-（2-メ
トキシ-1-メチルエチル）-6'-メ
チルアセトアニリド（別名メトラ
クロール）

藻類 緑藻 72 時間 EbC50 0.1 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 530 exp 1

1-078 79622-59-
6

3-クロロ-N-(3-クロロ-5-トリ
フルオロメチル-2-ピリジル)-
α,α,α-トリフルオロ-2,6-ジ
ニトロ-p-トルイジン（別名フル

魚類 コイ 96 時間 LC50 0.15 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 1.76 exp 1

1-079 119446-
68-3

1-({2-［2-クロロ-4-（4-クロロ
フェノキシ）フェニル］-4-メチ
ル-1,3-ジオキソラン-2-イル}
メチル)-1Ｈ-1,2,4-トリアゾー
ル（別名ジフェノコナゾール）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.77 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 15 exp 1

1-080 79-11-8 クロロ酢酸 藻類 セネデスムス 72 時間 ErC50 0.033 mg/L CERI･NITE有害性評価書、 858000 exp R50 1

1-081 51218-49-
6

2-クロロ-2',6'-ジエチル-Ｎ-
（2-プロポキシエチル）アセト
アニリド（別名プレチラクロー

藻類 緑藻 72 時間 ErC50 0.0028 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 50 exp 1

1-082 15972-60-
8

2-クロロ-2',6'-ジエチル-Ｎ-
（メトキシメチル）アセトアニリド
（別名アラクロール）

藻類 緑藻 72 時間 EbC50 0.015 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 240 exp R50-53 1

1-083 97-00-7 1-クロロ-2,4-ジニトロベンゼ 藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 0.14 mg/L 環境省生態影響試験、1999 8 exp 1

1-089 95-49-8 o-クロロトルエン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.70 mg/L 環境省生態影響試験、2000 374 exp 揮発性 R51-53 1

1-090 122-34-9 2-クロロ-4,6-ビス（エチルアミ
ノ）-1,3,5-トリアジン（別名シマ
ジン又はＣＡＴ）

藻類 緑藻 72 時間 EbC50 0.042 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 6.2 exp R50-53 1

1-091 107-05-1 3-クロロプロペン（別名塩化ア
リル）

魚類 キンギョ 24 時間 LC50 10 mg/L ECETOC,TR91,2003 3370 exp 揮発性 R50(R根
拠データ
なし)

2

1-092 86598-92-
7

4-クロロベンジル=N-（2,4-ジ
クロロフェニル）-2-(1Ｈ-1,2,4-
トリアゾール-1-イル)チオアセ
トイミダート（別名イミベンコナ

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 0.185 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 1.7 exp 1

1-093 108-90-7 クロロベンゼン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 585.52 μg/L CICAD60、2004 498 exp 揮発性 R51-53 1

1-098 96491-05-
3

2-クロロ-N-(3-メトキシ-2-チ
エニル)-2',6'-ジメチルアセト
アニリド（別名テニルクロー

藻類 緑藻 72 時間 ErC50 0.03 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 11 exp 1

1-099 1314-62-1 五酸化バナジウム 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 1.45 mg/L CERIハザードデータ集、2002 0.07(g/100gH
2O)

R51-53 2

1-102 108-05-4 酢酸ビニル 魚類 ヒメダカ 96 時間 LC50 2.39 mg/L CERI･NITE有害性評価書、 20000 exp NC 2

1-104 90-02-8 サリチルアルデヒド 魚類 ファットヘッドミ
ノー

96 時間 LC50 2200 μg/L 環境省リスク評価第3巻、
2004

17000 exp 2

3
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1-105 102851-
06-9

α-シアノ-3-フェノキシベンジ
ル=N-(2-クロロ-α,α,α-トリ
フルオロ-p-トリル)-Ｄ-バリ
ナート（別名フルバリネート）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.0023 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 0.002 難水溶性 R50-53 1

1-106 51630-58-
1

α-シアノ-3-フェノキシベンジ
ル=2-(4-クロロフェニル)-3-メ
チルブチラート（別名フェンバ
レレート）

甲殻類 ミシッドシュリ
ンプ

96 時間 LC50 0.008 μg/L EHC95、1990 0.024 exp 難水溶性 1

1-108 74-90-8 シアン化水素（青酸、青酸ガ 魚類 ニジマス 96 時間 LC50 0.028 mg/L CERIハザードデータ集、2002 1000000 exp 1

1-108 151-50-8 シアン化カリウム（青酸カリ） 魚類 ニジマス 96 時間 LC50 0.041 mg/L CERI･NITE有害性評価書、 720000 exp 1

1-108 143-33-9 シアン化ナトリウム 魚類 ニジマス 96 時間 LC50 0.04 mg/L CERI･NITE有害性評価書、 34.9 est 1

1-110 28249-77-
6

Ｎ,Ｎ-ジエチルチオカルバミン
酸Ｓ-4-クロロベンジル（別名
チオベンカルブ又はベンチオ

藻類 緑藻 24-72 時間 ErC50 0.02 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 28 exp R50-53 1

1-111 125306-
83-4

N,N-ジエチル-3-（2,4,6-トリメ
チルフェニルスルホニル）-
1H-1,2,4-トリアゾール-1-カル
ボキサミド（別名カフェンスト

藻類 緑藻 72 時間 ErC50 0.0021 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 2.5 exp 1

1-112 56-23-5 四塩化炭素 藻類 緑藻 72 時間 ErC50 0.46 mg/L 環境省生態影響試験、2002 793 exp 揮発性 R52-53 1

1-115 95-33-0 N-シクロヘキシル-2-ベンゾ
チアゾールスルフェンアミド

藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 0.15 mg/L 環境省生態影響試験、1996 19.16 est 7.33時間 加水分解 R50-53 1

1-120 101-14-4 3,3'-ジクロロ-4,4'-ジアミノジ
フェニルメタン
（4,4'-ジアミノ-3,3'-ジクロロジ
フェニルメタン（別名4,4'-メチ
レンビス（2-クロロアニリン）））

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.25 mg/L CERI・NITE有害性評価書、
2005

13.9 exp R50-53 1

1-122 23950-58-
5

3,5-ジクロロ-N-(1,1-ジメチル
-2-プロピニル)ベンズアミド
（別名プロピザミド）

藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 3.4 mg/L 環境省生態影響試験、2003 15 exp R50-53(R
根拠デー
タなし)

2

1-125 106917-
52-6

2',4-ジクロロ-α,α,α-トリフ
ルオロ-4'-ニトロ-m-トルエン
スルホンアニリド（別名フルス
ルファミド）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.29 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 2.9 exp 1

1-126 82692-44-
2

2-[4-(2,4-ジクロロ-m-トルオ
イル)-1,3-ジメチル-5-ピラゾ
リルオキシ]-4-メチルアセト
フェノン（別名ベンゾフェナッ

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.383 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 0.13 exp (17.2時間) 光分解、難水 1

1-128 89-61-2 1,4-ジクロロ-2-ニトロベンゼ 魚類 コイ 96 時間 LC50 0.118 mg/L CERI･NITE有害性評価書、 14 exp 1

1-129 330-54-1 3-(3,4-ジクロロフェニル)-1,1-
ジメチル尿素（別名ジウロン又
はＤＣＭＵ）

藻類 緑藻 72 時間 EbC50 0.013 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 42 exp R50-53 1

1-130 330-55-2 3-(3,4-ジクロロフェニル)-1-メ
トキシ-1-メチル尿素（別名リ
ニュロン）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.12 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 75 exp R50-53 1

1-131 94-75-7 2,4-ジクロロフェノキシ酢酸
（別名2,4-Ｄ又は2,4-ＰＡ）

魚類 マスノスケ 96 時間 LC50 0.373 mg/L EH84C、1989 677 exp R52-53 1

1-135 78-87-5 1,2-ジクロロプロパン 甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 960 μg/L 環境省リスク評価第2巻、 2800 exp 揮発性 NC 2

1-136 709-98-8 3',4'-ジクロロプロピオンアニリ
ド（別名プロパニル又はＤＣＰ
Ａ）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 6.7 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 152 exp R50(R根
拠データ
なし)

2

1-137 542-75-6 1,3-ジクロロプロペン（別名Ｄ-
Ｄ）

魚類 シープスヘッド
ミノー

96 時間 LC50 0.068 mg/L CERIハザードデータ集、1997 2800 exp 2日 揮発性、加水R50-53 1

1-138 91-94-1 3,3'-ジクロロベンジジン
（3,3'-クロロベンジン）

魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 0.5 mg/L CaPSAR、1993 3.1 exp R50-53 1

4
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1-139 95-50-1 o-ジクロロベンゼン 甲殻類 ネコゼミジンコ
属の1種

48 時間 EC50 0.66 mg/L SIDS、2005 156 exp 揮発性 R50-53 1

1-140 106-46-7 p-ジクロロベンゼン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.7 mg/L CERI･NITE有害性評価書、 81.3 exp 揮発性 R50-53 1

1-141 71561-11-
0

2-[4-(2,4-ジクロロベンゾイ
ル)-1,3-ジメチル-5-ピラゾリ
ルオキシ]アセトフェノン（別名
ピラゾキシフェン）

魚類 コイ 96 時間 LC50 0.89 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 900 exp 1

1-142 58011-68-
0

4-(2,4-ジクロロベンゾイル)-
1,3-ジメチル-5-ピラゾリル=4-
トルエンスルホナート（別名ピ
ラゾレート）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.53 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 0.056 exp 難水溶性 1

1-143 1194-65-6 2,6-ジクロロベンゾニトリル
（別名ジクロベニル又はＤＢ

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 1.95 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 21.2 exp R51-53 2

1-145 75-09-2 ジクロロメタン（別名塩化メチ
レン）

魚類 ファットヘッドミ
ノー

96 時間 LC50 5.2 mg/L EHC84、1989 13000 exp 揮発性 NC 2

1-146 3347-22-6 2,3-ジシアノ-1,4-ジチアアント
ラキノン（別名ジチアノン）

魚類 コイ 96 時間 LC50 59.6 μg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 0.14 exp 難水溶性 R50-53 1

1-147 50512-35-
1

1,3-ジチオラン-2-イリデンマ
ロン酸ジイソプロピル（別名イ
ソプロチオラン）

魚類 ニジマス 96 時間 LC50 8100 μg/L 環境省リスク評価第2巻、
2003

54 exp 2

1-148 17109-49-
8

ジチオりん酸Ｏ-エチル-Ｓ,Ｓ-
ジフェニル（別名エディフェン
ホス又はＥＤＤＰ）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.021 ppm ＧＨＳ３省分類の情報源 56 exp (<3日) 光分解 R50-53 1

1-149 640-15-3 ジチオりん酸Ｓ-2-(エチルチ
オ)エチル-Ｏ,Ｏ-ジメチル（別
名チオメトン）

魚類 ニジマス 96 時間 LC50 8 mg/L PDS、1988 200 exp NC 2

1-150 35400-43-
2

ジチオりん酸Ｏ-エチル-Ｏ-
（4-メチルチオフェニル）-Ｓ-
n-プロピル（別名スルプロホ

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.75 ppb AQUIRE、2003 0.31 exp 難水溶性 1

1-151 298-04-4 ジチオりん酸Ｏ,Ｏ-ジエチル-
S-（2-エチルチオエチル）（別
名エチルチオメトン又はジス
ルホトン）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.033 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 16.3 exp (約2日) 光分解 R50-53 1

1-152 2310-17-0 ジチオりん酸Ｏ,Ｏ-ジエチル-
Ｓ-[(6-クロロ-2,3-ジヒドロ-2-
オキソベンゾオキサゾリニル)
メチル]（別名ホサロン）

魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 100 μg/L HSDB、2004 3.05 exp R50-53 1

1-153 34643-46-
4

ジチオりん酸Ｏ-2,4-ジクロロ
フェニル-Ｏ-エチル-S-プロピ
ル（別名プロチオホス）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.002 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 0.07 exp 難水溶性 1

1-154 950-37-8 ジチオりん酸Ｓ-（2,3-ジヒドロ
-5-メトキシ-2-オキソ-1,3,4-
チアジアゾール-3-イル）メチ
ル-O,O-ジメチル（別名メチダ
チオン又はＤＭＴＰ）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 1.1 μg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 187 exp R50-53 1

1-155 121-75-5 ジチオりん酸Ｏ,Ｏ-ジメチル-Ｓ
-1,2-ビス(エトキシカルボニ
ル）エチル（別名マラソン又は
マラチオン）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.72 μg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 143 exp R50-53 1

1-156 60-51-5 ジチオりん酸Ｏ,Ｏ-ジメチル-
S-[（Ｎ-メチルカルバモイル）
メチル]（別名ジメトエート）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 2 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 25000 exp NC 2

1-157 121-14-2 2,4-ジニトロトルエン 甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.02 mg/L CERI･NITE有害性評価書、 200 exp 1

1-157 606-20-2 2,6-ジニトロトルエン 甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.06 mg/L CERI･NITE有害性評価書、 182 est 1

1-157 610-39-9 3,4-ジニトロトルエン 甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.31 mg/L CERI･NITE有害性評価書、 100 exp 2

5



生態毒性 参考資料-11

NO CASNO 物質名_ 生物種 生物名（和名） 暴露
時間

単位1 エンド
ポイント

等
号

毒性値 単位2 出典 備考 水溶解度
（mg/L）

実測
値/
推定
値

加水分解半
減期（ｶｯｺ書き
は光分解）

試験困難物
質の種類

R警句 生態毒
性クラス

1-157 602-01-7 2,3-ジニトロトルエン 魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 0.33 mg/L CERI･NITE有害性評価書、 220 est 1

1-157 619-15-8 2,5-ジニトロトルエン 魚類 ファットヘッドミ
ノー

96 時間 LC50 1.3 mg/L CERI･NITE有害性評価書、
2004

220 est 2

1-158 51-28-5 2,4-ジニトロフェノール 魚類 ニジマス 96 時間 LC50 0.09 mg/L ECETOC TR91、2003 2790 exp R50 1

1-159 122-39-4 ジフェニルアミン 藻類 緑藻 72 時間 ErC50 360 μg/L 環境省リスク評価第3巻、 53 exp R50-53 1

1-161 55285-14-
8

Ｎ-ジブチルアミノチオ-N-メチ
ルカルバミン酸2,3-ジヒドロ-
2,2-ジメチル-7-ベンゾ［ｂ］フ
ラニル（別名カルボスルファ

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.00103 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 0.3 exp 難水溶性 R50-53 1

1-164 95-64-7 3,4-ジメチルアニリン 甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 16 μg/L 環境省リスク評価第3巻、 3800 exp 1

1-165 62850-32-
2

Ｎ,Ｎ-ジメチルチオカルバミン
酸Ｓ-4-フェノキシブチル（別
名フェノチオカルブ）

魚類 コイ 96 時間 LC50 0.0903 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 30 exp 1

1-166 1643-20-5 Ｎ,Ｎ-ジメチルドデシルアミン
=N-オキシド

藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 0.081 mg/L CERI･NITE有害性評価書、
2007

190000 exp 1

1-167 52-68-6 ジメチル=2,2,2-トリクロロ-1-
ヒドロキシエチルホスホナート
（別名トリクロルホン又は

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.38 μg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 120000 exp (3.2日) 光分解 R50-53 1

1-170 85785-20-
2

Ｎ-（1,2-ジメチルプロピル）-Ｎ
-エチルチオカルバミン酸S-ベ
ンジル（別名エスプロカルブ）

藻類 緑藻 72 時間 ErC50 0.066 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 4.9 exp 1

1-171 119-93-7 3,3'-ジメチルベンジジン（別名
o-トリジン）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 4.5 mg/L 環境省生態影響試験、2000 1300 exp R51-53 2

1-173 2597-03-7 2-［（ジメトキシホスフィノチオ
イル）チオ］-2-フェニル酢酸エ
チル（別名フェントエート又は

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.00025 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 11 exp R50-53 1

1-174 3861-47-0 3,5-ジヨード-4-オクタノイルオ
キシベンゾニトリル（別名アイ
オキシニル）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 11 ppb ＧＨＳ３省分類の情報源 0.009728 est 難水溶性 R50-53 1

1-176 688-73-3 トリブチルスズ オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.0002 mg/L ECETOC,TR91,2003 分解 1

1-176 77-58-7 ジブチルスズジ脂肪族モノカ
ルボン酸（Ｃ２－３１）塩’  ジブ
チルスズ＝ジラウラート

オオミジンコ 24 時間 LC50 0.66 mg/L ECETOC,TR91,2003 3 exp 1

1-176 1461-25-2 テトラブチルスズ オオミジンコ 24 時間 LC50 0.002 mg/L ECETOC,TR91,2003 0.00006396 est 1

1-176 57583-34-
3

モノメチルスズトリス（イソオク
チルチオグリコラート）

オオミジンコ 24 時間 LC50 2.9 mg/L ECETOC,TR91,2003 2

1-176 3542-36-7 二塩化ジオクチルチン オオミジンコ 24 時間 LC50 0.05 mg/L ECETOC,TR91,2003 1

1-176 683-18-1 二塩化ジブチルスズ スケレトネマ 72 時間 EC50 0.04 mg/L AQUIRE, 2003 92 exp 1

1-176 595-90-4 テトラフェニルスズ ファットヘッドミ
ノー

96 時間 LC50 0.0037 mg/L AQUIRE, 2003 0.00001269 est 1

1-176 1461-22-9 塩化トリブチルスズ Brevoortia
tyrannus

96 時間 LC50 0.0045 mg/L ECETOC,TR91,2003 17 exp 1

1-176 56-35-9 酸化トリブチルスズ オオミジンコ 48 時間 EC50 0.00167 mg/L AQUIRE,2003 19.5 exp 1

1-176 13121-70- シクロヘキサスズ オオミジンコ 48 時間 EC50 0.00017 mg/L AQUIRE, 2003 0.008237 est 1

1-177 100-42-5 スチレン 魚類 ファットヘッドミ
ノー

96 時間 LC50 4.02 mg/L CERI・NITE有害性評価書、
2004

310 exp NC 2

1-180 533-74-4 2-チオキソ-3,5-ジメチルテト
ラヒドロ-2Ｈ-1,3,5-チアジアジ
ン（別名ダゾメット）

魚類 ニジマス 96 時間 LC50 0.16 ppm AQUIRE、2003 3000 exp 1時間 加水分解 R50-53 1

1-181 62-56-6 チオ尿素 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 9 mg/L CERI･NITE有害性評価書、 142000 exp R51-53 2

1-182 108-98-5 チオフェノール 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.0044 mg/L 環境省生態影響試験、1999 835 exp 1

1-184 2636-26-2 チオりん酸Ｏ-4-シアノフェニ
ル-Ｏ,Ｏ-ジメチル（別名シアノ
ホス又はＣＹＡＰ）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 97 μg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 46 exp R50-53 1
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1-185 333-41-5 チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジエチル-Ｏ-
（2-イソプロピル-6-メチル-4-
ピリミジニル）（別名ダイアジノ

魚類 ニジマス 96 時間 LC50 0.09 mg/L EHC、1998 40 exp R50-53 1

1-186 119-12-0 チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジエチル-Ｏ-
（6-オキソ-1-フェニル-1,6-ジ
ヒドロ-3-ピリダジニル）（別名
ピリダフェンチオン）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.00051 mg/L 環境省生態影響試験、1997 100 exp 1

1-188 2921-88-2 チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジエチル-Ｏ-
（3,5,6-トリクロロ-2-ピリジル）
（別名クロルピリホス）

甲殻類 ネコゼミジンコ
属の1種

48 時間 LC50 5.8e-005 mg/L ECETOC TR91、2003 1.12 exp R50-53 1

1-189 18854-01-
8

チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジエチル-Ｏ-
(5-フェニル-3-イソオキサゾリ
ル)（別名イソキサチオン）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.11 μg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 1.9 exp R50-53 1

1-190 97-17-6 チオりん酸Ｏ-2,4-ジクロロフェ
ニル-Ｏ,Ｏ-ジエチル（別名ジ
クロフェンチオン又はＥＣＰ）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.00012 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 0.245 exp 難水溶性 R50-53 1

1-091 107-05-1 3-クロロプロペン（別名塩化ア
リル）

魚類 キンギョ 24 時間 LC50 10 mg/L ECETOC,TR91,2003 3370 exp 揮発性 R50(R根
拠データ
なし)

2

1-192 122-14-5 チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジメチル-Ｏ-
（3-メチル-4-ニトロフェニル）
（別名フェニトロチオン又はＭ

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 0.0086 mg/L EHC133、1992 38 exp R50-53 1

1-193 55-38-9 チオりん酸Ｏ,Ｏ-ジメチル-Ｏ-
（3-メチル-4-メチルチオフェニ
ル）（別名フェンチオン又はＭ
ＰＰ）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.00087 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 7.5 exp R50-53 1

1-194 5598-13-0 チオりん酸Ｏ-3,5,6-トリクロロ
-2-ピリジル-Ｏ,Ｏ-ジメチル
（別名クロルピリホスメチル）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.62 μg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 4.76 exp R50-53 1

1-195 41198-08-
7

チオりん酸Ｏ-4-ブロモ-2-ク
ロロフェニル-Ｏ-エチル-S-プ
ロピル（別名プロフェノホス）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.84 μg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 28 exp R50-53 1

1-196 26087-47-
8

チオりん酸S-ベンジル-Ｏ,Ｏ-
ジイソプロピル（別名イプロベ
ンホス又はＩＢＰ）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.2 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 400 exp R51-53(R
根拠デー
タなし)

1

1-199 1897-45-6 テトラクロロイソフタロニトリル
（別名クロロタロニル又はＴＰ

魚類 ニジマス 96 時間 LC50 10.5 μg/L 環境省リスク評価第2巻、
2003

0.6 exp 難水溶性 R50-53 1

1-200 127-18-4 テトラクロロエチレン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.602 mg/L CERI・NITE有害性評価書、
2005

206 exp 揮発性 R51-53(R
根拠デー
タなし)

1

1-202 11070-44-
3

テトラヒドロメチル無水フタル
酸

甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.94 mg/L SIDS、2005 容易に加水分
解されテトラヒ
ドロメチルフタ
ル酸となる
（SIDS(2005)）

約1.5分 加水分解 NC 2

1-204 137-26-8 テトラメチルチウラムジスル
フィド（別名チウラム又はチラ

魚類 ファットヘッドミ
ノー

96 時間 LC50 13.2 μg/L 環境省リスク評価第2巻、
2003

30 exp R50-53 1

1-206 120-61-6 テレフタル酸ジメチル 魚類 ファットヘッドミ
ノー

96 時間 LC50 9.6 mg/L SIDS、2005 19 exp 2

1-207 7758-99-8 硫酸銅・５水和物 オオミジンコ 48 時間 LC50 0.0105 mg/L ECETOC,TR91,2003 32000 exp 1

1-207 7758-98-7 硫酸銅（無水） オオミジンコ 48 時間 LC50 7 μg/L EHC、1998 96200 est 1

1-207 7447-39-4 塩化銅 オオミジンコ 48 時間 LC50 0.0088 mg/L ECETOC,TR91,2003 75.7(g/100gH
2O)

1

1-211 79-01-6 トリクロロエチレン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 7.40 mg/L CERI・NITE有害性評価書、 1280 exp 揮発性 R52-53 2
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1-213 トリクロロトリフルオロエタン
（別名ＣＦＣ-113）

魚類 ニジマス 96 時間 LC50 7.4 mg/L CERIハザードデータ集、1999 0.02g/100mL 2

1-214 76-06-2 トリクロロニトロメタン（別名ク
ロロピクリン）

魚類 ニジマス 96 時間 LC50 0.0165 mg/L CERIハザードデータ集、2001 1620 exp 揮発性 NC 1

1-215 115-32-2 2,2,2-トリクロロ-1,1-ビス(4-ク
ロロフェニル)エタノール（別名
ケルセン又はジコホル）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.096 mg/L 環境省生態影響試験、1998 0.8 exp 難水溶性 R50-53 1

1-216 55335-06-
3

(3,5,6-トリクロロ-2-ピリジル)
オキシ酢酸（別名トリクロピ

魚類 カラフトマス 96 時間 LC50 1.2 mg/L CETOC TR91、2003 440 exp 2

1-219 118-96-7 2,4,6-トリニトロトルエン 藻類 セレナストラム 96 時間 EC50 0.62 mg/L CERIハザードデータ集、2002 115 exp R51-53(R
根拠デー
タなし)

1

1-220 1582-09-8 α,α,α-トリフルオロ-2,6-ジ
ニトロ-Ｎ,N-ジプロピル-p-ト
ルイジン（別名トリフルラリン）

魚類 アトランティッ
クニシン

96 時間 LC50 ≦ 5 μg/L 環境省リスク評価第2巻、
2003

0.184 exp 難水溶性 R50-53 1

1-221 118-79-6 2,4,6-トリブロモフェノール 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.22 mg/L ECETOC TR91、2003 70 exp 1

1-222 75-25-2 トリブロモメタン（別名ブロモホ
ルム）

魚類 シープスヘッド
ミノー

96 時間 LC50 7100 μg/L 環境省リスク評価第2巻、
2003

3100 exp R51-53 2

1-223 3452-97-9 3,5,5-トリメチル-1-ヘキサノー 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 6.77 mg/L SIDS、2003 572 est 2

1-224 108-67-8 1,3,5-トリメチルベンゼン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 6000 μg/L 環境省リスク評価第2巻、 48.2 exp 揮発性 R51-53 2

1-225 95-53-4 o-トルイジン 甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.0126 mg/L CERI･NITE有害性評価書、 16600 exp 1

1-226 106-49-0 p-トルイジン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.046 mg/L CERI･NITE有害性評価書、 6500 exp R50 1

1-227 108-88-3 トルエン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 4.1 mg/L 環境省生態影響試験報告 密閉系、助剤
使用(HCO-
30：100mg/L)

526 exp 揮発性 NC 2

1-228 95-80-7 2,4-トルエンジアミン　（2,4-ジ
アミノトルエン）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 1.6 mg/L CERI･NITE有害性評価書、
2006

74820 est R51-53 2

1-233 139-13-9 ニトリロ三酢酸 藻類 セレナストラム 72 時間 NOEC 0.3 mg/L 環境省生態毒性試験報告、
1996

59060 exp 2

1-236 55-63-0 ニトログリセリン 魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 1.38 mg/L CERIハザードデータ集、2002 1380 exp R51-53 2

1-237 100-00-5 p-ニトロクロロベンゼン　（p-ク
ロロニトロベンゼン）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 2.7 mg/L CERI・NITE有害性評価書、
2004

225 exp R51-53 2

1-238 86-30-6 N-ニトロソジフェニルアミン 魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 5800 μg/L 環境省リスク評価第2巻、 35 exp 2

1-239 100-02-7 p-ニトロフェノール 魚類 ニジマス 96 時間 LC50 2.2 mg/L ECETOC TR91、2003 11600 exp NC 2

1-241 75-15-0 二硫化炭素 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 2100 μg/L 環境省リスク評価第2巻、 1180 exp 揮発性 NC 2

1-242 25154-52- ノニルフェノール 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.0848 mg/L CERI･NITE有害性評価書、 6.35 exp R50-53 1

1-245 1014-70-6 2,4-ビス(エチルアミノ)-6-メチ
ルチオ-1,3,5-トリアジン（別名
シメトリン）

藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 0.028 mg/L 環境省生態影響試験、1997 450 exp R50-53 1

1-246 10380-28-
6

ビス(8-キノリノラト)銅（別名オ
キシン銅又は有機銅）

藻類 緑藻 72 時間 ErC50 0.0762 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 0.07 exp 難水溶性 1

1-248 563-12-2 ビス（ジチオりん酸）Ｓ,Ｓ'-メチ
レン-Ｏ,Ｏ,Ｏ',Ｏ'-テトラエチル
（別名エチオン）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.056 ppb AQUIRE、2003 2 exp R50-53 1

1-249 137-30-4 ビス（Ｎ,Ｎ-ジメチルジチオカル
バミン酸）亜鉛（別名ジラム）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 0.14 mg/L EHC78、1988 65 exp 2日 加水分解 R50-53 1

1-250 64440-88-
6

ビス(Ｎ,Ｎ-ジメチルジチオカル
バミン酸）Ｎ,Ｎ'-エチレンビス
(チオカルバモイルチオ亜鉛)
（別名ポリカーバメート）

魚類 コイ 96 時間 LC50 0.91 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 5.05 1
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1-251 61789-80-
8

ビス（水素化牛脂）ジメチルア
ンモニウム=クロリド

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 0.16 mg/L CERI･NITE有害性評価書、
2006

＜0.001 難水溶性 1

1-252 1327-53-3 三酸化砒素 カラフトマス 96 時間 LC50 10 mg/L CERIハザードデータ集、2002 17000 exp 2

1-253 302-01-2 ヒドラジン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 160 μg/L 環境省リスク評価第1巻、 1000000 exp R50-53 1

1-254 123-31-9 ヒドロキノン 魚類 ファットヘッドミ
ノー

96 時間 LC50 792 μg/L 環境省リスク評価第2巻、
2003

72000 exp R50 1

1-255 100-40-3 4-ビニル-1-シクロヘキセン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 1.87 mg/L CERI･NITE有害性評価書、 50 exp 揮発性 2

1-256 100-69-6 2-ビニルピリジン 魚類 ヒメダカ 96 時間 LC50 6.5 mg/L 環境省生態影響試験、2001 27500 exp 2

1-257 55179-31-
2

1-(4-ビフェニリルオキシ)-
3,3-ジメチル-1-(1H-1,2,4-トリ
アゾール-1-イル)-2-ブタノー
ル（別名ビテルタノール）

魚類 コイ 96 時間 LC50 3.5 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 5 exp (0.9日) 光分解 2

1-259 110-86-1 ピリジン 藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 0.069 mg/L CERI･NITE有害性評価書、 1000000 exp NC 1

1-260 120-80-9 ピロカテコール（別名カテコー
ル）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 1.66 mg/L CERIハザードデータ集、2002 461000 exp NC 2

1-261 96-09-3 フェニルオキシラン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 1.9 mg/L 環境省生態影響試験、2002 3000 exp NC 2

1-262 95-54-5 o-フェニレンジアミン 藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 0.82 mg/L 環境省生態影響試験、2001 40400 exp R50-53 1

1-263 106-50-3 p-フェニレンジアミン 魚類 ファットヘッドミ
ノー

96 時間 LC50 0.06 mg/L CERIハザードデータ集、2002 37000 exp R50-53 1

1-264 108-45-2 m-フェニレンジアミン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 2.0 mg/L 環境省生態影響試験、2001 238000 exp R50-53(R
根拠デー
タなし)

2

1-265 156-43-4 p-フェネチジン 藻類 セレナストラム 72 時間 EC50 5.1 mg/L SIDS、1996 7510 est NC 2

1-266 108-95-2 フェノール 甲殻類 ネコゼミジンコ
属の1種

48 時間 LC50 3.1 mg/L EU-RAR、2002 82800 exp NC 2

1-267 52645-53-
1

3-フェノキシベンジル=3-（2,2-
ジクロロビニル）-2,2-ジメチル
シクロプロパンカルボキシラー
ト（別名ペルメトリン）

甲殻類 ミシッドシュリ
ンプ

96 時間 LC50 0.046 μg/L EHC94、1990 0.006 exp 難水溶性 R50-53 1

1-269 117-84-0 フタル酸ジ-n-オクチル 甲殻類 オオミジンコ 16 日間 NOEC 0.32 mg/L ECETOC,TR91,2003 0.022 exp 難水溶性

1-270 84-74-2 フタル酸ジ-n-ブチル 魚類 アメリカナマズ 96 時間 LC50 0.46 mg/L EU-RAR、2004 11.2 exp R50 1

1-271 3648-21-3 フタル酸ジ-n-ヘプチル 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.37 mg/L 環境省生態影響試験、1995 0.001832 est 難水溶性 1

1-272 117-81-7 フタル酸ビス（2-エチルヘキシ
ル）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.37 mg/L EU-RAR、2001 助剤：アセト
ン、水溶解度
（0.003mg/L
（EU-RAR、
2001））まで
の濃度で急
性毒性が報
告されていな

0.003 難水溶性 NC

1-273 85-68-7 フタル酸n-ブチル=ベンジル 魚類 シャイナー
パーチ

96 時間 LC50 510 μg/L CICAD17、1999 2.69 exp R50-53 1

1-274 69327-76-
0

2-tert-ブチルイミノ-3-イソプ
ロピル-5-フェニルテトラヒドロ
-4Ｈ-1,3,5-チアジアジン-4-オ
ン（別名ブプロフェジン）

魚類 コイ 96 時間 LC50 0.527 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 0.9 exp 難水溶性 1

1-275 112410-
23-8

N-tert-ブチル-N'-(4-エチル
ベンゾイル)-3,5-ジメチルベン
ゾヒドラジド（別名テブフェノジ

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 3.8 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 0.83 exp 難水溶性 R51-53 2
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生態毒性 参考資料-11
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R警句 生態毒
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1-276 17804-35-
2

Ｎ-［1-(Ｎ-n-ブチルカルバモ
イル)-1Ｈ-2-ベンゾイミダゾリ
ル］カルバミン酸メチル(別名

魚類 アメリカナマズ 96 時間 LC50 0.012 mg/L EHC148、1993 3.8 exp 加水分解 R50-53 1

1-277 122008-
85-9

ブチル=（Ｒ）-2-［4-（4-シアノ
-2-フルオロフェノキシ）フェノ
キシ］プロピオナート（別名シ
ハロホップブチル）

魚類 コイ 96 時間 LC50 1.13 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 0.44 難水溶性 2

1-278 134098-
61-6

tert-ブチル=4-({[(1,3-ジメチ
ル-5-フェノキシ-4-ピラゾリ
ル)メチリデン]アミノオキシ}メ
チル)ベンゾアート（別名フェン
ピロキシメート）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.00328 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 0.015 1

1-279 2312-35-8 2-（4-tert-ブチルフェノキシ）
シクロヘキシル=2-プロピニル
=スルフィット（別名プロパル
ギット又はＢＰＰＳ）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.014 ppm ＧＨＳ３省分類の情報源 0.5 exp 難水溶性 R50-53 1

1-280 96489-71-
3

2-tert-ブチル-5-(4-tert-ブ
チルベンジルチオ)-4-クロロ-
3(2H)-ピリダジノン（別名ピリ

魚類 コイ 96 時間 LC50 0.00338 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 0.012 exp 難水溶性 R50-53 1

1-281 119168-
77-3

Ｎ-（4-tert-ブチルベンジル）-
4-クロロ-3-エチル-1-メチル
ピラゾール-5-カルボキサミド
（別名テブフェンピラド）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.046 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 2.6 exp 1

1-282 95-31-8 N-(tert-ブチル)-2-ベンゾチ
アゾールスルフェンアミド

藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 0.071 mg/L SIDS、2004 難溶 1.8時間 加水分解、難 1

1-284 12071-83-
9

Ｎ,Ｎ'-プロピレンビス（ジチオカ
ルバミン酸）と亜鉛の重合物
（別名プロピネブ）

藻類 緑藻 72 時間 ErC50 0.022 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 ＜10 1

1-288 74-83-9 ブロモメタン（別名臭化メチ 魚類 グッピー 96 時間 LC50 0.3 mg/L CERIハザードデータ集、2002 15200 exp 揮発性 R50 1

1-289 13356-08-
6

ヘキサキス(2-メチル-2-フェ
ニルプロピル)ジスタノキサン
（別名酸化フェンブタスズ）

魚類 コイ 96 時間 LC50 2.0 μg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 0.0127 exp 難水溶性、揮R50 1

1-291 115-29-7 6,7,8,9,10,10-ヘキサクロロ-
1,5,5ａ,6,9,9ａ-ヘキサヒドロ-
6,9-メタノ-2,4,3-ベンゾジオキ
サチエピン=3-オキシド（別名
エンドスルファン又はベンゾエ

魚類 ニジマス 96 時間 LC50 1.4 μg/L EHC、1990 0.325 exp 難水溶性 R50-53 1

1-297 100-44-7 ベンジル=クロリド（別名塩化
ベンジル）

魚類 ファッドヘッドミ
ノー

96 時間 LC50 5000 μg/L 環境省リスク評価第3巻、
2004

525 exp 15時間、40時間加水分解 NC 2

1-298 100-52-7 ベンズアルデヒド 魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 1070 μg/L 環境省リスク評価第2巻、 6570 exp NC 2

1-299 71-43-2 ベンゼン 魚類 ニジマス 96 時間 LC50 5.3 mg/L EU-RAR、2003 1790 exp 揮発性 NC 2

1-301 73250-68-
7

2-（2-ベンゾチアゾリルオキ
シ）-N-メチルアセトアニリド
（別名メフェナセット）

藻類 緑藻 72 時間 ErC50 0.226 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 4 exp R51-53 1

1-302 82-68-8 ペンタクロロニトロベンゼン
（別名キントゼン又はＰＣＮＢ）

魚類 ヒメダカ 96 時間 LC50 0.32 mg/L 環境省生態影響試験報告 0.44 exp 難水溶性 R50-53 1

1-303 87-86-5 ペンタクロロフェノール 魚類 ゼブラフィッ
シュ

96 時間 LC50 30 μg/L 環境省リスク評価第1巻、
2002

14 exp R50-53 1

1-307 9002-92-0 ポリ(オキシエチレン)=アルキ
ル=エーテル（C=12-13)

オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.24 mg/L ECETOC,TR91,2003 可溶（ポリ（オキ
シエチレン） ド
デシルエーテ
ル、エチレンオ
キシドの付加モ
ル数10のもの）

2
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生態毒性 参考資料-11
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1-307 ポリ（オキシエチレン)=アルキ
ルエーテル（アルキル基の炭
素数が12から15までのもの及
びその混合物に限る。）

ミジンコ 48 時間 LC50 0.1 mg/L CERI･NITE有害性評価書、
2005

2

1-307 27306-79-
2

ポリ(オキシエチレン)=アルキ
ル=エーテル（C=14-15)

オオミジンコ 48 時間 LC50 0.29 mg/L ECETOC,TR91,2003 可溶（ポリ（オキ
シエチレン） ド
デシルエーテ
ル、エチレンオ
キシドの付加モ
ル数10のもの）

1

1-308 9036-19-5 ポリﾘ(オキシエチレン)=p-
tert-オクチルフェニル=エーテ
ル

ブルーギル 96 時間 LC50 2.8-3.2 mg/L CERI･NITE有害性評価書、
2005

易溶（エチレン
オキシドの付加
モル数9、40の
もの）

2

1-308 9002-93-1 ポリ(オキシエチレン)=4-オク
チルフェニル=エーテル

ブルーギル 96 時間 LC50 3 mg/L ECETOC,TR91,2003 易溶（エチレン
オキシドの付加
モル数9、40の
もの）

2

1-309 9016-45-9 ポリ(オキシエチレン)=ノニル
フェニルエーテル

魚類 ブラウンマス 96 時間 LC50 1 mg/L CERI･NITE有害性評価書、
2005

ポリ（オキシ
エチレン）=ノ
ニルフェニル
エーテルはエ
チレンオキシ
ド鎖長が短く
なるほど毒性
が強くなる

エチレンオキシ
ドの付加モル数
の増加によりに
水溶解性は増
加し、付加モル
数が7以上で水
に可溶

1

1-310 50-00-0 ホルムアルデヒド 魚類 ストライプトバ
ス

96 時間 LC50 1.8 mg/L CICAD40、2002 400000 exp NC 2

1-315 688-84-6 メタクリル酸2-エチルヘキシ 魚類 ヒメダカ 96 時間 LC50 2780 μg/L 環境省リスク評価第3巻、 5.922 est 揮発性 2

1-316 106-91-2 メタクリル酸2,3-エポキシプロ
ピル

魚類 ヒメダカ 96 時間 LC50 2.8 mg/L 環境省生態影響試験、1996 16500 est NC 2

1-318 2867-47-2 メタクリル酸2-（ジメチルアミ
ノ）エチル

藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 9 mg/L 環境省生態影響試験、1997 106100 est 加水分解 NC 2

1-319 97-88-1 メタクリル酸n-ブチル 魚類 ヒメダカ 96 時間 LC50 5570 μg/L 環境省リスク評価第2巻、 800 exp NC 2

1-322 89269-64-
7

(Z)-2'-メチルアセトフェノン
=4,6-ジメチル-2-ピリミジニル
ヒドラゾン（別名フェリムゾン）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 6.2 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 162 exp 2

1-323 100-61-8 N-メチルアニリン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 5.5 mg/L CERIハザードデータ集、2002 5620 exp R50-53(R
根拠デー
タなし)

2

1-324 556-61-6 メチル=イソチオシアネート 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.055 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 7600 exp R50-53 1

1-325 2631-40-5 N-メチルカルバミン酸2-イソ
プロピルフェニル（別名イソプ
ロカルブ又はＭＩＰＣ）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 24 μg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 400 exp R50-53 1

1-326 114-26-1 Ｎ-メチルカルバミン酸2-イソ
プロポキシフェニル（別名プロ
ポキスル又はＰＨＣ）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.15 mg/L IUCLID、2000 1860 exp R50-53 1

1-327 1563-66-2 Ｎ-メチルカルバミン酸2,3-ジ
ヒドロ-2,2-ジメチル-7-ベンゾ
［ｂ］フラニル（別名カルボフラ

魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 80 μg/L PDS 320 exp R50-53 1

1-328 2655-14-3 N-メチルカルバミン酸3,5-ジメ
チルフェニル（別名XMC）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.0301 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 470 exp NC 1

1-329 63-25-2 N-メチルカルバミン酸1-ナフ
チル（別名カルバリル又はＮＡ

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 5.6 μg/L EHC153、1994 110 exp R50 1
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1-330 3766-81-2 Ｎ-メチルカルバミン酸2-sec-
ブチルフェニル（別名フェノブ
カルブ又はＢＰＭＣ）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.0103 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 420 exp R50-53 1

1-332 33089-61-
1

3-メチル-1,5-ジ(2,4-キシリ
ル)-1,3,5-トリアザペンタ-1,4-
ジエン（別名アミトラズ）

魚類 コイ 96 時間 LC50 0.552 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 1 exp 難水溶性 R50-53 1

1-333 144-54-7 Ｎ-メチルジチオカルバミン酸
（別名カーバム）

藻類 緑藻 72 時間 EbC50 0.062 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 1368000 1

1-334 2439-01-2 6-メチル-1,3-ジチオロ[4,5-b]
キノキサリン-2-オン

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.015 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 1 exp 難水溶性 R50-53 1

1-335 98-83-9 α-メチルスチレン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 2.6 mg/L 環境省生態影響試験、1996 116 exp 揮発性 R51-53 2

1-338 26471-62-
5

メチル-1,3-フェニレン=ジイソ
シアネート（別名m-トリレンジ
イソシアネート）

魚類 マダイ 96 時間 LC50(
加水分
解物で
あるト
ルエン
ジアミ

0.153 mg/L CERI・NITE有害性評価書、
2006

37.57 est R52-53 1

1-339 88-85-7 2-(1-メチルプロピル)-4,6-ジ
ニトロフェノール

魚類 アメリカナマズ 96 時間 LC50 0.028 mg/L CERIハザードデータ集、2002 52 exp R50-53 1

1-340 101-77-9 4,4'-メチレンジアニリン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.105 mg/L CERIハザードデータ集、1997 1000 exp R51-53 1

1-341 5124-30-1 メチレンビス(4,1-シクロヘキシ
レン)=ジイソシアネート

魚類 ゼブラフィッ
シュ

96 時間 LC50 1.2 mg/L CERIハザードデータ集、2002 NC 2

1-342 88678-67-
5

N-(6-メトキシ-2-ピリジル）-Ｎ
-メチルチオカルバミン酸Ｏ-
3-tert-ブチルフェニル（別名
ピリブチカルブ）

藻類 緑藻 72 時間 EbC50 0.0977 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 0.32 exp 難水溶性 1

1-349 300-76-5 りん酸1,2-ジブロモ-2,2-ジク
ロロエチル=ジメチル（別名ナ
レド又はＢＲＰ）

魚類 ニジマス 96 時間 LC50 195 μg/L HSDB、2004 1.5 exp ≦25時間 加水分解 R50 1

1-350 62-73-7 りん酸ジメチル=2,2-ジクロロ
ビニル（別名ジクロルボス又
はＤＤＶＰ）

甲殻類 ミジンコ 48 時間 LC50 0.000047 mg/L CERI･NITE有害性評価書、
2005

8000 exp 加水分解 R50 1

1-351 6923-22-4 りん酸ジメチル=（Ｅ）-1-メチ
ル-2-(Ｎ-メチルカルバモイル)
ビニル（別名モノクロトホス）

魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 4000 μg/L AQUIRE、2003 1000000 exp R50-53 2

1-353 25155-23- りん酸トリス（ジメチルフェニ 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 5.9 mg/L 環境省生態影響試験、1997 0.89 exp 難水溶性 2

1-354 126-73-8 りん酸トリ-n-ブチル 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 2.6 mg/L SIDS、2004 280 exp NC 2

2-002 104-94-9 p-アニシジン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 180 μg/L 環境省リスク評価第3巻、 21000 exp R50 1

2-006 123-30-8 p-アミノフェノール 藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 0.1 mg/L 環境省生態影響試験、1996 16000 exp R50-53 1

2-010 103-69-5 Ｎ-エチルアニリン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 4.3 mg/L 環境省生態影響試験、2003 2414 exp NC 2

2-011 834-12-8 2-エチルアミノ-4-イソプロピ
ルアミノ-6-メチルチオ-1,3,5-
トリアジン

藻類 スケレトネマ 96 時間 EbC50 0.0062 mg/L ECETOC TR91、2003 209 exp R50-53 1

2-012 25311-71-
1

O-エチル=O-2-(イソプロポキ
シカルボニル)フェニル=Ｎ-イ
ソプロピルホスホルアミドチオ

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 1.6 ppb AQUIRE、2003 22.1 exp R50-53 1

2-017 105-67-9 2,4-キシレノール 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 4.2 mg/L 環境省生態影響試験、2001 7870 exp R51-53 2

2-018 21725-46-
2

2-(4-クロロ-6-エチルアミノ-
1,3,5-トリアジン-2-イル）アミ
ノ-2-メチルプロピオノニトリル

藻類 緑藻 72 時間 ErC50 20 μg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 170 exp R50-53 1

2-019 105779-
78-0

5-クロロ-N-{2-［4-（2-エトキ
シエチル）-2,3-ジメチルフェノ
キシ］エチル}-6-エチルピリミ
ジン-4-アミン

魚類 コイ 96 時間 LC50 0.00211 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 2.17 exp 1
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2-020 90-13-1 1-クロロナフタレン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.82 mg/L CICAD、2001 17.4 exp 1

2-021 55512-33-
9

Ｏ-6-クロロ-3-フェニル-4-ピ
リダジニル=S-n-オクチル=チ
オカルボナート

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.83 mg/L IUCLID、2000 1.5 exp R50-53 1

2-022 106-48-9 p-クロロフェノール 魚類 ニジマス 96 時間 LC50 1.9 mg/L ECETOC TR91、2003 24000 exp R51-53 2

2-024 63935-38-
6

α-シアノ-3-フェノキシベンジ
ル=2,2-ジクロロ-1-（4-エトキ
シフェニル）シクロプロパンカ
ルボキシラート

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.27 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 0.091 exp 難水溶性 1

2-025 67375-30-
8

(Ｓ)-α-シアノ-3-フェノキシベ
ンジル=3-(2,2-ジクロロビニ
ル)-2,2-ジメチル-cis-シクロ
プロパンカルボキシラート

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.0003 mg/L EHC142、1992 0.01 exp 難水溶性 R50-53 1

2-026 83121-18-
0

1-(3,5-ジクロロ-2,4-ジフルオ
ロフェニル)-3-(2,6-ジフルオ
ロベンゾイル)尿素

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 2.28 μg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 0.019 exp 難水溶性 1

2-028 60168-88-
9

2,4'-ジクロロ-α-(5-ピリミジ
ニル)ベンズヒドリル=アルコー

藻類 緑藻 24-48 時間 ErC50 5.1 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 14 exp R51-53 2

2-032 16090-02-
1

ジナトリウム=2,2'-ビニレンビ
ス[5-(4-モルホリノ-6-アニリ
ノ-1,3,5-トリアジン-2-イルア
ミノ)ベンゼンスルホナート]

甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.42 mg/L 環境省生態影響試験、1997 5 exp 2

2-034 534-52-1 4,6-ジニトロ-o-クレゾール 魚類 ニジマス 96 時間 LC50 0.066 mg/L EHC220、2000 198 exp R50-53 1

2-037 1321-74-0 ジビニルベンゼン 藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 1.8 mg/L 環境省生態影響試験、1997 52.5 est 揮発性 2

2-040 109-64-8 1,3-ジブロモプロパン 魚類 ヒメダカ 96 時間 LC50 7.8 mg/L 環境省生態影響試験、2003 1700 exp 2

2-041 103-50-4 ジベンジルエーテル 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.77 mg/L 環境省生態影響試験、1995 40 exp 1

2-042 87-59-2 2,3-ジメチルアニリン 甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.091 mg/L 環境省生態影響試験、2003 5052 est 1

2-043 57-14-7 1,1-ジメチルヒドラジン 魚類 ファットヘッドミ
ノー

96 時間 LC50 0.00785 μg/L AQUIRE、2003 1000000 exp R51-53 1

2-047 79-34-5 1,1,2,2-テトラクロロエタン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 9.3 mg/L SIDS、2005 2830 exp R51-53 2

2-049 79538-32-
2

2,3,5,6-テトラフルオロ-4-メチ
ルベンジル=(Ｚ)-3-(2-クロロ-
3,3,3-トリフルオロ-1-プロペニ
ル)-2,2-ジメチルシクロプロパ
ンカルボキシラート

甲殻類 ミシッドシュリ
ンプ

96 時間 LC50 0.053 ppb AQUIRE、2003 1

2-053 132-27-4 ナトリウム=1,1'-ビフェニル-2-
オラート

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 3.8 ppm AQUIRE、2003 1000000 exp R50(R根
拠データ
なし)

2

2-057 92-52-4 ビフェニル 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 360 μg/L 環境省リスク評価第1巻、 6.94 exp R50-53 1

2-058 85-01-8 フェナントレン 藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 0.64 mg/L 環境省生態影響試験、1997 1.15 exp 1

2-059 60-09-3 p-(フェニルアゾ)アニリン 甲殻類 ネコゼミジンコ
属の1種

48 時間 EC50 0.07 mg/L BUA217、2000 32 exp R50-53 1

2-060 84-69-5 フタル酸ジイソブチル 魚類 ファットヘッドミ
ノー

96 時間 LC50 0.9 mg/L ECETOC TR91、2003 6.2 exp 1

2-061 80060-09-
9

1-tert-ブチル-3-（2,6-ジイソ
プロピル-4-フェノキシフェニ
ル)チオ尿素

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.00015 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 0.06 exp 難水溶性 1

2-062 75-91-2 tert-ブチル=ヒドロペルオキシ
ド

藻類 セレナストラム 3 日間 ErC50 2.1 mg/L IUCLID、2000 19650 est 2

2-064 67747-09-
5

N-プロピル-N-[2-(2,4,6-トリ
クロロフェノキシ)エチル]イミダ
ゾール-1-カルボキサミド

藻類 緑藻 72 時間 ErC50 1.54 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 34 exp R50-53(R
根拠デー
タなし)

2

2-065 107-19-7 2-プロピン-1-オール 魚類 ファットヘッドミ
ノー

96 時間 LC50 1.44 mg/L HSDB、2004 1000000 exp R51-53 2

13



生態毒性 参考資料-11

NO CASNO 物質名_ 生物種 生物名（和名） 暴露
時間

単位1 エンド
ポイント

等
号

毒性値 単位2 出典 備考 水溶解度
（mg/L）
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値/
推定
値

加水分解半
減期（ｶｯｺ書き
は光分解）

試験困難物
質の種類

R警句 生態毒
性クラス

2-066 111872-
58-3

2-（4-ブロモジフルオロメトキ
シフェニル）-2-メチルプロピ
ル=3-フェノキシベンジルエー

魚類 コイ 96 時間 LC50 0.0035 ppm ＧＨＳ３省分類の情報源 0.00005 exp 難水溶性 1

2-067 106-41-2 p-ブロモフェノール 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 4.2 mg/L 環境省生態影響試験、1997 14000 exp 2

2-069 57-09-0 ヘキサデシルトリメチルアンモ
ニウム=ブロミド

藻類 ミクロシスティ
ス

96 時間 EC50 30 μg/L 環境省リスク評価第3巻、
2004

1

2-074 60-34-4 メチルヒドラジン 魚類 グッピー 96 時間 LC50 2580 μg/L AQUIRE、2003 1000000 exp 2

2-075 82657-04-
3

2-メチル-1,1'-ビフェニル-3-
イルメチル=（Ｚ)-3-(2-クロロ-
3,3,3-トリフルオロ-1-プロペニ
ル)-2,2-ジメチルシクロプロパ
ンカルボキシラート

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.11 μg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 0.1 exp 難水溶性 1

2-079 6864-37-5 4,4'-メチレンビス(2-メチルシ
クロヘキサンアミン)

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 4.6 mg/L 環境省生態影響試験、2000 4000 R51-53 2

2-080 22248-79-
9

りん酸(Z)-2-クロロ-1-(2,4,5-
トリクロロフェニル)ビニル=ジメ

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 1.9 ppb AQUIRE、2003 11 exp 1

2-081 78-42-2 りん酸トリス(2-エチルヘキシ 甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 1.0 mg/L 環境省生態影響試験、2000 0.6 exp 難水溶性 2

1 7758-19-2 亜塩素酸ナトリウム 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.0146 ppm AQUIRE、2003 64(g/100gH2 1

2 7446-81-3 アクリル酸ナトリウム 藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 1.4 mg/l 環境省生態毒性試験報告 2

3 141-32-2 アクリル酸ノルマル―ブチル 藻類 セレナストラム 72 時間 NOEC 0.077 mg/l 環境省生態影響試験、1999 2000 exp NC 1

4 13048-33-
4

ニアクリル酸ヘキサメチレン 魚類 ヒメダカ 96 時間 LC50 0.38 mg/l 環境省生態毒性試験報告 1

5 26628-22-
8

アジ化ナトリウム 魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 0.7 mg/L HSDB、2004 40.8(g/100gH
2O)

R50-53 1

6 75-86-5 アセトンシアノヒドリン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.13 mg/L SIDS、1997 1000000 exp 加水分解 R50-53 1

7 83-32-9 アセナフテン 甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.084 mg/l 環境省生態毒性試験報告 3.9 exp 1

8 30560-19-
1

（ＲＳ）-Ｏ・Ｓ-ジメチル=アセチ
ルホスホルアミドチオアート
（別名 アセフェート）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 1.3 mg/L AQUIRE 818000 exp 2

9 41394-05-
2

四‐アミノ‐三‐メチル‐六‐フェ
ニル‐一・二・四‐トリアジン‐五
（四Ｈ）‐オン（別名 メタミトロ

藻類 セレナストラム 72 時間 EC50 1.8 mg/L IUCLID R根拠データ
なし

1800 exp R50（R根
拠データ
なし）

2

10 1698-60-8 五‐アミノ‐四‐クロロ‐二‐フェ
ニルピリダジン‐三（二Ｈ）‐オ
ン（別名　ＰＡＣ）

藻類 セレナストラム 72 時間 EC50 0.6 mg/L IUCLID EU・R警句OK 400 exp R50-53 1

11 82-45-1 一－アミノ－九・十－アントラ
キノン

藻類 ｾﾚﾅｽﾄﾗﾑ 72 時間 NOEC 0.1 mg/L SIDS 0.3 exp 1

12 95-55-6 二－アミノフェノール 甲殻類 オオミジンコ 24 時間 EC50 35 mg/l IUCLID 20000 exp

13 107-11-9 三―アミノ―一―プロペン 魚類 キンギョ 96 時間 LC50 6000 μg/L AQUIRE、2003 1000000 exp R51-53 2

14 26447-14-
3

一・二－エポキシ－三－トリル
オキシプロパン

魚類 ニジマス 96 時間 LC50 2.8-5.6 mg/L IUCLID、HSDB EU・R警句OK R51-53 2

16 120-12-7 アントラセン 魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 0.00278 mg/L 化学物質の環境リスク評価 0.0434 exp 1

17 25339-17- イソデシルアルコール 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 3.5 mg/l 環境省生態毒性試験報告 151.8 est 2

19 94-11-1 二・四―ジクロロフェノキシ酢
酸イソプロピル（別名　二・四
―Ｄイソプロピルエステル又
は二・四―ＰＡイソプロピルエ

魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 0.31 mg/L AQUIRE 37.34 exp 1

20 36734-19-
7

三－（三・五－ジクロロフェニ
ル）‐Ｎ－イソプロピル－二・四
‐ジオキソイミダゾリジン－一
－カルボキサミド（別名　イプ

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.25 mg/L IUCLID EU・R警句
OK、
measured

13.9 exp R50-53 1

21 98-82-8 クメン 藻類 セネデスムス 72 時間 EC50 2 mg/L CICAD、1999 61.3 exp 揮発性 R51-53 2

14



生態毒性 参考資料-11

NO CASNO 物質名_ 生物種 生物名（和名） 暴露
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22 55814-41-
0

二―メチル―Ｎ―［三―（一―
メチルエトキシ）フェニル］ベン
ズアミド（別名メプロニル）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 4.27 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 12.7 exp 2

24 66230-04-
4

（Ｓ）－アルファ－シアノ－三
－フェノキシベンジル＝ （Ｓ）
－二－（四－クロロフェニル）
－三－メチルブチラート（別名
エスフェンバレレート）

魚類 ニジマス 96 時間 LC50 0.07 ppb AQUIRE、2003 0.002 exp 難水溶性 R50-53 1

25 22224-92-
6

Ｎ―イソプロピルアミノホスホ
ン酸Ｏ―エチル―Ｏ―（三―メ
チル―四―メチルチオフェニ
ル）（別名フェナミホス）

魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 0.01-
0.017

mg/L PDS、1994 329 exp (3.6時間) 光分解 R50-53 1

28 82560-54-
1

二・二―ジメチル―二・三―ジ
ヒドロ―一―ベンゾフラン―七
―イル＝Ｎ―〔Ｎ―（二―エト
キシカルボニルエチル）―Ｎ
―イソプロピルスルフエナモイ
ル〕―Ｎ―メチルカルバマート
（別名ベンフラカルブ）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.0099 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 8 exp R50-53 1

30 75-08-1 エタンチオール 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.077 mg/L 環境省生態影響試験、1998 15600 exp 揮発性 R50-53 1

31 110-30-5 Ｎ・Ｎ'－一・二－エチレンビス
（オクタデカンアミド）

甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.23 mg/l 環境省生態毒性試験報告 溶けない

32 80844-07-
1

二―（四―エトキシフェニル）
―二―メチルプロピル＝三―
フェノキシベンジルエーテル
（別名エトフェンプロックス）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 3.66 μg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 0.001 exp 難水溶性 1

33 7705-08-0 塩化第二鉄 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 9600 μg/L AQUIRE、2003 91.2(g/100gH
2O)

金属化合物 2

34 85535-84-
8

塩化パラフィン（炭素数が十
から十三までのもの及びその
混合物に限る。）

甲殻類 D.magna 24 時間 EC50 0.4-0.5 mg/L NICNAS EU・R警句OK 不溶 R50-53 1

37 80-51-3 四・四′―オキシビスベンゼ
ンスルホニルヒドラジド

藻類 セレナストラム 72 時間 NOEC 0.059 mg/l 境省生態影響試験、2002 溶けない 難水溶性 1

38 78587-05-
0

（四ＲＳ・五ＲＳ）－五－（四－
クロロヘキシル）－Ｎ－シクロ
ヘキシル－四－メチル－二－
オキソ－一・三－チアゾリジン
－三－カルボキサミド（別名
ヘキシチアゾクス）

魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 0.53 mg/L AQUIRE EU・R警句OK 0.5 exp 難水溶性 R50-53 1

39 124-28-7 Ｎ・Ｎ－ジメチル－ノルマル－
オクタデシルアミン

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.016 mg/l 環境省生態毒性試験報告 0.01043 est 難水溶性 1

39 124-28-7 Ｎ・Ｎ－ジメチル－ノルマル－
オクタデシルアミン

藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 0.0018 mg/l 環境省生態毒性試験報告 0.01043 est 難水溶性

40 111-65-9 ノルマルーオクタン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.18 mg/L 環境省生態影響試験、1998 密閉系、助剤
使用（HCO-
40：
100mg/L）、
専門家判断

0.66 exp 難水溶性、揮R50-53 1

41 112-80-1 オレイン酸 甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.32 mg/l 環境省生態毒性試験報告 助剤不使用 3.6 exp 2

42 143-19-1 オレイン酸ナトリウム 甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.11 mg/l 環境省生態毒性試験報告 5.209 est 2

43 95465-99-
9

二　Ｓ・Ｓ―ビス（一―メチルプ
ロピル）＝Ｏ―エチル＝ホスホ
ロジチオアート（別名カズサホ

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 0.001 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 248 exp 1

15
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44 156-62-7 カルシウムシアナミド 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 7.7 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 193400 est 難水溶性 NC 2

46 91-22-5 キノリン 甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.8 mg/l ECETOC、2003 6110 exp 2

47 102-06-7 一・三－ジフェニルグアニジン 藻類 セレナストラム 72 時間 EC50 2.9 mg/l 環境省生態毒性試験報告 EU・R警句OK 1000 exp R51-55 2

47 102-06-7 一・三－ジフェニルグアニジン 藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 7.6 mg/l 環境省生態毒性試験報告 EU・R警句OK 1000 exp R51-57

49 80-15-9 一－メチル－一－フェニルエ
チル=ヒドロペルオキシド

魚類 ニジマス 96 時間 LC50 3.9 mg/L IUCLID EU・R警句OK 13900 exp R51-53 2

52 4170-30-3 二―ブテナール 魚類 ヒメダカ 96 時間 LC50 0.072 mg/L 環境省生態影響試験、2002 181000 exp R50 1

54 563-47-3 三－クロロ－二－メチル－一
－プロペン

甲殻類 D.magna 24 時間 EC50 7.2 mg/L IUCLID EU・R警句OK 1400 exp R51-53 2

56 59-50-7 四－クロロ－三－メチルフェ
ノール

魚類 グッピー 96 時間 LC50 6.71 mg/l ECETOC EU・R警句OK 3834 exp R50 1

58 121-87-9 二－クロロ－四－ニトロアニリ 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 1.8 mg/L IUCLID、BUA EU・R警句OK 932.5 est R51-53 2

60 611-19-8 一－クロロ－二－（クロロメチ
ル）ベンゼン

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.38 mg/L SIDS 助剤（界面活
性剤）

123.9 est 1

61 111-85-3 一－クロロオクタン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.21 mg/l 環境省生態毒性試験報告 4.89 exp 1

62 105-39-5 クロロ酢酸エチル 魚類 ゼブラフィッ
シュ

48 時間 LC50 1.48 mg/L IUCLID、2000 19400 exp R50(R根
拠データ
なし)

2

63 106-43-4 四－クロロトルエン 甲殻類 ネコゼミジンコ
属の一種

48 時間 EC50 1.7 mg/L SIDS EU・R警句OK 106 exp R51-53 2

64 88-73-3 二―クロロニトロベンゼン 魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 0.55 mg/L CERIハザードデータ集、1999 441 exp 1

65 107534-
96-3

（ＲＳ）－一－パラ－クロロフェ
ニルl－四・四－ジメチル－三
－（一Ｈ－一・二・四－トリア
ゾール－一－イルメチル）ペ
ンタン－三－オール（別名　テ
ブコナゾール）

藻類 セネデスムス 96 時間 EC50 1.45 mg/L AQUIRE EU・R警句OK 36 exp R51-53 2

66 88671-89-
0

二―（四―クロロフエニル）―
二―（一Ｈ―一・二・四―トリア
ゾール―一―イルメチル）ヘ
キサンニトリル（別名ミクロブタ

魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 2.4 mg/L AQUIRE EU・R警句OK 142 exp R51-53 2

67 95-57-8 二－クロロフェノール 魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 6.6 mg/L EHC 11300 exp R51-53 2

69 140-11-4 酢酸ベンジル 魚類 ヒメダカ 96 時間 LC50 4 mg/L ECETOC、2003 3100 exp 2

71 96-76-4 二・四－ジ－ターシャリ－ブチ
ルフェノール

魚類 ゴールデンオ
ルフェ

48 時間 LC50 1.8 mg/L IUCLID 35 exp 2

73 10222-01-
2

二・二－ジブロモ－二－シアノ
アセトアミド

魚類 ファットヘッドミ
ノー

96 時間 LC50 0.55 mg/L AQUIRE 15000 exp 1

74 57966-95-
7

トランス―一―（二―シアノ―
二―メトキシイミノアセチル）
―三―エチルウレア（別名シ
モキサニル）

甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.067 mg/L IUCLID measured 890 exp R50-53 1

75 68359-37-
5

アルファ―シアノ―四―フル
オロ―三―フエノキシベンジ
ル＝三―（二・二―ジクロロビ
ニル）―二・二―ジメチルシク
ロプロパンカルボキシラート
（別名　シフルトリン）

甲殻類 D.magna 48 時間 EC50 0.000025 mg/L AQUIRE EU・R警句OK 0.003 exp R50-53 1

78 25376-45-
8

トルエンジアミン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 4.3 mg/L IUCLID、2000 74820 est R51-53(R
根拠デー
タなし)

2
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NO CASNO 物質名_ 生物種 生物名（和名） 暴露
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単位1 エンド
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加水分解半
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R警句 生態毒
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79 823-40-5 トルエンジアミン 甲殻類 Moina
macrocopa

14 日間 NOEC 0.9 mg/L BUA 72460 est R51-53 2

80 111-42-2 ジエタノールアミン 甲殻類 ミジンコ 48 時間 LC50 2150 μg/L AQUIRE、2003 1000000 exp NC 2

81 29232-93-
7

Ｏ－二－ジエチルアミノ－六
－メチルピリミジン－四－イル
＝Ｏ・Ｏ－ジメチル＝ホスホロ
チオアート（別名 ピリミホスメ

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.00011 mg/L AQUIRE EU・R警句OK 8.6 exp R50-53 1

84 4904-61-4 一・五・九―シクロドデカトリエ 甲殻類 オオミジンコ 24 時間 EC50 2.9 mg/L IUCLID 2

86 110-82-7 シクロヘキサン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.9 mg/L EU-RAR、2004 55 exp 揮発性 R50-53 1

87 17796-82-
6

Ｎ－（シクロヘキシルチオ）フタ
ルイミド

魚類 ニジマス 96 時間 LC50 0.41 mg/L IUCLID 22 1

89 110-83-8 （ＲＳ）－二－（二・四－ジクロ
ロフェノキシ）プロピオン酸（別
名 ジクロルプロップ）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 2.1 mg/L 環境省生態影響試験、2000 213 exp 揮発性 2

90 95-82-9 ジクロロアニリン 甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.032 mg/l 環境省生態毒性試験報告 230 est 1

90 95-76-1 ジクロロアニリン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.55 mg/l 環境省生態毒性試験報告 EU・R警句OK 92 exp 1

90 626-43-7 ジクロロアニリン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 1.12 mg/L AQUIRE 784 exp 2

92 118-52-5 一・三―ジクロロ―五・五―ジ
メチルイミダゾリジン―二・四
―ジオン

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.47 ppm AQUIRE、2003 500 exp 1

94 95-73-8 ニ・四－ジクロロトルエン 魚類 メダカ 96 時間 LC50 2.7 mg/L SIDS、2005 16.2 est 2

95 611-06-3 2,4-ジクロロ-1-ニトロベンゼ 甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.056 mg/L SIDS 68.93 est 1

95 99-54-7 2,4-ジクロロ-1-ニトロベンゼ 甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.025 mg/L SIDS 121 exp 1

96 782-74-1 二・二'－ジクロロヒドラゾベン
ゼン

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.23 mg/l 環境省生態毒性試験報告 <10 1

97 126833-
17-8

Ｎ－（二・三－ジクロロ－四－
ヒドロキシフェニル）－一－メ
チルシクロヘキサンカルボキ
サミド（別名 フェンヘキサミ

魚類 ニジマス 96 時間 LC50 1.24 mg/L AQUIRE EU・R警句OK 20 R51-53 2

99 60207-90-
1

（二ＲＳ・四ＲＳ;二ＲＳ・四ＳＲ）
－一－[二－（二・四－ジクロ
ロフェニル）－四－プロピル－
一・三－ジオキソラン－二－イ
ルメチル]－一Ｈ－一・二・四
－トリアゾール（別名　プロピ

魚類 ニジマス 96 時間 LC50 0.83 mg/L AQUIRE EU・R警句OK 110 exp R50-53 1

100 120-83-2 二・四―ジクロロフェノール 魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 2 mg/L EHC U・R警句OK 4500 exp R51-53 2

101 760-23-6 三・四―ジクロロ―一―ブテン 甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.83 mg/l 環境省生態毒性試験報告 420 exp 2

102 612-83-9 三・三'－ジクロロベンジジン二
塩酸塩

魚類 ゼブラフィッ
シュ

96 時間 LC50 3.3 mg/L IUCLID R根拠データ
なし

<1000 R50-53
（R根拠
データな

2

103 541-73-1 一・三―ジクロロベンゼン 甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC < 0.10 mg/L 環境省生態毒性試験,1995 EU・R警句OK 125 exp R51-53 1

104 101-83-7 Ｎ・Ｎ－ジシクロヘキシルアミ 甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.049 mg/l 環境省生態毒性試験報告 106.7 est R50-53 1

105 4979-32-2 Ｎ・Ｎ―ジシクロヘキシル―二
―ベンゾチアゾールスルフェ
ンアミド

藻類 セレナストラム 72 時間 NOEC 0.0118 mg/L SIDS measured 0.05639 est 難水溶性 1

106 77-73-6 ジシクロペンタジエン 魚類 ヒメダカ 96 時間 LC50 4.3 mg/L SIDS、2002 26.47 est 揮発性 R51-53 2

107 97-02-9 二・四－ジニトロアニリン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 9.6 mg/L IUCLID、AQUIRE 1437 est 2

110 101-84-8 ジフェニルエーテル 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 0.67 mg/L AQUIRE、2007 18 exp 1

111 128-37-0 二・六―ジ―ターシャリ―ブチ
ル―四―クレゾール

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.84 mg/L 環境省生態影響試験、1999 0.6 exp 難水溶性 1

115 53-70-3 ジベンゾ［ａ・ｈ］アントラセン 藻類 セレナストラム 72 時間 NOEC 0.016 mg/l 環境省生態毒性試験報告 0.00249 exp 難水溶性 R50-53 1
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116 68955-20-
4

アルキル硫酸塩（アルキル基
の炭素数が十六から十八まで
のもの及びその混合物に限

魚類 ゼブラフィッ
シュ

96 時間 LC50 9.5 mg/L IUCLID AI:55% miscible 2

118 121-69-7 Ｎ・Ｎ―ジメチルアニリン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 5 mg/L IUCLID、2000 1450 exp R51-53 2

119 95-68-1 二・四－ジメチルアニリン 甲殻類 D.magna 48 時間 EC50 9.9 mg/L BUA 6069 est 2

122 137-29-1 ジメチルジチオカルバミン酸
銅

魚類 ファットヘッドミ
ノー

96 時間 LC50 71 μg/L AQUIRE、2003 わずかに溶解 金属化合物 1

123 128-04-1 ジメチルジチオカルバミン酸ナ
トリウム

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.67 mg/L AQUIRE 1000000 est 1

124 31895-21-
3

五―ジメチルアミノ―一・二・
三―トリチアン（別名　チオシ
クラム）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 21.8 μg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 16400 1

125 581-42-0 二・六－ジメチルナフタレン 甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.02 mg/l 環境省生態毒性試験報告 2 exp 1

127 793-24-8 Ｎ－（一・三－ジメチルブチル）
－Ｎ'－フェニル－パラ－フェ
ニレンジアミン

甲殻類 D.magna 48 時間 EC50 0.23 mg/L SIDS 1

128 7726-95-6 臭素 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 1000 μg/L AQUIRE、2003 35000 exp 揮発性 R50 1

131 61788-32-
7

水素化テルフェニル 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.1 mg/L IUCLID 溶けない 1

132 822-16-2 ステアリン酸ナトリウム 甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.48 mg/l 環境省生態影響試験、2000 3.322 est 2

133 84-15-1 一・四－ジフェニルベンゼン 魚類 ヒメダカ 96 時間 LC50 0.12 mg/l 環境省生態毒性試験報告 1.239 exp 1

134 148-79-8 二－（チアゾール－四'－イ
ル）ベンズイミダゾール

魚類 ニジマス 96 時間 LC50 0.56 mg/L AQUIRE EU・R警句OK 50 exp R50-53 1

135 21564-17-
0

二－（チオシアナートメチルチ
オ）－一・三－ベンゾチアゾー
ル

魚類 ニジマス 96 時間 LC50 0.029 mg/L HSDB 60%
formulation
(Busan 72

125 exp R50-53 1

136 59669-26-
0

三・七・九・一三―テトラメチル
―五・一一―ジオキサ―二・
八・一四―トリチア―四・七・
九・一二―テトラアザペンタデ
カ―三・一二―ジエン―六・一
〇―ジオン（別名　チオジカル
ブ）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.027 ppm AQUIRE、2003 35 exp 1

137 3761-41-9 Ｏ・Ｏ―ジメチル―Ｏ―（三―
メチル―四―メチルスルフイ
ニルフエニル）―チオホスフエ
イト（別名 メスルフェンホス）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.0113 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 3.722 exp 1

138 112-30-1 一―デカノール（別名　ノルマ
ル―デシルアルコール）

藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 0.56 mg/l 環境省生態毒性試験報告 37 exp 1

139 334-48-5 デカン酸 藻類 セレナストラム 72 時間 NOEC 0.02 mg/l 環境省生態毒性試験報告 61.8 exp 1

140 13684-56-
5

エチル＝三－フェニルカルバ
モイルオキシカルバニラート
（別名 デスメディファム）

魚類 ニジマス 96 時間 LC50 1.7 mg/L AQUIRE 7 exp R50-53 2

141 112-02-7 テトラアルキル（又はアルケニ
ル）アンモニウム塩（炭素数が
八以上二十四までのアルキ
ル基又はアルケニル基が一
つ以上であり、その他のアル
キル基又はアルケニル基の
炭素数が一から五までのもの

魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 0.1 mg/L AQUIRE measured 440 exp 1

142 97-77-8 テトラエチルチウラムジスル
フィド（別名ジスルフィラム）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 120 μg/L AQUIRE、2003 4.09 exp NC 1

143 112-57-2 三・六・九―トリアザウンデカ
ン―一・一一―ジアミン

藻類 セレナストラム 72 時間 EC50 0.043 mg/l 環境省生態毒性試験報告 6535000 exp R51-53 1
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144 118-75-2 二・三・五・六－テトラクロロ－
一・四－ベンゾキノン

魚類 ゴールデンオ
ルフェ

96 時間 LC50 4.6 mg/L BUA R根拠データ
なし

250 exp R50-53
（R根拠
データな

2

145 95-94-3 一・二・四・五－テトラクロロベ
ンゼン

魚類 シープヘッドミ
ノー

28 日間 NOEC 0.09 mg/L EHC measured 0.595 exp 難水溶性 1

147 17095-24-
8

テトラナトリウム=四－アミノ－
五－ヒドロキシ－三・六－ビス
｛四－（二－（オキシドスルホ
ニルオキシ）エチルスルホニ
ル］フェニルアゾ）－二・七－
ナフタレンジスルホナート（別
名 リアクティブブラック－五）

藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 > ’28 mg/l 環境省生態毒性試験報告 >100g/L

150 79-94-7 ニ・二’・六・六’－テトラブロモ
－四・四’－イソプロピリデン
ジフェノール（別名　テトラブロ
モビスフェノールＡ）

魚類 ニジマス 96 時間 LC50 0.4 mg/L EHC 0.001002 est 難水溶性 1

152 39515-41-
8

（ＲＳ）－アルファ－シアノ－三
－フェノキシベンジル＝二・
二・三・三－テトラメチルシクロ
プロパンカルボキシラート（別
名　フェンプロパトリン）

魚類 ニジマス 96 時間 LC50 0.0023 mg/L AQUIRE EU・R警句OK 0.33 exp 難水溶性 R50-53 1

153 505-32-8 三・七・一一・一五－テトラメチ
ル－一－ヘキサデセン－三
－オール

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.13 mg/L SIDS 0.005709 est 難水溶性 1

154 7696-12-0 シクロヘキサ－一－エンe－
一・二－ジカルボキシイミドメ
チル＝（一ＲＳ）－シス－トラン
ス－二・二－ジメチル－三－
（二－メチルプロパ－一－エ
ニル）シクロプロパンカルボキ
シラート（別名 テトラメトリン）

魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 0.019 mg/L EHC 1.83 exp 1

155 112-53-8 ドデカン―一―オール 藻類 セネデスムス 96 時間 EC50 0.97 mg/L SIDS 4 exp 1

156 25103-58- ターシャリ―ドデカンチオール 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.075 mg/l 環境省生態毒性試験報告 1

157 112-18-5 Ｎ・Ｎ―ジメチルドデシルアミン 甲殻類 オオミジンコ 24 時間 EC50 0.083 mg/L SIDS 助剤（界面活
性剤）

8.6 est 1

158 151-21-3 ドデシル硫酸ナトリウム 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 1.8 mg/L IUCLID measured 100000 exp 2

159 112-41-4 一－ドデセン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.38 mg/l 環境省生態毒性試験報告 0.1127 est

160 66841-25-
6

（Ｓ）―アルファ―シアノ―三
―フエノキシベンジル＝（一
Ｒ・三Ｓ）―二・二―ジメチル―
三―（一・二・二・二―テトラブ
ロモエチル）シクロプロパンカ
ルボキシラート（別名　トラロメ

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.091 μg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 0.08 exp 光分解、難水 1

161 121-44-8 トリエチルアミン 藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 8.0 mg/L 環境省生態影響試験、1999 73670 exp NC 2

163 88-06-2 二・四・六－トリクロロフェノー 魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 0.32 mg/L IUCLID、HSDB EU・R警句OK 800 exp R50-53 1

164 96-18-4 一・二・三―トリクロロプロパン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 4.1 mg/L CICAD56、2003 1750 exp NC 2

165 120-82-1 トリクロロベンゼン 魚類 ゼブラフィッ
シュ

21 日間 NOEC 0.04 mg/l EU-RAR、2003 49 exp R50-53

165 108-70-3 トリクロロベンゼン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 2.9 mg/l 環境省生態毒性試験報告 6.01 exp 2

165 12002-48- トリクロロベンゼン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 6.9 mg/L AQUIRE 30 exp 2

166 102-82-9 トリブチルアミン 藻類 セネデスムス 72 時間 EC50 3.56 mg/L BUA 142 exp 2

167 95-63-6 一・二・四－トリメチルベンゼ 魚類 ニジマス 96 時間 LC50 9.22 mg/L IUCLID EU・R警句OK 57 exp R51-53 2

168 108-44-1 m―トルイジン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 0.73 mg/L SIDS、2003 15000 exp R50 1
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169 99-04-7 メタ－トルイル酸 藻類 ｾﾚﾅｽﾄﾗﾑ 72 時間 EｒC50 17 mg/L SIDS 980 exp

171 91-20-3 ナフタレン 魚類 ニジマス 96 時間 LC50 0.11 mg/L CERIハザードデータ集、1997 31 exp R50-53 1

176 88-72-2 オルト―ニトロトルエン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 5.4 mg/L CERIハザードデータ集、2000 650 exp R51-53 2

177 99-08-1 メタ―ニトロトルエン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 7400 μg/L AQUIRE、2003 500 exp 2

179 624-92-0 二硫化メチル 甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.089 mg/l 環境省生態影響試験、1998 3000 exp 揮発性 1

180 143-08-8 一―ノナノール（別名　ノルマ
ル―ノニルアルコール）

魚類 ヒメダカ 96 時間 LC50 3.2 mg/l 環境省生態毒性試験報告 140 exp 2

182 112-24-3 トリエチレンテトラミン 藻類 セネデスムス 72 時間 EC50 2.5 mg/L 化学物質安全性データ集 4772000 exp R52-53 2

183 15263-53-
3

一・三―ジカルバモイルチオ
―二―（Ｎ・Ｎ―ジメチルアミ
ノ）―プロパン（別名　カルタッ

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 10 μg/L AQUIRE、2003 1000000 est R50-53 1

184 80-43-3 ビス（アルファ・アルファ―ジメ
チルベンジル）＝ペルオキシド

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.26 mg/L 環境庁, 2000 R根拠データ
なし

0.46 exp R51-53
（R根拠
データな

1

185 99-76-3 四－ヒドロキシ安息香酸メチ 甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.2 mg/l 環境省生態毒性試験報告 2500 exp 2

186 818-61-1 アクリル酸二―ヒドロキシエチ 甲殻類 D.magna 48 時間 EC50 0.78 mg/L SIDS EU・R警句OK 1000000 exp R50 1

187 135-19-3 ベタナフトール 魚類 ファッドヘッドミ
ノー

96 時間 LC50 3460 μg/L AQUIRE、2003 755 exp R50(R根
拠データ
なし)

2

188 90-43-7 二－フェニルフェノール 藻類 セネデスムス 72 時間 ErC50 0.98 mg/L 化学物質安全性データ集 EU・R警句OK 700 exp R50 1

189 103-90-2 Ｎ－（四－ヒドロキシフェニル）
アセトアミド

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 3.5 mg/L 環境省生態毒性試験、1998 14000 exp 2

191 553-26-4 二・二'－ビピリジル及び二・四
'－ビピリジル

魚類 ニジマス 96 時間 LC50 6.8 mg/L IUCLID 4530 exp 2

193 114369-
43-6

（ＲＳ）―四―（四―クロロフエ
ニル）―二―フエニル―二―
（一Ｈ―一・二・四―トリアゾー
ル―一―イルメチル）ブチロニ
トリル（別名 フェンブコナゾー

魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 0.68 mg/L AQUIRE EU・R警句OK 0.2 exp R50-53 1

194 100-63-0 フェニルヒドラジン 魚類 ゼブラフィッ
シュ

96 時間 LC50 0.16-0.25 mg/L CICAD19、1999 127000 exp R50 1

196 23564-05-
8

ジメチル＝四・四′－（オルト
－フェニレン）ビス（三－チオ
アロファナート）（別名　チオ
ファネートメチル）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 5.4 mg/L AQUIRE 26.6 exp R50-53 2

198 14484-64-
1

トリス（Ｎ・Ｎ―ジメチルジチオ
カルバメート）鉄（別名　ファー
バム）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 0.09 mg/L EHC78、1988 130 exp R50-53 1

200 27355-22-
2

四・五・六・七―テトラクロロ―
一・三―ジヒドロベンゾ［ｃ］フ
ラン―二―オン（別名　フサラ
イド）

藻類 緑藻 72 時間 EC50 ≦ 0.5 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 2.5 exp 1

202 96-29-7 ブタン−二−オン＝オキシム 藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 16 mg/l 環境省生態毒性試験報告 100000 exp

203 131-17-9 フタル酸ジアリル 魚類 ニジマス 96 時間 LC50 0.23 mg/L SIDS EU・R警句OK 182 exp R50-53 1

204 26761-40- フタル酸ビス（八-メチルノニ 甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.03 mg/l EU RA 0.28 exp 1

205 84-66-2 フタル酸ジエチル 魚類 ニジマス 96 時間 LC50 1200 μg/L 環境省リスク評価第3巻、 1080 exp 2

206 84-61-7 フタル酸ジシクロヘキシル 甲殻類 D.magna 21 日間 NOEC 0.181 mg/L 環境初期リスク評価 4 exp 2

207 119-06-2 フタル酸ジトリデシル 甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC 0.052 mg/L AQUIRE measured 1.48E-09 est 1

208 41451-28-
9

フタル酸ビス（五－メチルヘキ
シル）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.39 mg/l 環境省生態影響試験、1995 分散剤HCO-
50使用

1
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生態毒性 参考資料-11

NO CASNO 物質名_ 生物種 生物名（和名） 暴露
時間

単位1 エンド
ポイント

等
号

毒性値 単位2 出典 備考 水溶解度
（mg/L）

実測
値/
推定
値

加水分解半
減期（ｶｯｺ書き
は光分解）

試験困難物
質の種類

R警句 生態毒
性クラス

209 25013-16-
5

ニ－ターシャリ－ブチル－四
－ヒドロキシアニソール及び
三－ターシャリ－ブチル－四
－ヒドロキシアニソールの混

魚類 ニジマス 48 時間 LC50 1 mg/L AQUIRE 212.8 est 1

211 19666-30-
9

五－ターシャリ－ブチル－三
－（二・四－ジクロロ－五－イ
ソプロポキシフェニル）－一・
三・四－オキサジアゾール－
二（三Ｈ）－オン（別名　オキ

甲殻類 D.magna 48 時間 EC50 0.53 mg/L AQUIRE EU・R警句OK 0.7 exp R50-53 1

212 89-72-5 オルト―セカンダリ―ブチル
フェノール

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 4.0 mg/L 環境省生態影響試験、1998 1659 est 2

213 98-54-4 四－ターシャリ－ブチルフェ
ノール

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 3.4 mg/L SIDS 580 exp 2

214 88-60-8 二－ターシャリ－ブチル－五
－メチルフェノール

藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 1.9 mg/l 環境省生態毒性試験報告 221.4 est 2

215 674-82-8 四－メチレンオキセタン－二
－オン

藻類 セレナストラム 24-48 時間 ErC50 6.9 mg/l 環境省生態毒性試験報告 530000 est

217 206-44-0 フルオランテン 魚類 ニジマス 96 時間 LC50 0.007.7 mg/L AQUIRE measured 0.26 exp 1

218 66332-96-
5

三′―イソプロポキシ―二―
トリフルオロメチルベンズアニ
リド（別名 フルトラニル）

魚類 コイ 96 時間 LC50 3.21 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 6.53 exp 2

219 314-40-9 五―ブロモ―三―セカンダリ
―ブチル―六―メチル―一・
二・三・四―テトラヒドロピリミ
ジン―二・四―ジオン（別名
ブロマシル）

藻類 緑藻 72 時間 EbC50 0.0034 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 815 exp (6.72時間) 光分解 1

222 569-64-2 [四－[アルファ－[四－（ジメチ
ルアミノ）フェニル]ベンジリデ
ン]シクロヘキサ－二・五－ジ
エン－一－イリデン]ジメチル
アンモニウムクロライド（別名
マラカイトグリーン）

魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 0.0305 mg/L HSDB EU・R警句OK 40000 exp R50-53 1

223 67-72-1 ヘキサクロロエタン 魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 0.97 mg/L ECETOC、2003 50 exp 揮発性 1

224 77-47-4 ヘキサクロロシクロペンタジエ
ン

魚類 ファットヘッドミ
ノー

96 時間 LC50 0.007 mg/L EHC120、1991 1.8 exp 揮発性 R50-53 1

225 107-46-0 ヘキサメチルジシロキサン 魚類 ファットヘッドミ
ノー

96 時間 LC50 3.02 mg/L IUCLID measured 0.93 exp 2

226 110-54-3 ノルマル－ヘキサン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 3.88 mg/L EHC122、1991 9.5 exp 揮発性 R51-53 2

227 592-41-6 ヘキセン 魚類 ニジマス 96 時間 LC50 5.6 mg/L SIDS、2004 50 exp 揮発性 2

229 1763-23-1 ヘプタデカフルオロオクタン－
一－スルホン酸

魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 7.8 mg/L HSDB 370 2

230 83130-01-
2

エチル＝（Ｚ）―三―〔Ｎ―ベン
ジル―Ｎ―〔〔メチル（一―メチ
ルチオエチリデンアミノオキシ
カルボニル）アミノ〕チオ〕アミ
ノ〕プロピオナート（別名　アラ

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.05 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 20 exp 1

231 106-51-4 パラ―ベンゾキノン 魚類 ファットヘッドミ
ノー

96 時間 LC50 0.045 mg/L ECETOC、2003 11100 exp R50 1

232 119-61-9 ベンゾフェノン 藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 3.5 mg/L AQUIRE measured 137 exp 2

233 608-93-5 ペンタクロロベンゼン 魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 0.25 mg/L EHC EU・R警句OK 0.831 exp R50-53 1

234 109-66-0 ペンタン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 2.7 mg/L EU-RAR、2003 38 exp 揮発性 R51-53 2

236 9004-82-4 ポリ（オキシエチレン）＝アル
キルエーテル硫酸塩

甲殻類 ネコゼミジンコ
属の一種

48 時間 EC50 3.12 mg/L AQUIRE 2
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生態毒性 参考資料-11

NO CASNO 物質名_ 生物種 生物名（和名） 暴露
時間

単位1 エンド
ポイント

等
号

毒性値 単位2 出典 備考 水溶解度
（mg/L）

実測
値/
推定
値

加水分解半
減期（ｶｯｺ書き
は光分解）

試験困難物
質の種類

R警句 生態毒
性クラス

238 155569-
91-8

エマメクチン安息香酸塩 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 1 μg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 310(pH 6.5) 1

239 23135-22-
0

メチル―Ｎ′・Ｎ′―ジメチル
―Ｎ―〔（メチルカルバモイル）
オキシ〕―一―チオオキサム
イミデート （別名 オキサミ

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.319 mg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 280000 exp R51-53(R
根拠デー
タなし)

1

241 3268-49-3 三－（メチルチオ）プロピオン
アルデヒド

藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 0.99 mg/L 環境省生態毒性試験報告、
1998

175000 1

242 90-12-0 メチルナフタレン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 2.2 mg/L 環境省生態毒性試験報告、
1999

25.8 exp 2

242 91-57-6 メチルナフタレン 藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 1.9 mg/l 環境省生態毒性試験報告 24.6 exp 2

243 13684-63-
4

三－（メトキシカルボニルアミ
ノ）フェニル＝三'－メチルカル
バニラート（別名 フェンメディ

藻類 セネデスムス 96 時間 EC50 0.13 mg/L IUCLID EU・R警句OK 4.7 exp R50-53 1

244 78-78-4 イソペンタン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 2.3 mg/L IUCLID、2000 48 exp 揮発性 R51-53 2

245 123-35-3 七－メチル－三－メチレン－
オクタ－一・六－ジエン

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.45 mg/l 環境省生態毒性試験報告 5.6 exp 1

247 119-47-1 六・六'－ジ－ターシャリ－ブチ
ル－二・二'－メチレンジ－パ
ラ－クレゾール

甲殻類 オオミジンコ 21 日間 NOEC > 0.0057 mg/l 環境省生態毒性試験報告 0.02 exp

248 143390-
89-0

メチル=（Ｅ）－メトキシイミノ[ア
ルファ－（オルト－トリルオキ
シ）－オルト－トリル]アセター
ト（別名 クレソキシムメチル）

藻類 セレナストラム 96 時間 EC50 0.0551 mg/L AQUIRE EU・R警句OK 2 exp R50-53 1

249 141517-
21-7

メチル= （Ｅ）－メトキシイミノ－
{（Ｅ）－アルファ－[一－（アル
ファ・アルファ・アルファ－トリ
フルオロ－メタ－トリル）エチリ
デンアミノオキシ]－オルト－ト
リル}アセタート（別名　トリフロ
キシストロビン）

魚類 ニジマス 96 時間 LC50 0.014 mg/L AQUIRE EU・R警句OK 0.61 R50-53 1

250 10605-21-
7

メチル＝ベンゾイミダゾール－
二－イルカルバマート

魚類 ニジマス 96 時間 LC50 0.41 mg/L EHC, 1993 EU・R警句OK 29 exp R50-53 1

251 4016-24-4 二－スルホヘキサデカン酸－
一－メチルエステルナトリウム
塩

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 1.24 mg/L SIDS 271.9 2

252 72-43-5 一・一・一―トリクロロ―二・二
―ビス（四―メトキシフェニル）
エタン（別名 メトキシクロル）

甲殻類 ミジンコ 48 時間 LC50 0.78 μg/L HSDB、2004 0.1 exp 難水溶性 1

253 131860-
33-8

メチル=（Ｅ）－二－{二－[六－
（二－シアノフェノキシ）ピリミ
ジン－四－イルオキシ]フェニ
ル}－三－メトキシアクリラート
（別名 アゾキシストロビン）

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.259 mg/L AQUIRE EU・R警句OK 6 exp R50-53 1

254 21087-64-
9

四―アミノ―六―ターシャリ―
ブチル―三―メチルチオ―
一・二・四―トリアジン―五（四
Ｈ）―オン（別名 メトリブジン）

藻類 緑藻 72 時間 ErC50 29.4 μg/L ＧＨＳ３省分類の情報源 1050 exp (0.41日) 光分解 R50-53 1

255 149-30-4 一・三－ベンゾチアゾール－
二－チオール

藻類 セレナストラム 72 時間 ErC50 0.50 mg/l 環境省生態毒性試験報告 120 exp 1

256 138-86-3 ジペンテン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.7 mg/l 環境省生態毒性試験報告 EU・R警句OK 7.57 exp R50-53 1

257 99-82-1 パラ－メンタン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.12 mg/l 環境省生態毒性試験報告 0.28 exp 1

259 95-32-9 二－（四'－モルホリノジチオ）
ベンゾチアゾール

魚類 ヒメダカ 96 時間 LC50 0.49 mg/l 環境省生態毒性試験報告 636 est 1

260 5989-27-5 リモネン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.421 mg/L CICAD5、1996 EU・R警句OK 13.8 exp R50-53 1
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NO CASNO 物質名_ 生物種 生物名（和名） 暴露
時間

単位1 エンド
ポイント
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減期（ｶｯｺ書き
は光分解）
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R警句 生態毒
性クラス

261 16721-80-
5

硫化水素ナトリウム 魚類 ファットヘッドミ
ノー

96 時間 Tlm 0.0071-
0.55

mg/L HSDB、2004 500000 exp 1

262 1313-82-2 硫化ナトリウム 甲殻類 ミジンコ 48 時間 LC50 550 μg/L AQUIRE、2003 186000 exp NC 1

264 20859-73- りん化アルミニウム 魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 0.178 mg/m3 EHC73、1988 192000 est 金属化合物 R50 1

265 1241-94-7 りん酸（二－エチルヘキシル）
ジフェニル

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 0.15 mg/L IUCLID 1.9 exp 1

266 2528-36-1 りん酸ジ―ノルマル―ブチル
＝フェニル

甲殻類 オオミジンコ 48 時間 LC50 0.26 mg/L ECETOC、2003 96 exp 1

267 1330-78-5 りん酸トリトリル 魚類 ブルーギル 96 時間 LC50 0.15 mg/L 環境省リスク評価 0.36 exp 1

268 115-86-6 りん酸トリフェニル 魚類 ファッドヘッドミ
ノー

96 時間 LC50 0.66 mg/L EHC、1991 1.9 exp 1

270 10453-86-
8

五－ベンジル－三－フリルメ
チル= （一ＲＳ）－シス－トラン
ス－二・二－ジメチル－三－
（二－メチルプロパ－一－エ
ニル）シクロプロパンカルボキ
シラート（別名 レスメトリン）

魚類 ニジマス 96 時間 LC50 0.000275 mg/L EHC EU・R警句OK 0.0379 exp R50-53 1

272 8050-09-7 ロジン 甲殻類 オオミジンコ 48 時間 EC50 4.5 mg/L IUCLID、2000 溶けない NC 2
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オゾン層破壊物質 参考資料-12

No CAS No 物質名 オゾン破壊係数

1-084 75-68-3 1-クロロ-1,1-ジフルオロエタン 0.065
1-085 75-45-6 クロロジフルオロメタン 0.055
1-086 2837-89-0 2-クロロ-1,1,1,2-テトラフルオロエタン 0.022
1-087 - クロロトリフルオロエタン 0.06
1-088 75-72-9 クロロトリフルオロメタン 1
1-094 76-15-3 クロロペンタフルオロエタン 0.6
1-112 56-23-5 四塩化炭素 1.1
1-121 75-71-8 ジクロロジフルオロメタン 1
1-123 - ジクロロテトラフルオロエタン 1
1-124 306-83-2 2,2-ジクロロ-1,1,1-トリフルオロエタン 0.02
1-132 1717-00-6 1,1-ジクロロ-1-フルオロエタン 0.11
1-133 75-43-4 ジクロロフルオロメタン 0.04
1-144 - ジクロロペンタフルオロプロパン 0.07
1-162 - ジブロモテトラフルオロエタン 6
1-201 - テトラクロロジフルオロエタン 1
1-209 71-55-6 1,1,1-トリクロロエタン 0.1
1-213 - トリクロロトリフルオロエタン 0.8
1-217 75-69-4 トリクロロフルオロメタン（別名ＣＦＣ-11） 1
1-285 353-59-3 ブロモクロロジフルオロメタン 3
1-286 75-63-8 ブロモトリフルオロメタン 10
1-288 74-83-9 ブロモメタン 0.6

1


